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　ひどく悪い、夢を見た。──仮かり初そめの夫が死ぬ夢を。血まみれの手、切り落とされた髪かみ。

「旦だん、那なさまっ……！」

　跳はね起きると、見み慣なれない天てん蓋がいが目に入る。汗あせで湿しめった夜よ着ぎの感触が、やけに生なま々なましい。

（あれ？　ゆ、夢……？　わたし、さっきまで追おっ手てから逃にげて、森に）

　ぜえぜえと上がった息を整えていると、控ひかえめに扉とびらが叩たたかれ、侍じ女じよのラナが入ってくる。

「フェル起きてる？　って、やだ大だい丈じよう夫ぶ!?　真まっ青さおじゃないの！　あんた熱は……」

「そんなのいいから！　ラナ、旦那さま……クロヴィス殿でん下かは!?」

　寝しん台だいから飛び降りて取り縋すがるフェルに、彼女は目をしばたたくと、ぷっと噴ふき出した。

「血けつ相そう変えて、なあにフェルったら。ひょっとして寝ボケてるの？」

「だ、だよね。何もないよね？　あはは……」

　では、やはり全部夢だったのか。安あん堵どの息をつくフェルに、ラナは小首を傾かしげて告げる。

「クロヴィス殿下って。──誰だれのことよ？」
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『ふふ。ずいぶん難むずかしい顔をしておいでなのね、ウーベルさまって。眉み間けんのお皺しわ、とれなくなってしまうわ？』

　今でも鮮あざやかに思い出せる。その姫ひめ君ぎみの、翡ひ翠すいの双そう眸ぼうと、波打つ黒髪、白はく磁じの肌はだ。

　自分よりずっと幼おさないはずなのに、艶つやめいて、印いん象しよう的てきだった。経けい緯いも覚えていないいつかの夜会、一度きりの邂かい逅こうだったが、明るく華はなやかで、まるで硝子ガラス細ざい工くの花のようで。

『フレアメルの王女は、自分の騎き士しと結婚して、国くに守もりの姫ひめ巫み女こになるのよ。おとぎ話に聞こえるかもしれないけれど、あわいからくる邪よこしまなもの……妖よう精せいっていえばいいかしら。それを封ふうじるために。私の騎士は幼おさな馴な染じみ。少し古風で堅かたいけど、優しくて、ほっとする人』

『……そうか』

『幸せ。私はあの人が大好き。ずっとずっと、好きだったの』

　自分の知らない誰だれかを想いながら、頰ほおを染そめて語る彼女の話を、適当に受け流す。男の名は聞いたが、忘れてしまった。もういつかも覚えていない、遠い遠い昔のことだ。

（妖精、か。実は、知っているんだがな。それはよく）

　創そう建けんより、『彼』の国は、妖精の力ありきで発展してきた。もっとも、だいたいの皇こう帝ていはその真実に気づくこともなかったが、たまさかに秘密を摑つかみ、さらなる栄えい華がを手にした者もいる。『彼』もその一人だ。偶ぐう然ぜんに古書から、妖精王の存在に辿たどり着いたのだ。

　──〝人の王。貴たつとぶ色を誠実の黒から災さい禍かの紅くれないに染めた皇帝よ。お前は何を望む〟

　ならば、と。『彼』は帝国の繁はん栄えいを願った。ごく単純な、若者らしい野望のために。

　そうして、最初に焼いたのがフレアメル王国だ。ユナイアの系統を継つぐフレアメルは、妖精を祓はらう聖せい詩し篇へんを奉ほうじる小国だった。だから滅ぼした。

　次に相あいまみえた時、──無む邪じや気きだった彼女の瞳は、絶望に染まっていた。

『ああ。あなた。あなた、目を覚まして。どうして、どうしてどうして……』

　長い黒髪を振り乱みだし、屍しかばねに取り縋すがって啜すすり泣なく王女を見下ろす。

（会うのは二度目か。……この娘は、きっともう覚えてもいないだろうが）

　亡ぼう国こくの姫など、別に生かしておいても益えきはない。だが、例の──古い記憶が邪じや魔まをして、なぜか殺す気にはなれなかった。

『おい』

　何か言葉をかけようとした瞬しゆん間かん、彼女はゆっくりと立ち上がり、こちらを振り返る。

『ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラント、おぞましい略りやく奪だつの徒と。好きに殺すがいい。この身が滅ほろびようと、私の牙きばはいつかおまえの咽の喉どを喰くいちぎるでしょう』

『月つき並なみな呪のろいだな、……リグレイン姫』

　かろうじてそれだけを返す。だが、目は縫ぬい留とめられたように、一対の翡翠から離せない。

（──美しい）

　どこまでも純粋な怒り。何よりも深い憎ぞう悪お。感情のままに燃えるその瞳ひとみは、『彼』がいまだかつて見たこともない精せい彩さいを放つ。

　純白のドレスの胸元は、真紅に染まっている。胸に抱いた亡ぼう夫ふの生首から滴したたれた血だ。

　衝しよう動どう的てきに連れ帰り、三人目の妻にしたのは、自分でもどうしてか分からなかった。

　思えばあの時、恋をしたのだ。──決して手に入らない、強きよう烈れつな光に。




　やがて、彼女は娘を儲もうけた。腹に残っていた亡夫の胤たねだ。生まれたばかりのみどりごを見つめ、彼女は花が綻ほころぶように微笑ほほえんだ。ごく自然に、柔やわらかに。

『ああ、あなたの子よ。〝……〟』

　誰かの名を呼んだその唇くちびるを見て──『彼』は、発ほつ作さ的てきに赤子の首を切り落としていた。

　彼女は、一瞬、何が起こったか分からない顔で、血まみれになった手もとの骸むくろを見た。それから、絹きぬを裂さくような悲ひ鳴めいを上げる。魂たましいの断だん末まつ魔まだと、冷静に感じた。

（心を壊こわしたのか。それだけの価値が、この小さな塊かたまりにはあった……）

　途と端たん、脳のう髄ずいを焰ほのおが焼き、咽喉を恐ろしい渇かわきが襲おそった。

（こんな、ものが）

　許ゆるせない。許せない、許せない！　こんなものごときが。彼女の瞳を。

　かつては無邪気に栄華を望んだ。人並みな野望から、権力に手を伸ばした。

（国も、栄華も、名めい誉よも要いらない。本当は、本当に欲しいのは──）

　──〝人の王。真の望みを見つけたか。その、なんと愚おろかしく不確かなことか〟

　妖精の王はけらけらと『彼』を嗤わらった。屈くつ辱じよくだった。

（手に入らない……？　馬鹿な。愚かしかろうと、不確かであろうと構うものか）

　愉たのしげに、妖精の王は続けた。

　──〝ならば願え、人の王よ。あの瞳がおまえだけに、向けられることを？〟

　貪どん欲よくに版はん図とを拡大し、内ない政せいに結果を残し。彼が賢けん帝ていであり続けたのは、その国が広がり、富とみ、繁はん栄えいしていくほどに、彼女のまなざしが悔しさと憎しみに濁るからだ。

　あの翡翠を自らの手で穢けがすことは、人形のような身体を抱くより、よほど快こころよい。

　──やがて、彼女に息子が生まれた。今度は『彼』の子だ。

　その時、彼女は『彼』にひとつ呪じゆ詛そを吐いた。

『ウーベル。まやかしの国の王。この子は、いずれおまえを滅ぼすでしょう』

『面おも白しろい。為し遂とげてみろ』

　育ちゆえに得た姫巫女の知識を使い、彼女が妖精の王と通じ始めたことすら看かん過かした。

（そう。それでいい。呪えば呪うほど、その瞬間だけは──）

　好こう意いなど、はなから手に入れようと望んでいない。ゆえに、代だい償しようを求めた。それがたとえ、彼女もろともに、いずれ己おのが身を滅ぼすとしても。

　その翡翠は決して、こちらを見ない。ならばせめて、憎悪の対象になりたいと願った。

　狂きよう気きに吞まれてまで、ただ一いち途ずに、ひとりの相手を想い続ける。

　──その高こう潔けつを、引きずり堕おとしてやりたかった。
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　敵対国の皇おう子じである旦だん那なさまと円えん満まん離り婚こんして、（仮）かつこかり花嫁から脱出するお仕事が。

　一いつ転てん、なぜか──（仮）未み亡ぼう人じんに、なりました。

（そんなの業ぎよう務むに入ってない……）

　この際、無手当の業務外労働でもなんでもやるから、全部噓うそだと言ってほしい。

　皇こう帝ていウーベルは、正気のまま化け物の王と共きよう謀ぼう関係にあった。そして、本当の呪じゆ毒どくの『親』、皇こう太たい子しジルフォードの手ひどい裏うら切ぎりに遭あい、仮かり初そめの夫おつとは短剣で刺されたのだ。

　共に逃げた先の森で、深ふか手でを負おったクロウは。クロウ、が──

（手を離さなければよかったの？　違う。もしわたしが、パーシヴァルさまを殺そうとした彼を、止めさえしなければ。あの時、もし。もしも──）

　幾いく度ど、幾千、幾万の「ああしていれば」を繰り返したか知れない。それでも、まったく足りない。──どうしようもなかったのだなんて、心が受け容いれるはずもなく。

（わたしの、せいだ）

　茜あかね色いろの瞳ひとみは、虚うつろに宙ちゆう空くうを映す。移い送そうされた皇こう宮ぐうの貴き賓ひん室しつの床に、フェルは独ひとり、呆ぼう然ぜんとへたり込んでいた。




　二日も、眠っていたのだと聞いた。フェルが目を覚ましたのは、すっかり馴な染じんだジルフォードの離り宮きゆうではなく、知らない大きな寝しん台だいだ。

　絹きぬの寝具、金きん糸し織おりのカーテン。この豪ごう奢しやな鳥かごで、じっくりと嬲なぶられ、ひとつひとつ羽を毟むしられていくように。フェルは徹てつ底てい的てきに希望を奪われた。

『やだ。あたしがお仕つかえしてるのはたしかにクルヴァッハ公こう爵しやくで、第三皇おう子じ殿でん下かで、あんたの旦だん那なさまだけど。クロヴィスって誰だれよ？』

　起き抜けにラナに笑われたのが、最初。

『しっかりなさいよね。あんたの旦那さまは、パーシヴァル＝クルヴァッハ＝エルラント！　五人しかいないご兄弟きようだいで、クロヴィスなんて皇子様、いないわよ？』

　ふと覚えた危き惧ぐは、すぐさま現実になった。

　なにせ、彼のいた証しよう拠こはすべて消し去られ、同どう母ぼ弟ていの代わりにクロウがそっくり『いなくなった皇子』になっているのだ。おまけに、無理やり存在を消された弟と違って、クロウのことは本気で誰も覚えていないときた。

（落ち着こう。……記き憶おくが、消えてるだけだ。大丈夫、旦那さまは亡くなったわけじゃない。死ぬはずない。尋じん常じようでない悪あく運うんの強さと家庭内害がい虫ちゆうも真まっ青さおな諦あきらめの悪さをお持ちだもの！）

　衝しよう撃げきを受けたものの、この時点ではわずかながら望みはあったのだ。ふらふらとおぼつかない足取りでも、まだ立ち上がる気力はあった。

『や、花嫁さん。具合はどう？　いきなり悲鳴を上げて倒れるからびっくりしたよ』

　続けて現れたのは、穏おだやかな海の色の瞳と、明るい亜あ麻ま色いろの髪の青年。優しげな顔立ちとは裏うら腹はらに、人ならざるものを統すべる『妖よう精せい王おう』を身の内に宿したパーシヴァル＝エルラントだ。

『兄上をどうしたか、って？　どうも何も……ああ。死体の一部、っていうか遺い髪はつの話？』

『っ……あの人は、死んでなんかいません！　いえ、決して千の風になったわけでもありませんけれど！　だ、……第一、あの髪だって、本物だか……』

『そう思うなら、もう一回よく確かめたら？　はい、どうぞ』

　パールが無む造ぞう作さに手渡してきたのは、あの黒髪の束。思わず引ったくったフェルは言葉を失った。祝祭の前に、彼の髪に触ふれる機会は何度もあったのだ。間違いようがない。

『遺髪は本物、と。理解できた？　じゃ、もういらないよね』

『あっ……やめて!!　嫌いや、返して！』

　制止する間もなかった。とどめとばかりに目の前で、髪束を、暖だん炉ろに放り込んで燃やされてしまったのだ。悲鳴を上げて摑つかみ出そうとしたフェルの目の前で、それはあっという間に橙だいだい色いろの焰ほのおに包まれた。

『……いいえ。それでもわたしは、信じない。亡なき骸がらがあるわけじゃないもの……』

　けれど、なおも膝ひざを屈くつさないフェルを笑い、彼は側そつ近きんを呼び寄せる。

『お呼びですか？　我が君』

　ケイ＝サリタという名を使い、商人上がりを装よそおっていた、東方帝国の密みつ偵ていにして皇こう王おうの庶しよ子し。煮に詰つめた蜂はち蜜みつ色いろの肌はだ、淡あわい金の髪。いつもはひょうきんな笑えみを浮うかべているはずの黒こく龍りゆう城じよ家うか令れいは、旗はた色いろが悪くなった主あるじを途と端たんに裏うら切ぎり、その妻を妖精王へ売り渡した。

『景けい蔡さい泰たい。このお姫様、すごく物分かりが悪いみたい。……見せてあげて。証拠』

『御ぎよ意い』

　引きずるように部屋から連れ出されたフェルが見たものは、最後の希望を打ち砕く槌つい。

　回ギヤ廊ラリーに並ぶ、クロウが欠けた『五人の皇子』の肖しよう像ぞう画が。

　それから──無む造ぞう作さに毛もう布ふに包まれ横たえられた、黒こく衣いの男性の身体からだ。

　突き出た腕の先には、蠟ろうのように白い指。袖そで口ぐちを飾るのは、見み慣なれたいぶし銀の釦ボタン。

（この服。旦那さまの……）

　ぎりぎりのところで持ちこたえていた心の芯しんが、音を立ててへし折れる。とうとう、フェルはぺたんと尻しり餅もちをついた。

　ひと目で命が失われたと分かるその男性の身体からだを包つつんだ布は──首のあたりが、不自然に凹へこんでいた。
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　離婚どころか、未亡人（推定）になった──のだろうか。

　全部全部、夢ならいい。

（報ほう酬しゆうの山盛りの金貨なんて、どうでもいい。黒こく龍りゆう城じようでの暮らしも、彼との思い出も、みんな空むなしい噓になってもいい。わたしはエルラントになんて来たこともない、身代わり花嫁になんてなってもいない、ド貧びん乏ぼうな、ただのユナイアの孤こ児じで構わないから）

　ただ、あの人を生き返らせてさえくれれば、それだけで──。

　寝台に横たわる気にもなれず、立ち上がる気力もない。ただ、椅子に腰かけて宙を見る。眠りも食べもせず、何日こうしているだろう。そうすればいつか、現うつつに戻れるかもしれない。しかし、どんなに願っても祈っても、悪あく夢むはいっかな醒さめる気配がなかった。

（……ああ。なんだか、賑やかだな）

　──フェルは、ぼんやりと周囲の音に注意を傾かたむける。回廊のほうが騒さわがしいのは、断食フアスナハト明けの祝しゆく宴えんのためだろう。

　酒を飲んで盛り上がる貴族たちの声だ。貴婦人の華はなやかな笑い声、男声の演説。

「皇こう帝てい陛へい下かがじきじきにユナイア討とう伐ばつに出られるとは……」

「そもそも先の戦いくさでユナイアは崖がけっぷち。これでエルラントの勝利は決まったようなもの。王都のベルファスティスは、きっと城壁も残りますまい……」

（ああ。せんそうの、はなしを、してる）

　春分節オースターラ祝しゆく祭さいが明ければ、今度は戦いくさが始まる。ユナイア殲せん滅めつに向けて着々と準備が進んでいるとは、話に聞いていた。

（止めなきゃって、頭では思うのに。……身体が動かない。開戦したら。わたしも、いずれ殺されるの、かな。でも、どうしてだろう。何も抵抗する気が起きない……）

　今のフェルは、まるで抜け殻がらだった。

　こういう状態の人間のことを、流は行やりの言葉で『にいと』というらしい。『にっちもさっちもいかない諸しよ事じ情じようにより働けない学べない鍛たん練れんもできない、いい加か減げんどうしたらいいんだろうと頭を抱えつつ、とほうに暮くれている人』の略りやくだとか。

（ひっどい言葉だけど、わたしもう『にいと』でいい……根こん性じよう腐くさっててすみません……）

　ぼんやり長なが椅い子すのクッションを抱いていると、くいくい、とドレスの裾すそを引っ張られる。

　──〝ねえねえ、花はな嫁よめさま。いつこちらにくるの〟

　──〝ワルプルギス？　花と宝石と骨と血と肉で、お祝いしなきゃあ〟

　足元で、翅はね持つこびとたちが、きゃらきゃらと笑い声を立てた。絨じゆう毯たんには、光る銀の飛とび魚うおが跳はね、追いかけてきた虹にじ色いろの小こ鮫ざめにつるんと吞のまれる。

（これが、妖精たち……なんだろうなあ）

　フェルは、部屋の中を駆け回る奇き妙みような生き物たちを無感動に眺ながめた。あんなに気き味みが悪かったのに、今はもう、怖がる気も起きない。なぜか他ひ人と事ごとのようにすべてが遠い。ただ思い出すのは、消えてしまった人のこと。

（旦那さま）

　胸に、ぽっかりと大おお穴あなが空あいたようだ。

　彼と過ごしたのは、たった四カ月余あまり。けれどそれは、かけがえのない、もはや忘れることなどできない時間。




　──〝たとえ、天が我が上に崩くずれ墜おちんとも〟

　彼の絞り出すような神ゲツ誓シユが、空くう洞どうとなった胸に、からころと虚うつろに響ひびく。何度も。

　──〝振り向かずに走れ。俺の大切な妻つまは、生しよう涯がいお前だけだ、フェル〟




（旦那さまは、知ってたんだ。わたしの本当の名前も、素す性じようも、何もかも……）

　その上で、『フェル』にもう一度結婚の誓ちかいをくれた。

　伝えたい気持ちがあったのに。何も伝えられないままだった。

（わたし、……あなたが好きです、『クロヴィス』さま。ただの貧乏な孤児の『フェル』でも、身分違いでも、身の程知らずでも。叶わなくても、許されなくてもいい。ただあなたがどこかで生きて、……幸せでいてくれたら。願うのは、それだけで）

　春が深まれば、一緒にアーモンドの花を見よう。

　覚かく悟ごを共きよう有ゆうし合った晩に、クロウはフェルにそう言って笑った。

　満開になれば、薄うす紅べに色いろの小さな花が枝という枝を覆おおって咲さき乱れる、美しく可か憐れんな花か樹じゆ。盛さかりが短く、その散ちり際ぎわは初しよ夏かの訪れを告げる。

（約束したのに）

『……何を凹んでいるんだ、フェル。らしくないな』

　不意に、声が聴こえたような気がして。ぼんやりと顔を上げる。

『お前なら、すぐに立ち上がって愉ゆ快かいな罵ば詈り雑ぞう言ごんのひとつも吐きそうなものじゃないのか？』

　正面の長椅子。いつの間にかそこに、踊おどるこびとや輝く蝶ちようの群むれに囲まれるようにして、黒衣を纏まとった青年が腰こし掛かけていた。

「旦那さま」

　フェルはぼんやりと彼を見た。

　優しい『ご主人さま』の笑みを浮かべ、彼は、穏やかな目でこちらを見ている。フェルは思わず続けた。

「──の、馬ば鹿か。あほ。こんちき。とんま」

『おい。本気で罵ののしるなよ』

「どうして、あんなことしたんですか！　いつも独ひとりで無理ばかりして。地じ獄ごくに落ちる時も一緒だって、わたしは言いました。それなのに！」

　あなたさえ無ぶ事じなら、と掠かすれた声を絞しぼり出す。あの時も、今も。たがわぬ本ほん音ねだ。

「わたしは、どうなったってよかった……」

　あるはずのない会話なのに、不思議と違い和わを覚えない。苦く笑しよう交まじりに、クロウの幻は口を開く。

　さっきまではっきり聞き取れたはずなのに。──急に、その声は遠くなった。

（なに、なんて、言ってるの）

　はくはくと薄い唇だけが、音にならない言葉を紡つむぐ。

　──〝それは、違う〟

（違う？）

　かろうじて声が届いた瞬間、彼の周りの風景が、虫食いのように潰つぶれていく。漆しつ黒こくの闇やみに塗ぬり込められながら、彼の幻はこちらに手を伸ばし、懸けん命めいに言葉を紡ぐ。

『お前がいなければ、今の俺はなかった。一緒に積み上げてきた絆きずなも信頼も、ひと時の絶ぜつ望ぼう如ごときで、ないがしろにしないでほしい。俺は』

　お前に出会えた、それだけで。どんな苦く境きようにあっても、何度でも立ち上がれるから──。
















（……！）

　フェルは、はっと我われに返る。クロウの幻は、もう跡あと形かたもない。豪ごう奢しやだがどこか無む機き質しつな貴賓室は、また、元どおりの静けさを取り戻していた。




（今の……）

　呆然としていたフェルだが、気づけば自然と拳こぶしを握り固めていた。それを、おもむろに振り上げる。

　──めじっ。

　次の瞬間、フェルは拳げん骨こつを自分の額に勢いきおいよくめり込ませていた。無意識でも一いつ切さい手加減しなかったようで、控ひかえめに言ってものすごく痛い。

　侍女がいたらご乱らん心しんを疑われるだろうが、気合の一発だ。手っ取り早く意識が晴れる。

「バッカじゃないの……」

　急きゆう激げきな焦りが、ちりちりと胸を焼き、思わずフェルは呟つぶやく。

（馬鹿じゃないの、ホント馬鹿じゃないのわたし！　のんきに何を腑ふ抜ぬけてたの。いっぱしに悲ひ劇げきの姫君ヅラしてんじゃないわよ！　身代わり雑ざつ草そうド庶民でも──今は、わたしが黒こく龍りゆう公こう夫ふ人じん。仮初でも、あの人の妻なのに）

　ならば、その不在時に留る守すを預かるのは自分の役目じゃないか。仕事はまだ終わっていない。では、まっとうしなければ。

（にいと、なんて冗談言ってる場合じゃない。黒龍城に……クルヴァッハに戻らなきゃ！）

　皇宮では、敵国の王女である自分は必ず動きを封じられてしまう。何より──残してきたクルヴァッハの人々が心配だった。隣りん国ごくにいちばん近い黒龍領は、真っ先に最前線となる。

　箱庭を護る黒龍が、全身全霊をかけて慈いつくしんできた、美しい辺へん境きようの地。そこまでが、無残に踏み荒らされることになれば。

（よし、どうにかして帰る手はずを整えるには、って……。あれ？）

　頷うなずいたところで、回廊のほうがいやに騒がしいことに気づく。酒盛りをしている貴族たちのものとは違い、ひどく無ぶ骨こつな足音が複数近づいてくるのだ。

「何をなさいますか!?　お控ひかえください！　こちらは、藍らん龍りゆう公こう夫人の居きよ室しつですよ！」

「ら、ラナ!?」

　聞き覚えのありすぎる悲鳴に驚おどろいて立ち上がった瞬間、ガンガンと打ち鳴らすように扉が叩たたかれ、紅い軍服の兵士たちが踏み込んでくる。さらに背後から、ラナを含む泡あわを食った様子の侍じ女じよたちが、「奥方さまぁ……！」とまろぶように駆け寄ってきた。

「……ご機き嫌げん麗うるわしゅう、紅こう龍りゆう師し団だんの皆さま。皇帝直属軍の兵が、わたくしにどんなご用事？　むやみに侍女を怖がらせないでくださいな」

　泣きそうな顔の彼女たちを庇かばい、剣に手をかけてこちらを取り囲む十人ほどの兵を、夕ゆう暮ぐれ色の瞳でフェルは静かに睥へい睨げいした。

「陛下の御ご下か命めいです。藍龍公夫人には、これより北の物見塔ベルクフリートにお移りいただくようにと」

「えっ？」

　進み出た兵の一人に言われた言葉が一瞬吞み込めず、フェルはぽかんとする。

（北の塔って……貴人用の牢ろうがある？）

　城じよう砦さいにおいて、一般的に最も目立たず、日当たりの悪い場所。たとえば、黒龍城では、太陽光を嫌うというキリヤが幽ゆう閉へいされているところだ。

「ユナイアとの開戦の準備のためです。藍龍公からも、許可は出ております」

　要は、フェルはこれから、『ただの人ひと質じち』として扱われることになる、と。

「……お断りです、と言っても聞き入れてはいただけないでしょうね」

「無む駄だな抵抗はおやめください。……この先のお命の保証はできませんが、せめて今は」

　ぐっと拳を握るフェルに、先頭に立つ隊長格の兵は、静かにそう告げた。

（やられた……！）

　たしかに、間もなくユナイアに攻め込む予定のエルラントにとって、セタンタ王が溺でき愛あいする妹姫『シレイネ王女』は最高の切り札。むしろ、今まで貴賓室に軟なん禁きんですんでいたのがぬるかったくらいだろう。

（でも、よりによって、こんな時に！）

　突きつけられた剣を睨にらみ、フェルは歯を食いしばった。




「皇帝陛下にお話がありますの。どうか最後に一度、拝はい謁えつを……！」

「くどいですぞ、シレイネ殿下。陛下はお会いになりません」

　重ねた願いは切り捨てられ、ガシャン、とけたたましく扉が閉められる。荒あら々あらしく去っていく軍ぐん靴かの音を聞きながら、フェルは肩を落とした。

（あーあ。たった半刻しか経ってないのに、あっという間の幽ゆう閉へいだ。当然っちゃそうか）

　皆さま仕事が早くて素す晴ばらしい限りだ。あいつら全員、野菜の皮で滑すべって転んでしまえばいいのに。ささやかな呪いをかけ、フェルは気を取り直す。

　北向きで、剝むき出しの石壁はいかにも冷たい。質しつ素そな椅子と寝台などが置かれただけの殺さつ風ぷう景けいな部屋を見回し、開いたままの窓から下を覗のぞく。

（高さは……地上七階くらい？　で、廊下に通じる扉は鉄てつ扉ぴ、と）

　自分たちもご一緒させてくださいと泣くラナや他の侍女たちの懇こん願がんも聞き入れられず、フェルは独り、北の塔の最上階に押し込められた。

（でも、甘あまい。閉じこめるなら、せめて鉄てつ格ごう子しのある部屋にするべきだったわね！）

　厳しい持ち物検査をされなかったのは、淑しゆく女じよへの気き遣づかいか、自じ害がいするなら好きにしろという憐あわれみか。身み支じ度たくと称しようして、下に着込んできたのは召めし使つかいのお仕し着きせだ。たっぷりしたレースのパニエをたくし上げ、足に括くくりつけてきた諸もろ々もろを取り出す。

　茶髪のカツラと、やたら瀟しよう洒しやな瓶びん底ぞこメガネ。そして、──クロウに貰った短剣。

（暗くなるのを待とう。あとは、下の見張りが、ほんの少しだけでも消えれば十分）

　白いエプロンを、黒いスカートの裾ごと腿ももの上で縛って固定しつつ、フェルは唇くちびるを湿しめらせる。外壁の石組みは粗あらく、足掛かりも多そうだ。

（たしかに、黒龍城の自室よりか高い、けど。高級食材のキノコ採りの日ひ雇やといでよじ登ってた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきよりぜんっぜんマシ）

　腕まくりして、波打つ緋ひ銀ぎんの髪を、きっちりカツラとキャップに詰め込んだ。

　塔に閉じ込められたお姫さま？　ご冗じよう談だん。こちとらド庶しよ民みんお仕事掛け持ち人生十七年の身代わり俄にわか王女だ。やられっぱなしは性しように合わない。




「……あいにく、最近の淑女レデイは壁の上り下りは慣れてるんですのよ？」




（あの人は、命がけでわたしを守ってくれた。彼の大切なものを、今度はわたしが守る番）

　彼のためにできることがある限り、この足はまだ、立てる。










[image: ]




『黒の雛ひなと、金の雛。好きな方をあげるわ。どちらも喰べてしまってもいい』

　フレアメル最後の姫ひめ巫み女こから捧げられたのは、色違いの兄弟きようだいだ。

　さて、どうする。ふと興味がわき、彼は、いまわの際きわにある雛の一羽に尋ねた。──助かりたいか、否か。

『兄上を差し出せば、助かる？　そんなこと、迷うまでもない。おれは……』

　その選択を、彼は快く受け入れてやった。けれど、三年の時を経て判明したのは、結局のところ、人間のけなげな願いなどはすべて無駄になるという事実だ。




　──これで、邪じや魔まなものは全部消えた。

　皇こう宮ぐうの一室でくつろぎながら、断食節フアスナハトの終わりに『兄』の首を叩たたき落とした記憶を『彼』は辿たどる。その死をもって報ほう復ふくは果たされ、花はな嫁よめも手中に収めることができた。

「奥方さまは無事、北の塔に収容されたそうですよ。我が君」

「うん。引き続き見張っといて。どうも彼女、自じ暴ぼう自じ棄きになりそうだし」

「……御ぎよ意い」

　若わか草くさ色いろの上着を纏まとった家か令れいは、頭を下げると、すっと踵きびすを返す。

（彼。少しは呪毒の水を飲んでたはずなんだけど。どういうわけか、途中で抜けちゃったみたい。今はもう操あやつれそうにないんだよなあ……ま、言うことを聞くから構わないけど）

　どのみち、誰が何を企たくらもうと手て遅おくれだ。このままワルプルギスさえ迎えればいい。熟じゆくし切った果実エルラントは、道連れユナイアたちを巻き込み、あと少しで地に落ちる。

（みんな等しく消えちゃうもんなあ、いずれ。『兄上』、あなたみたいに──でも）

　そういえば屍しかばねは焼いたはずだが、首をどこにやったか記憶がない、とふと思う。

（たまに記憶があやふやになる。人の身体からだを使い慣れていないせいか？）

　首をひねった瞬間、魂たましいの裏側で、誰かが身じろいだ気がした。彼は表情を消す。

「……ねえ。ひょっとして、そこにいるの？」

　誰にともなく呼びかける。当然のこと返事はなく、ただ、がらんとした部屋に自分の声が響くのみ。何の応こたえもないことに、彼はつうっと唇くちびるを歪ゆがめた。

　もし。嬲なぶり、喰くらい、飲み干し、消えたはずの羽虫の心が、しぶとくどこかに焼き付いていたとして──……だとすれば？

「いてくれたら、いいのに」

　微笑んで、独ひとり呟つぶやく。いるなら、おいでよ。そうすれば、また遊べるのに。





[image: ]






　天てん井じよう裏うらからこんばんは。フェルディアです。皆さんご機き嫌げんいかがですか。

（ちなみにわたしは最低です！　また天井裏を匍ほ匐ふく前進するはめになるなんて!?　腹が擦こすれて生地の傷いたみは気になるし暗いし怖いし今は変なもの視みえるしああもう！）

　身み代がわり花嫁業を始めてからこちら……という前置きの振り返りは冬至ユールから何度やったか知れないが、少なくとも天井裏を這はって移動した回数は、ここ数カ月が人生最多だ。

　時刻は夜半。現在、フェルは召めし使つかいの扮ふん装そうで皇宮本棟を絶ぜつ賛さん四よつん這ばい移動中である。

（それにしても、なんで塔の下にいる見張りの紅こう龍りゆう兵へいたちがいきなり消えちゃったんだろ。おかげで悠ゆう々ゆうと降りられたけど……壁を）

　新入り召使の体ていで地道な聞き込みの結果、目的地の位置は判明したが、番兵が多くて近寄れず、こうして裏道を使うことにしたわけだが。

（さすが皇宮、天井裏までひっろい！　ミゼから『正しい天井裏散さん歩ぽのスゝメ』を聞いておけばよかった！）

　エルラントの宮きゆう殿でん建けん築ちくは、広間などの天井を見栄えよく吊つれるよう梁りよう木ぼくを隙間なく張り巡めぐらせているため『馬の森』と呼ばれるらしい。お蔭で何度頭をぶつけたか知れない。

　頰ほおをつけて下の音を聞き、位置を確認しながら、じりじりと進んでは戻るを繰り返す。

　そういえば屋根裏の害がい獣じゆう駆く除じよの日雇いも昔ベルファスティスでやったなあ、あの時ご退たい去きよいただいたドブネズミ一行もこんな気分だったのかな、などと謎なぞの感かん傷しように浸ひたりかけたところで、それらしき所に到とう達たつした。

　音を立てないように細さい心しんの注意を払い、そうっと手入れ用の引き戸をずらして下を覗き込む。

（隙すき間まから失礼、っと……おし。ここだ、合ってる）

　艶つやのある大きな樫かしのテーブルや、深い緋ひ色いろを基調としたビロードのカーテン。質のいい調度は、距離があってもひと目で最高級の品と知れる。上から見ると、黒こく衣いを纏まとい、金の猫ねこ脚あしの長椅子に腰掛けたその人物の、壮そう年ねんにしてなお鍛きたえられた体たい軀くがよく分かる。

（うう。軽装だし、くつろいでるはずなのに威い圧あつ感かん半はん端ぱない……ウーベル陛へい下か）

　亜麻色の髪と、鋭するどい群ぐん青じようの瞳。

　パールとクロウの特徴を併あわせ持つ、エルラント帝国現皇帝ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラントは、依い然ぜんとして威い風ふう堂どう々どうとそこにあった。

　そう。抗こう議ぎも虚むなしく塔に放り込まれたフェルは、強きよう硬こう手段に出ることにした。

　つまり、彼に帰き領りようを直じき訴そすることにしたのだ──が。

（さて、問題はここからどうするか）

　困った。来たはいいが、降りる機会に恵めぐまれない。近くに政務官や近衛このえの姿はないが、天井裏からは死角もあるので油ゆ断だんできない。

（ちょっと様子見たほうがいい？　ウーベル陛下って、たしか単身で刺し客かくを数人一気に返り討ちにしたって話だったよね？）

「来たか、野の鼠ねずみ」

　不意に、ウーベルが呟いた。

（ネズミ!?　って、わわわたし!?　ち、『ちゅう』とか言えばいい!?　でも、ネズミに話しかけるとはさすが猛もう獣じゆう使つかいユアンさまの御お父ちち君ぎみ！　ってそうじゃなくて）

「降りてこい。そこにいるのは分かっている。ジルフォードの飼かう隠おん密みつか、景けい王おう朝ちようの狗いぬか、さて……。燻いぶしたほうがよければ、そうするが？」

　続けて、ドスッという鈍にぶい音とともに、フェルが手をついたすぐ脇わきに、裏側から何かが突き立った。短剣の刃だ。比ひ喩ゆでなく肝きもが冷えた。これは──バレている。確実に。

　観かん念ねんしたフェルは、カツラとメガネをむしり取る。引き戸を開き、身軽に飛び降りた。

「夜分恐れ入ります。天井裏からご機き嫌げんよう、陛下」

「ほう。……珍めずらしい毛色の鼠が来たものよ」

　天井裏から降ってきた召使姿のユナイア王女を見ても、ウーベルは片かた眉まゆをはね上げたきりだった。鷹たかのまなざし、獅し子しの風格。最初に相あいまみえた時と、すべてが寸すん分ぶんたがわない。

　フェルは改めて、腰掛けたままの彼と相あい対たいした。
















　──でも。以前、クロウやジルフォード、ユアンと一緒に謁えつ見けんした時は、その威圧感に身が竦すくんで、心臓が縮むかと思ったのに。

（今は、ぜんぜん……怖くない）

　命の保証という意味では、前よりよほど危険なのに。フェルはほのかに笑み、丈たけの長いお仕着せのスカートを摘つまんで優ゆう雅がに一礼する。そして目の前、先日よりもずっと近い距離にいるはずのその男を、怯ひるむことなくまっすぐ見み据すえた。

（何が変わったんだろう。この人の）

　──否いな。変わったのは自分だ。

（……今ここに旦那さまが、いないから）

　以前、のんきに怯おびえられたのは、結局、誰より頼れる相手がそばにいたからだ。今は独ひとり。だからこそ、皇帝の威圧感は変わらないはずなのに、フェルの心は静かだった。

「座るがいい」

　長椅子に掛けて地図らしきものを読んでいたウーベルは、無造作に対面の席を示す。フェルは礼を述のべて従したがった。

（さて。ここからだ）

　黙もくしたまま唇くちびるを湿しめらせるフェルに、先に口くち火びを切ったのは皇帝だ。

「余よは、お前を北の塔に放り込んだはずだが？　妖精に捧げられた、生いけ贄にえの姫君よ」

　贄の姫君。その言葉は、第六皇子のヨミにも言われた。

（気をつけて答えないと。特に、陛下は、ちゃんと正気を保っている）

　自らの意思で貴色を緋色に染め、妖精王に恭きよう順じゆんの意を示し、意い図と的てきに聖せい詩し篇へんを皇宮の聖堂から取り払った。

「黙って泣き寝入りする前に、陛下にどうしてもお会いしたかったのです」

「それは、クロヴィスを見捨て、殺したことへの抗議か？」

「……！」

　思ってもみなかった言葉に、気け圧おされる。彼が、あまりにも平然と言い放ったからだ。

「よ、妖精王の意のままに動いて……今の陛下は、いったい何をお望みなのです。問もん答どう無む用ようで他国を侵しん略りやくするなど。まるで、子供の癇かん癪しやくのようですわ」

「……月を望んで泣く子供の、か」

　フェルは息を吞んだ。クロウも中央教会で口にした言葉だ。

「お望みのものが遠いとしても、入手と戦がどうして繫つながるのですか」

「空から引きずり落とせばいいからだ」

「!!　……月を引きずり落とす、というのは新しい発想ですわね。けれど、どうやって？」

「この国が覇はを唱となえて、他の国を滅ぼす。すると、戦せん禍かを眺ながめる月の顔がわずかに曇くもる。新たに資源を得たこの国がより富とみ、なおも発展する。月の輝きがさらに翳かげる」

　くすみ、歪ゆがみ、欠けゆき。それは、かつての月ではない。憎にくしみや悲しみの象徴として、次第にこちらを向くようになる。

「天空にあろうが、そのまなざしを留とどめおけるのなら……月が墜おちたのだと言えよう」

（月って、何？　……誰のこと？）

　──思い浮かぶのは、豊かな黒髪を足首まで伸ばした、幼く美しい皇こう妃ひのこと。

「無む駄だ口ぐちはここまで」

　不快げに声を低め、ウーベルは肘掛けに頰杖をついた。

「何を望み、ここへ来た」

「クルヴァッハへの帰領を」

　このかたに下手な小細工は通じない。迷わずフェルは言い切った。

「認めぬ。人ひと質じちごときが」

　一いち言ごんのもと、皇帝は切り捨てた。

「陛下、お聞きください！　わたしは……！」

「戻って、どうする。あそこは間もなく、戦場になる。……もう、お前の知る黒龍領ではない。お前を愛する者も、心安らぐ時もない。ここにいれば、いみじくも人ひと質じちとして少しは長生きできようものを。だが、クルヴァッハに行けば、死ぬぞ」

　相対する群青の双そう眸ぼうは、クロウと同じ氷海の冷たさ。深い理性と、容赦のない考察の色。

（ただ座って向かい合っているだけなのに。ものすごく高くて分ぶ厚あつい壁がある、みたい）

　心臓が早はや鐘がねを打つ。

（これが『エルラント皇帝』……）

　なまなかでは、百ひやく戦せん錬れん磨まの獅し子しに喰くい殺される。

　──ならば。大きく息を吸い、慎しん重ちように、フェルは言葉を選んだ。

「……利も、理もあるでしょう。少なくとも、エルラントには」

　ふっと唇を緩め、ぎりぎり精いっぱいで、あでやかに微笑んで。

「見せしめに人質の首を刎はねるなら、最前線のクルヴァッハ……ユナイア兵の目の前の方で。遠く離れた皇宮に閉じ込めて故こ死しさせるよりは、よほど有ゆう意い義ぎでしてよ」

「……ほう？」

「どうせ、パーシヴァルさまも一緒なのです。わたくしに逃げ場がないのは同じこと……」

　この言葉に、ウーベルは多少興味を持ったようだ。

「ではむしろ、命を捨てに戻ると？　夫に殉じゆんずるつもりか」

「自死するつもりは毛もう頭とうございませんわ。自分の護るべきものを守りにいくだけです」

　クルヴァッハは、クロウの箱庭。そして、彼の弟パールの愛した地。

（そこでならば、殺されたって構わない）

「わたくしの望みは、あのひとの護ろうとしたものを守り抜くこと。引き継ぐことが、使命。それが仕事。……だから」

　──どうか、わたくしを、クルヴァッハへ。

　きっぱりと宣言するフェルを、ウーベルはしばらくじっと黙したまま見つめていた。

「……その瞳め」

「は？」

「忌いま々いましい太陽の眼めだな」

　そう言うと、皇帝は腕を組んで背もたれに体重を預け、わずかに目を眇すがめた。

「陽は好かぬ。無遠慮に輝くところがおぞましい。その光が誰かの目玉を焼いていることなど知りもせず」

　どうしてだろう。それはひどく、疲れた声だった。

「──あれも、お前と同じものを持っていた。絶望しかない生まれと育ちで、色には闇と氷を持つのに」

（あれ？）

　というのは、クロウのことだろうか。フェルは訝いぶかしみ、眉をひそめる。

　しかし、疑問を覚える間もなく、次のひと言に姿勢を正すことになる。

「いいだろう、帰領を許可する」

「え……！」

「ただし、状況に応じて無理にでも呼び戻すことになる事態も、ゆめ忘れるな」

　言われた台詞せりふがしばらく頭に沁しみ込まず、フェルはぽかんと顎あごを落としていたが。

（許して、もらえた──！）

　クルヴァッハに、帰れる。

　興奮のまま、フェルは思わずまくしたてた。

「言いましたわね!?　しかと！　この耳で！　聞きましたわよ!?　今さら『やっぱり、やーんぴ』などとおっしゃっても無駄ですからね！　いえ、陛下が『ぴ』とかおっしゃる瞬間をちょっと見たい気もしますけれどもそれはそれこれはこれで！」

「……用はそれだけか」

「ハイそれだけです今すぐ早さつ急きゆうに退たい出しゆついたしますお休みのところ失礼いたしましたわ！　キャッホー！」

　飛び上がって喜び、外にいる兵の存在も忘れて勢いのまま部屋を飛び出していくフェルに、皇帝はわずかに顔をしかめる。

「……息子に先を越されるとは」

　やがて、不思議な台詞を投げ、彼は視線を逸そらした。
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　それは夢か、うつつか。

『おれも、いろいろ思うところがあってさ。ヨミには、今度会ったら話すよ。今度、ね』

　記き憶おくの中の亜あ麻ま色いろの髪の兄は、いつも優しく微笑ほほえんで手を差し伸べてくれる。

　でも、その手を取ることはできない。

『きみの兄なんてもう、この世に跡あと形かたもないよ』

　取ろうとした瞬間、兄の笑顔は──同じ造形をした、別の何かに変わってしまうから。




「ない。ない、ない……」

　ばさばさと音を立てて、床に本が散ちらばっていく。細かい埃ほこりが咽の喉どに入り、時おり激しく噎むせるが、そんなことも気にならないほど、ただ一いつ心しんに書棚をひっくり返す。

（ない。ない。ない、ない、ないないないないどこにもどこにも!!）

　──死んでしまった人間を取り戻すための方法が。

「パール兄上……」

　黒髪を搔かきむしり、ヨミ＝アグラヴェイン＝エルラントは、掠かすれた声で呟つぶやいた。

　大好きだった四番目の兄。自分の知らないところで、生きていた証しよう拠こすらどこにも残さず消えてしまった、パーシヴァル＝エルラント。

　ただ、もう一度だけでいい。会いたかった。笑ってほしかった。

「今度って、いつですか。パール兄上……」

　散さん乱らんする本の山を見つめ、呆ぼう然ぜんとヨミは呟いた。黒髪は櫛くしも通さずぐしゃぐしゃで、指先は紙で切って傷だらけだ。それでも痛みは感じない。しかも、数日は食べても眠ってもいないはずなのに、空くう腹ふくも眠ねむ気けもいっかな訪れる気配はなかった。ただ、黒こく青せいの瞳ひとみだけが、飢うえた山やま猫ねこのように炯けい々けいと底光りする。

（どこかにあるはずなんだ。早く、早く見つけないと。兄上を取り戻す方法が）

　否いな、あるはずもない。この広い書庫の本は、すでに一冊残らず読んでいる。けれど当てになるような邪じや法ほうの記されたものはなかった。そんなこと、誰よりも自分が知っているはずだ。

（それでも、あれはまだ動いてる。つまり、生きてるってことだ。なら、どうにかしたら、パール兄上が、パール兄上を、ぼくが）

「ヨミ……」

（……？）

　不意に、誰かに背後から声をかけられたが、気づかないふりをした。兄のこと以外何にも煩わずらわされたくはなかった。

「ヨミ！」

　今度は、より強く。反射的に動きを止めた途と端たん、後ろから肩を摑つかまれた。瞬間、かっと頭に血が上る。いったい誰だ。自分は、急がなければならないのに。

「邪じや魔ましないでください!!　ぼくは、パール兄上を……！」

　振り返って怒ど鳴なりつけたところで、目に飛び込んできた人物が誰だか分かり、続きを吞のみ込む。栗くり色いろの髪に、やや釣つり目めがちな青せい灰かいの瞳。寄せられた眉まゆ根ね、引き結ばれた口。

「……ユアン兄上」

　パールと同じく、ヨミの世界に色とあたたかみを与えてくれた、大切な五番目の兄。

　意外な人物の登場に、呆あつ気けに取られて名前を呟いたが、すぐ我われに返る。

（この人も、呪じゆ毒どく『知らずの理ことわり』にやられている。パール兄上が死んでしまったことを知らないんだ。それで、あのニセモノをパール兄上だって思い込んでいる）

　一瞬緊張がほどけかけたが、ヨミはすぐにユアンを睨にらみつけた。

「何するんですか。ぼくは忙しいのです。ほっといてください」

「馬ば鹿かか！　お前もう何日書庫に籠こもってるんだよ!?　飲まず食わずで、眠ってもいないだろ。このままじゃ死んじまうだろうが！」

「死にませんよ目的がありますから。それより時間が惜おしいんです。早くしないと、早く」

　ぶつぶつ呟きながら異い母ぼ兄けいの手を払い落とし、突き放そうとすると、今度は両手首を取られる。非ひ力りきすぎて振り払えない。

　ああ。煩わしい。だってこの人は。

　あんなに仲が良かった同い年の兄が、理り不ふ尽じんに奪われたことも、何も知らないくせに！

「邪魔しないでください。ぼくは、調べないといけないんです!!」

「……ヨミ。もういい」

「よくありません。あなたに何が分かるんです。ユアン兄上はなんにも知らないから……！」




「パールは、もう死んでる」




　その言葉を聞いた瞬間、ヨミははっと動きを止めた。

（今、なんて）

「皇こう宮ぐうの奴ら、なんか全員変な暗あん示じにかかってるみたいだけど。……パールは、三年前に亡なくなった。無理やり生き返ることなんて……あいつも、望んでねえと思う」

「ユアン兄上。知っ、て……」

「いろいろあったんだ。おれも正気に戻ったの、ついさっきのとこだけどな」

（そんな。呪いが……解けた、ってことなのか？）

　呆然と、ブラックオパールの双そう眸ぼうに五番目の兄を映し、ヨミは喘あえぐ。けれど、その前のひと言だけは、聞き逃のがせなかった。

「パール兄上が生き返るのを望んでないなんて、どうして分かるんですか!!」

（ぼくは、パール兄上を奪い返さないといけない。あいつから！）

　そして、失われた時間を取り戻すのだ。あと一歩で、手に入るはずなんだ！

　身をよじったところで、ばすっと、固いものに顔を押しつけられて動きが止まる。

　ヨミをその胸に抱きしめたまま、ユアンはゆっくりと含めるように語りかける。

「……なあ、ヨミ。お前の知ってるパールって、お前が自分のために、こんなになってまで苦しむことを望むような奴だったか？　少なくとも、オレの知ってるあいつは違うよ」

「ユア、……」

　背中をぽんぽん叩き、ユアンはヨミを抱く腕に力を込めた。

「納なつ得とくできない、よな。オレもお前も。あいつの骸むくろにも会えなかった。……だからこそ、オレたちがちゃんと認めて送ってやろうぜ、あいつのこと。でないと──」

　今できるのは、せめて、彼の死を、そして確かにそこに在った事実を、目を背そむけず受うけ容いれること。生者のわがままで繫つなぎ留とめ続けることは、そのすべてを否定することになる。




「生きることができなくなってしまったあいつは、死ぬことすら、できないんじゃないか」




　穏やかな声に、ヨミは、ぱきぱきと音を立てて何かがひび割れていくのを感じる。兄ともう一度会うまで、決して揺らぐまいと決めていたもの。

　たぷん、と。空からっぽの心を潤うるおし、今さらの感情が満ちる。

（ずるい、こんなの）

「……取り戻したかったんです」

「うん」

「会いたかったんです。大好きだったから」

「うん。オレもだ」

　不意に、見慣れた書庫の風景が滲にじみ、ぼやけた。つうっと、頰ほおを何かが伝う感触がする。瞳の上に盛り上がり、まなじりからこぼれたそれは、やがて唇を濡ぬらした。

（……水、しょっぱい）

　どこかでずっと分かっていた。けれど認めることができなかった。そのどうしようもない事実を、今やっと、心がすとんと受け容れる。
















（世界には、パール兄上と、ユアン兄上しかいなかった。いらなかった）

　パーシヴァル。

　──あの人はもう、かえってこない。

　声もなくこぼしていた幾いく粒つぶもの涙なみだは、やがて慟どう哭こくを伴ともなって胸にせり上がる。

　気づけばユアンに縋すがりつき、わあわあ大声を上げて、ヨミは泣きじゃくっていた。




　ヨミが落ち着くのを辛しん抱ぼう強く待って、ユアンは、ぽつぽつとここ数日の自身の動向を教えてくれた。

「……え？　あなたはそんな人に会ってたんですか」

「うん。オレも、まさかあの人が皇都まで来ると思ってなかったから、すっげえびっくりしてさ。結構びびりながら会いに行ったら……まあ、そういうこと」

「はあ。中ちゆう央おう教きよう会かいから出ること、あるんですねえ。で、どうやって正気に戻ったんですか？」

「えーと、それは。うん。なんつーか、……ごめん。ほんのりトラウマなんで言えねー……」

　なぜか片手で額を覆ってしまったユアンに、ヨミはきょとんと首を傾げた。そういえば、兄はなんとなく雰ふん囲い気きがやつれているというか、くたびれている。

「え。トラウマ？　ユアン兄上ってば大げさですね。まさか、縛り上げられて水みず責ぜめやら言葉責めやらの拷ごう問もんされたわけでもないでしょうに」

「うっわあぁ!!　やめて死ぬ死ぬ勘かん弁べんしてくださいぃ!!　それと言葉責め意味違う！」

　苦笑した瞬間、ユアンは恐ろしい話を聞いたように耳を押さえて震え上がった。どうも、触れてはいけない何かをつついたらしい。慌あわててヨミは話題を変えることにした。

「ちなみに……妖よう精せい王おうは、ユアン兄上の呪のろいが解けたことを知ってるんですか？」

「いや、気づいてねえと思う。ってか悟さとらせたらヤバイ。次は消されるだろ」

　険けわしい顔の兄に、「ですね」とヨミは頷く。

（ぼくもだ。彼の言いなりに動く人形ではなくなってしまった）

　それからユアンは、ヨミが書庫に独りで籠っているあいだに皇宮で起こったことを話してくれた。いつの間にか、クロウが『いなくなった皇おう子じ』になっていることも。

「どいつもこいつもおかしくなりやがって。ジル兄貴も一緒になって変だし……。せめて、シレイネがどうなってんのか知りたいけど、今や会いに行くのも難しいんだよ」

「シレイネ姫……。ぼく、あの人キライです。無ぶ遠えん慮りよに、ずかずか人の気持ちに踏み込んでくるから」

　むっとヨミは拗すねたが、さほど本心ではなかった。目を丸くしたあと、ユアンが苦く笑しようして「うーん。どーしたもんかな」と頰を搔いているので、「……うそです。そんなでも、ないです」と小声で付け足した。

「あの人のおかげで、ぼくは……本当の意味で道を誤あやまらずにはすんだ」

　幻げん想そうは壊こわれてしまったけれど、信じ続けたままでいても、傷が深まっただけだ。

（それじゃあ、今何ができるかというと……）

　腕組みをして「ただ、このあとどーすっかだよなぁ」と唸うなっている異母兄の袖そでを、ヨミは軽く引っ張った。

「ええと。ちょっと武器になるかもしれない話はあります」

（そう。パール兄上を生き返らせるのには役に立たないからと見過ごしてきた情報で、いくつか妖精に関することがある……）

　この途と方ほうもなく膨ぼう大だいな量の書籍は、すべて自分の頭の中に入っている。禁きん書しよや秘録のたぐいもすべて。

（妖精に対抗するだけではなく、妖精と語り合い、干かん渉しようを拒こばむべく駆け引きを行う国はあった。父上に滅ぼされてしまったけど）

　もしそこに鍵かぎがあるのなら、──探るべき場所はある。




「おい、ヨミ？　どこに行くんだよ……。へっ？　リグレイン妃ひの離り宮きゆうを探る？」

「今は、がらんどうのはずです。妖精王のねぐらだったのも、名めい目もくだけらしいし」

　書庫を出たヨミは、少しでも休んでおけと勧すすめるユアンを振り切り、彼を連れてリグレインの離宮を目指していた。がさがさと茂しげみを搔き分けながら、人目につかない細い道を進む。あの離宮は、皇宮の敷地内でも最も辺へん鄙ぴな場所にあるのだ。

「それにしても、その二頭の獅し子し……モリガンとマハ、連れてくんですね。なんでまた」

「？　だってお前、探し物なら、たくさん手がいるだろ」

「ユアン兄上、それ、手じゃなくて前まえ肢あしでは。そこのハヤブサも手じゃなくて翼つばさですから」

　突っ込んだら、「獅子の手も借りたいって言うだろ」ととぼけた反論が来た。

「でも、なんだっていきなりだ？　フレアメル王国に突とつ破ぱ口こうがあるかもって話だけど……。それって父上に滅ぼされたリグレイン妃の故国だよな」

「代々のフレアメル王女は、妖精たちと語らい、聖詩篇をもって牽けん制せいする役目を担になう。いわば、あちらとこちらの境界を守る姫ひめ巫み女こなのです」

「……いちお、そのへんのところも聞いてはきたけどさ。妖精がどうのって、非現実的な話だよな」

「たいそう今さらなんで、この際常識はドブに捨ててください。で、リグレイン妃は、王国滅めつ亡ぼう当時の姫巫女だったそうです。妖精王と通じ合えたのもそれでかなと」

（教会は、……対妖精組織だから、向かってくる化け物を聖詩篇の力で退しりぞけることしか考えていなかった。イル族は妖精を慰い撫ぶしてかしずいていたけれど、そもそも抗あらがうという発想がなかった。その中間だったのが、フレアメルだ）

　かの国は、悪あく事じを防ぐために聖詩篇の鞭むちを示し、かつ、鎮しずめるための飴あめを持つ。ひ弱な小国ながら、最もうまく、あわいの住人達と付き合うすべを心得ていた。

「でもさ、そのリグレイン妃は今投とう獄ごく中ちゆうだぜ。離宮に行っても会えねえぞ？　第一、何か訊いたところで素す直なおに教えてくれるとも思えないけどさ」

「……そうじゃなくて。もしも計画が狂ったり、妖精王が思わぬ動きをした時のために、リグレイン妃は手を打っていると思いませんか？」

（呪毒は、夕ゆう輝き晶しようで、特定の毒物と呪いを繫ぎ合わせたもの。呪毒を飲めば当然身体は損そこなうし、心も病やむ。何より常人では、妖精と関わって無事でいられないはず。でも彼女は、今もしたたかに生きている……ぜんぶフレアメルの技術だ）

　父、ウーベルが真っ先にフレアメルを攻め落としたのも、その智ち慧えを妖精王が危ぶんでいたのだとすれば。

「うわあ、……ひっでえことになってる」

　やがて着いた離宮を見て、ユアンが発した第一声がそれだ。ヨミも顔をしかめる。

（幽ゆう霊れい屋や敷しき……）

　すべてリグレイン妃の趣しゆ味みに合わせて特別に設しつらえられた、純白の離宮。美しかったはずの建物群は、まるで、数年も放っておかれた廃はい邸ていのようだ。

　化ばけ鴉がらすと兵たちが戦った痕あとだろう。絹きぬのカーテンは破けて窓まど枠わくに絡からみつき、柱は無数に抉えぐられ、床石は剝はがれて粉々。ガラスの破は片へんが、足元でぱきりと音を立てた。

「これって、探し物以前の問題じゃ……むしろ入って大だい丈じよう夫ぶか？　化け物出ねえ？」

「せっかくだから、怪かい談だんとかしましょうか。皇宮蔵書数万冊から選よりすぐって怖いのを」

「おい、やめろよシャレになんねえし。オレ聞きたくないからな」

「『昔々あるところに、おじいさんとおばあさんが』……」

「やめろってば！　そのさわりで選りすぐりの怪かい談だんって、無駄に聞きたくなるだろ!?」

　まっとうなユアンの主しゆ張ちようを「冗談です」と受け流しつつ、ヨミは続ける。

「ぼくは妖精王の片かた棒ぼうをかついでいましたし。当然、リグレイン妃とも話しました。……いやだったけど。妖精が手に負えなくなったらどうするんだとも訊いてみました」

　──〝不ふ測そくの事態？　まあ、素す敵てき。それはそれで、楽しそうね。構わない〟

　リグレインは言った。自分は守るべきものも失い、もう後戻りをする気はない。残るは、しかるべき時を待つばかり。

（それに、なんて言ってた？　そうだ、『もし、あの子たちが希望を失わなければ、……』）

　──〝私、あえて賭かけをしようと思うの。このお城に魔法をかけるつもり〟

　脈みやく絡らくのないようなことを言い、リグレインは朱しゆ唇しんに白い指を押し当てた。ぐに、と。まるで花か弁べんのようにやわらかな真しん紅くが、薄うす赤あか色いろの爪つめに押されて沈しずんだ。

　妖精王が滅びれば、もちろんすべての呪いは解ける。でも。

『綻ほころびがあれば、同じこと。青いお薬でひびをいれて、全部噓だって証あかしてみせれば』

「青い薬？」

「はい」

　モリガンが何か見つけたようだ。

　回廊の奥の部屋に頭を突っ込んで、黒い鼻で、ふんふんと何か嗅かいでいる。なんだなんだ、と気になったらしい弟のマハが、一緒になって鼻を近づけている。

「おい、お前たち何やって……なんだこれ。人形の残ざん骸がい!?」

　二頭の行動に興味を持って、部屋を覗き込んだらしいユアンがぎょっとのけぞる。おびただしい磁じ器き人形の、ばらばらにされた頭や手足が、床いっぱいに散らばっていた。

「うげえ、気持ち悪っ……。どんだけ趣味悪わりぃんだよ」

　口くち許もとを押さえて今にも吐はきそうにする兄に代わり、率そつ先せんしてヨミは部屋に踏み込んだ。

　割れ散らばった人形たちの身体を踏み、奥に進む。白い棚たなを開けると、ずらりと小さな瓶びんが並んでいた。

「香水……？」

　後ろからおっかなびっくりついてきたユアンの呟きを背に、瓶のひとつを手に取って傾ける。白ばかりの離宮の中で、この瓶は青。──なぜ？

（あの晩……ぼくだって『知らずの理』入りの井戸に飛び込んで泳いだし、その時に水も多少は飲んでる。でも、操られてはいない。なんでだろう？）

　呪いを解く鍵が、あるとすれば。

　ガラスのチェストの上に、ぽたぽたと滴したたる青い滴しずくを眺ながめ、ヨミは唇を開く。

「ユアン兄上。ぼく……『知らずの理』の呪いを解く方法、分かっちゃったかも、しれません」
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　このところ、ぼうっとする時間が増えた。──長なが椅い子すに腰掛け、己おのれの磨みがかれた靴くつの爪つま先さきを所しよ在ざいなく見ていた彼は、ふと我に返る。

（……またか）

　そろそろかと思っていたら、予想どおりの時間だ。

　普段は音も立てずに歩くくせに、いつになくかつかつと荒く軍ぐん靴かを鳴らしているな、と。離り宮きゆうの自室で書類を読みながら、白はく龍りゆう公こうジルフォードは冷静に考える。

　続けて、ドンドンと激しく居きよ室しつの扉を叩かれ、さすがに眉まゆをひそめた。

「殿下！　ジルフォード殿下、ここをお開けください!!」

「下がれ」

　きっぱりと切り捨てる彼は、いかにも無む機き質しつな印象を与える灰かい青せいの髪と、静せい謐ひつな空色の瞳ひとみを持つ。よくできた氷の彫ちよう像ぞうのような顔には、なんの感情も浮かばない。

　顔こそ扉越しで見えないが、訪問者が誰かは知っている。ミゼルカ＝ティアシェ。ジルフォードの近衛このえを十年来務つとめる、側そつ近きん中の側近だ。そして、ここ数日、彼が頑かたくなに避さけ続けている相手でもあった。

「今日こそお開けいただかなければ困ります！　……わたしとの対面会をなぜ何度も拒こばまれるのです!?　あなたは今、絶対頭がおかしいです!!」

「くどいぞミゼ。私からお前に用はない。第一……主しゆ君くんに対し『頭がおかしい』とはいい度ど胸きようだな。いくらお前でもいささか口が過ぎる」

「くどくて結構！　何度でも申し上げる。あなたの！　頭は！　おかしいです!!　いいから早くお開けください、シレイネさまのところにお連れしますから。とりあえずそれで多少はまともになるはずです。少なくとも〝……〟のことは思い出せるはず」

「……また、それか。続きも知っている。耳にたこができそうだ」

　ジルフォードは額を指で押さえた。いつになく感情的に、彼女は、何度も何度もとある名前を言う。だが、その名が出るたび、羽虫が何万匹も耳もとで飛び回るような奇き怪かいな耳鳴りがして、どうしても名前だけが聞き取れない。

「まず、〝……〟をご存じないとおっしゃる。あなたが弟君の名を忘れるわけがない！」

「そもそも私には、四人しか弟はいない。変わったのはお前のほうだ。口を開いて言うことといえば、私が笑わなくなり冗談も言わなくなった、とか……。ミゼ、それは一体、どこの『私』のことだ？」

　昔から、周囲には『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』と揶や揄ゆされるほど感情に乏とぼしい自覚はある。特段、周りの評価が変わっている気け配はいもない。

「それは、私ではなく、あなたも含めて皇宮中がみなおかしくなっているんです！」

「お前の主張は支し離り滅めつ裂れつだ。報告ならば、系統立てて整理してから行え。不用な情報を耳に入れるな」

「っ……！」

　ようやく、彼女はそこで黙った。

　内心、胸を撫で下ろす。正直、彼女の意味が分からない言葉を聞くたび、原因不明の焦あせりが心臓に引っ搔き傷きずをつけるのだ。ひとつひとつは大した深さではなくても、重なればきっと致ち命めい傷しようになる、そんな危うさで。

（……？）

　そこでふと、異音が聞こえた気がして、ジルフォードは視線を上向ける。藍あいや蒼あおを基調に、桝ます目めに区切って草花や天空の細さい緻ちな画が描かれた天てん井じよう。見慣れたそれの一角が、ぱっくりと切り取られて暗い穴が開いている──？

（まさか）

　察さつした瞬間、目の前に、白龍師団兵の軍服を身に着けた女性が身軽に飛び降りてきた。長く伸ばし、ひとつに束ねた濃のう灰かい色しよくの髪が尾のように流れる一連の動作は、まるで猫のようにしなやかで、ジルフォードは一瞬言葉も忘れて見入ってしまった。

「修しゆう繕ぜん費ひは給きゆう与よから天引きで構いません」

　氷のように冷たい紫し暗あんのまなざしで目の前に仁に王おう立だちし、彼女はジルフォードを睨みつけていた。

「……きっと自覚はないでしょうが、おそらくあなたは奇き妙みような毒に操られているはずなんです。ここにいても毒が強まり危険なだけ。無理やりにでも、おいでいただく」

「あくまで粘ねばるか。……だが」

　平然と返しながらも、胸の内の警けい鐘しようが大きくなるのを感じる。これ以上は、だめだ。

　直ちよつ感かんの命ずるままに、彼女の手首を摑む。そして、渾こん身しんの力で引き寄せた。

「従わぬのなら、仕方がない。……私の直属護衛から。いや、白龍師団を罷ひ免めんするまでだ」

　腕を引かれるままにつんのめりながら、その言葉に、ミゼは目を瞠みはった。

「あ、あの……おっしゃる意味が、よく」

「ミゼルカ＝ティアシェ。お前は今日限りで解かい雇こだ。金こん輪りん際ざい、私の前に姿を見せるな」

「……!?」

　信じられないものを見るような、呆あつ気けに取られた顔をこちらに向ける彼女を、無理やり戸口まで引きずっていく。そして、彼女を外に突き放すとその鼻先で扉を閉める。

　扉の向こうで、時間が止まったのかと錯さつ覚かくするほどの長いあいだ、彼女は黙り込んでいた。

「……御ぎよ、意い」

　やがて、掠かすれた声で服ふく従じゆうを告げられる。

　──それが、幕切れだ。十年来、ずっと共に在あり続けた幼おさな馴な染じみの護衛との、実にあっけない別れだった。
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　一方、同じ頃。北の塔の居室で、フェルはパールと相あい対たいしていた。

「父上、よく許可してくれたねえ」

　春分節オースターラの最中に帰き領りようの命令を受けたパールは、それなりに驚おどろいたようだった。

「きみが直じかにかけ合ったんだって聞いたけど……どうやって？」

「……さあ？」

　そのひと言にひやりとしたフェルだが、素そ知しらぬ顔を決め込む。

「せいぜい気に病やめばいいのではなくて？　意外と肝きもが小さくてらっしゃるのね、化け物の王様のくせに」

「夫を化け物呼ばわりはよくないと思うよ？」

「あなたには化け物で十分よ。ド鬼き畜ちくの称しよう号ごうは差し上げませんわ。第一、わたくしが何か企たくらんだところで、くじくことなどあなたには小こ蠅ばえを叩きつぶすよりたやすいでしょうに」

　訝いぶかしげなパールに、フェルは、にやりと片頰を吊つり上げて笑ってやった。

　ちなみにこの〝片頰を吊り上げる〟は、旦那さまにやられてイラついた仕し草ぐさ・堂々二位である。本当はリグレインの嫁よめいびりの際にお披ひ露ろ目めするつもりだったが、こんな機会に恵まれるとは思っていなかった。

「どうせしがない虜りよ囚しゆうの身ですもの。息の詰まる皇宮より、多少なりとも住み慣れたところに移りたいだけですわ」

「ふーん……？」

　ちくちくと皮ひ肉にくを繰り出しながら、できるだけ距離を取り、気晴らしの刺し繡しゆうにかまけるふりをするフェルを、しばらくパールは見つめていたが。

　やがて、ふっと微笑んで肩を竦すくめた。

「ま、ちょうどおれも、空腹になってきたとこだし？」

「……空腹？」

　フェルは一瞬首を傾げたものの、なんとか最後の関門を突とつ破ぱしたことに安心していた。

　──この言葉の意味を思い知ることになるのは、黒龍城に帰ったのちのことである。
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「あ！　見えてきましたよ、奥方さま！」

「そうね」

　パールやケイはもちろん、側そば仕づかえのラナたちと共に、馬車に揺られること数日。

（戻ってきた）

　高くそびえる石の城壁、いくつも持つ尖せん塔とうを基調とした主棟。

　箱馬車から降り立ったフェルは、久々の黒龍城を眺め上げ、思わずほっと息をついた。

（ああ、本当に久しぶり！　ようやく戻ってこれた）

　雨どいのガーゴイル、踏みしめる砂じや利り石いしのひとつひとつにまで、懐なつかしさが込み上げる。

「ずいぶんと空あけていたような気がしますわね、旦那さ……」

　思わず後ろを振り返った瞬間、気づく。

　──そこに立っているのは、当然のこと、少し意い地じ悪わるな笑みを浮かべる黒髪の青年ではない。

「なに？」

　微笑んで首を傾げるパールと、気配を消して後ろに控ひかえるケイがいるばかり。

「いいえ……なんでも、ございません」

　あの人は、──いない。いるはずがない。

　慣れ親しんだ風景だけに、寂せき寥りよう感かんが押し寄せる。

　そして、周囲の様子は、よく見ればそう『以前どおり』でもない。無数の紅い目を持つ六ろく枚まい翅ばねの蜻蛉かげろうや、首のない兎うさぎやねずみたちが、足元を跳はね回る。ここにも、やはり異界のものたちは出しゆつ没ぼつするらしい。

（……気、引きしめなきゃ）

　フェルは俯うつむいて唇を嚙んだ。




　しかし、そんな覚悟を嘲あざ笑わらうように──黒龍城は、やはりというか、がらりと様さま変がわりしていた。

「おかえりなさいませ、パーシヴァル殿下。奥方さま」

「うん。ただいま」

　玄関口でずらりと並び、迎える使用人たちから、フェルは目を逸そらす。

（そのひとは、『おかえり』じゃない。……一いつ見けん、何も変わらないようなのに）

　毒草毒樹だらけの聖堂などはそのままになっている。しかし、クロウのいた痕こん跡せきはきれいサッパリ消し去られているのだ。

　ひとつひとつの調度に刻きざまれているのは、剣を吞み込む黒い龍ではない。剣に寄り添う、蒼あおい龍──藍らん龍りゆう公こうの紋章だ。

「飾られているの……全部、藍あいの旗と、あなたの印ですのね」

「そうだね。ほかに何があると思った？」

　我知らず呟くフェルに、愉快そうにパールは返したものだ。

　たとえばあの鐘は、彼と冬至ユールに賭かけをした時、毎日見上げたもの。あのバルコニーは、少し早い立春インボルクの祝祭で、彼や故こ郷きようの王様に投と網あみを打って大だい騒そう動どうを起こしたところ。少し視線を巡めぐらせれば、彼のいた日々がちゃんと残っているのに。

（……みんなが『城主』に向けるまなざしが、『パーシヴァルさま』のものになってる）

　あんなにも、この城を、領を守ってきたのに。すれ違う人々は、一人として『クロウ』を知らないのだ。それが、たまらなく悔くやしい。

「毒草だらけのお城なのは、どうしてだったかしら？」

　途中、フェルはなんとなく、前庭で手入れをしていた園えん丁ていの青年に声をかける。よく見知った相手だが、なんだか、まったく初めて会う人と話すような気分になった。

「あはは、今さら何をおっしゃるんですか。全部、パーシヴァル殿下のご指示ですよ。でも、聖堂の奥のほうにある庭木だけは絶対触っちゃいけないってお手ずから植え替えられたそうで……」

「……そう。前の城主の趣味ではないのね」

　潔いさぎよく、フェルは淡あわく笑んで引き下がった。次に、黒い軍服を着た兵を一人、捉つかまえる。

「ねえ。主君は藍龍公なのに、どうして皆さんの軍服は黒だったかしら？」

「面おも白しろいご冗談ですね、奥方さま。パーシヴァル殿下が、かつて黒龍公を名乗られていた頃の皇帝陛下の兵を、面めん倒どうだからとそのまま引き継がれたからじゃないですか」

「そうね。そうだったわね」

　これにも頷いて退き、顎に手を当ててフェルは考える。

（紋章だけは間に合わせたみたいだけど、ほかの小道具込みで、みんなの記憶を総書き替えするのは難しかった、ってこと。ちょっとだけ細工して、旦那さまの位置をパーシヴァルさまに置き換えただけだ……？）

　しかしそれならば、誰か一人くらい、クロウを覚えていないだろうか。

　彼の生きた証を、持っていないだろうか。

　久々の城を見て回りながら、何度か、フェルはそっと通りすがりの兵や召使たちに尋ねて回ったが、やはり結果は同じだった。

（結構なやっつけ仕事のはずなのに。隙がない）

　だいたい、毒草まで自分の趣味だと言い切るなんて。

「あつかましいというか。……よくおっしゃいますこと、パーシヴァルさま。この花瓶に活いけられたもの、何か分かって？」

「やだなぁ、せっかくだから旦那さま、って呼んでよ。え？　それ、ラナンキュラスだろ？　裏の聖堂で育ててる早咲きのやつ。汁じゆう液えきは皮ひ膚ふを爛ただれさせる猛毒だし、食べると当然死ぬしであんまりほいほい触らないほうがいいよ」

　兄上から、そういう知識は一通り得てるしね、と。

「諦あきらめなよ。無駄だって。だいたい、消えた人の残ざん滓し集めてどうするの。本人が戻るわけじゃないのに」

「くっ……」

　落ち込むフェルの肩を叩き、パールは微笑んだ。悔くやしさに歯を食いしばったところで、ふと思い至る。

（待って。旦那さまがいた痕こん跡せきはなくても、パーシヴァルさまがいなくなったほうなら？）

「？　どこ行くの？」

「……別に！」

　疑問の声が追いかけてくるが、気に留めない。

（そうだよ。壁の染み……!!）

　昔、パールが横おう死しした時、紅こう龍りゆう師し団だんが塗り込めていったという彼の部屋。タペストリの裏に隠された扉の跡だ。彼が亡くなった、何よりの証拠じゃないか。そう思ったが──

（……染みが、ない!?）

「ああ、奥方さま。そのへん一帯は、模様替えをしたのですよ」

　呆然と見上げるフェルに、通りすがりのケイが説明をくれた。ならばと壁を叩いて空洞を確かめようとしたが、「そうそう、壁の向こうの、要らない部屋もついでに塗り込めましたけど何か？」と冷ややかに切り捨てられる。

（そうだ。じゃあ、キリヤさまなら……！）

　北の塔に幽閉されている彼なら、きっとクロウを覚えていてくれるはず。

　一瞬希望を持ったものの、去り際にケイが「それも無駄だと思いますが」とさらに追撃をくれた。いわく、北の塔は、窓の鉄柵がへしゃげており、もぬけの殻からだという。

（檻が破られるって……ええ!?　どうやって!?　キリヤさまって、あんな童どう顔がん虚きよ弱じやく体たい質しつなのに実はものすごい剛ごう力りき無む双そうだったとか!?）

　脱ぬぐとすごいんです、な想像をして、フェルは激しく後悔した。浮かんだのはガウェインの身体にキリヤの頭部をくっつけた絵え面づらだが、意外と衝撃的だった。

「あれ、ホント？　そうなんだ。キリヤはおれも会っておきたかったんだけどなあ」

　回廊で頭を抱えていると、いきなり後ろからひょこっとパールが顔を出し、フェルはぎくりとする。

（神しん出しゆつ鬼き没ぼつ!?　やめてそういうところだけ兄弟で似ないで！　心臓にわるい！）

　ばっと飛び退すさりながら、「残念……」と唇を尖らせるパールをフェルは睨む。

「き、キリヤさまに会っておきたかったって……どうして？」

「おなか空すいてるし、あいつなら割と紛まぎれるかと思ったんだけど。うーん身の危険を察さつ知ちされたか……さすが鼻が利きくってか、本性が本性なだけあるなあ」

「はい？　本性？」

　思わずきょとんとするフェルに、パールは肩に垂れた亜麻色の三みつ編あみをいじりながら、「え？　思い出してないの？」と意外そうな顔をした。

「あ、そっか。きみ、何か護りを持っているよね。それが、記憶が完全に戻るのを邪魔しているみたい」

「？　き、記憶が戻るって……なんの話ですの？」

「本当は、きみはおれたちの世界で暮らしていたんだよ。契約をたがえられ、奪われてしまうまで……うんと幼い頃だったから、覚えてなくても仕方はないんだけど、ね」

　──きみはおれを知っているし、おれもきみを知っているはずだから。

　不意に、脳のう裏りに浮かぶ光景がある。夜よ毎ごと、見ては忘れを繰り返すうちに、徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていったそれは、ただの夢だと思っていたけれど。

　七色の石が埋まる、光る苔こけの洞どう窟くつ。見開かれた暁あかつき色いろの虹こう彩さい。骨を嚙かみ砕くだき髄ずいを啜すする音。

（う、あ……まさか。あれ、……ひとの、こども、を……？）

　フェルは思わず、口を手で押さえた。胸が悪くなり、吐き気が襲おそってくる。

「あはっ。少し、思い出せた？」

　うずくまって、一いつ心しん不ふ乱らんにこぼれた肉をにちゃにちゃと喰くらっていたのは。

　偽いつわりの城主の粗あらを探すだけだったのに。思い知ってしまう。今目の前にいる、涼しい顔で人の皮をかぶって城に君くん臨りんする『これ』の、中に入っているものは──

「ま、いいけどね。おれも、ワルプルギスまでこっちにいなきゃいけないから。このお城を愉しむ時間、たっぷりあるし」

　立ち尽くすフェルから離れ、パールは楽しげに背を向けた。

（旦那さま……！）

　歯を食いしばって眼を閉じ、フェルは胸元でぎゅっと拳こぶしを握りしめた。




　──やがて日が暮れ、黒龍城に夜が訪れる。

　偽者の城主が来てから迎える、はじめての闇だ。昼間に味わった気味の悪さが消えず、フェルはのろのろ寝台の上に身を起こした。

（うう。眠れない）

　改めて、得え体たいの知れない相手と闘たたかっているのだと実感した。ひとの見た目を持つ、あれは。

（でも、一応対抗手段はある。聖詩篇は本来、対妖精の武器なんだって……）

　詠えい唱しようがどこまで通用するかは分からない。それから、もうひとつ。

（中央教会で先生が言ってた。あわいを好む邪悪なものは、確かなものに弱い）

　太陽を嫌う妖精たち。そして──太陽神の名のもとに交わされた誓いは、何よりも明白な光の守護を得る。その最も強い形を、フェルは知っていた。

（……『神誓ゲツシユ』）

　聖詩篇、とりわけ神誓。このふたつで、どこまで戦えるのか。でも、この城を護れるのは、今は自分しかいないのだ──。

　夕食もそこそこに、非常識なほど早く床とこに入ったはいいものの、まったくもって眠れない。さらに追い打ちをかけるように、かぁん、と鐘が鳴って、びくりと身を竦めた。

（なんだ……最後の時告げの鐘だ。あれ？　でも、ちょっと早くない？）

　一瞬首を傾げたフェルだが、たかが鐘のひとつでばくばくと荒れる心臓に、自分の肝の小ささを知ってため息をつく。

（しっかりしろ。無理やりにでも休めるうちに休んどかなきゃいけないでしょ。こんなんで、責任を果たせるかっての）

　しかし、もともと限りなく薄かった眠気はすっかり醒さめてしまった。仕方なく夜よ着ぎの前を搔き合わせ、緋ひ色いろの肩掛けを纏まとう。

（……聖堂に行こうかな）

　以前、クロウとよく話した場所だ。彼が根こんを詰つめる時には聖堂籠りをしていたのを思い出したのだ。

（早咲きの鈴すず蘭らん、今はもっとたくさん咲いてるかな。若葉三枚で人が死んでしまう最強の毒草、黄色いシュア・ノーツァは冬の花だからもうないか。棘とげで指を傷つけると危険なイラクサ、神経毒のエゼリン、東方由来のハシリドコロ、果肉は無害なアプリコット……）

　教えてもらった知識を反はん芻すうする。

　──〝消えた人の残滓を集めてどうするの？　本人が戻ってくるわけじゃないのに〟

（っ、……）

　ずきん。締めつけられるように、胸が痛い。

　そのとおりだ。思い出を辿ったところで、彼が戻るわけじゃない。でも、彼が生きた証あかしのひとつくらいは、見つけられるかもしれない。

（認められるもんか。旦那さまが、跡形もなく消えてしまうことなんて）

　そっと絹の靴くつを履はいて部屋を抜け出そうとしたところで、ぼんやりと足元で輝く蒼い焰ほのおに気づく。

　妖精は、屍しかばねに蒼い灯ひを点ともし、夜に酒盛りをする。

（そうか。クルヴァッハはあわいの地だって、旦那さま言ってたっけ。たしかに、皇宮と同じどころか、妖精たちがさらに生き生きしてるような……）

　ふわり、足元を通り抜けるともしびが、何事かぶつぶつと囁ささやいては跳ねていく。

　──〝ねえねえ。王様がごきげんだったね〟

　──〝ねえねえ。ごちそう、おいしそうだったね〟

（ごちそう？　なんのこと──？　まさか）

　ぞっと、した。

　嫌な予感に突き動かされるように、フェルは回廊を全力で走る。思えば、立ち番の兵が、一人も見当たらない。なぜ？

（妖精王。『この城を愉しむ』って、どういうこと。ちゃんと毎日食事をしていたのに、『空腹だ』ってしきりに嘆なげいていたのはどうして？）

　疑問の答えに思い当たる節ふしが多すぎる。あれは人を喰らう化け物だと、昼間に思い知ったはずじゃないか。

「パーシヴァルさま！　お休み中だろうと失礼いたします！」

　一いち目もく散さんにパールの部屋を目指したフェルは、蹴り開けるように勢いよく扉を押す。

　鍵は、開いている。

「や、こんばんは。……どうしたの、奥さん」

　果たしてパールは、起きていた。

　蠟ろう燭そくの灯がひとつだけ点り、亜麻色の髪をぼんやりと照らし出す。ゆらゆら揺れるそれは、甘く柔らかな印象を与えるはずの彼の顔に、不気味な陰影を落としていた。

「けど……夫の食卓覗くなんて、ちょっと、悪趣味だね」

　いつもと寸分たがわぬ微笑みを浮かべる彼の膝ひざには、何か大きなものが載っている。その正体に気づいた瞬間、フェルは悲鳴を上げかけた。

「ラナ!?」

　薄目を開けて、ぼんやりと琥こ珀はくの双そう眸ぼうで宙を見る彼女の襟えりもとは、わずかにくつろげられている。そして、侍女を抱えたパールの背後で、何か黒いものがぞろりと蠢うごめいた。

　ラナの白い首筋に絡みつこうとさざめき、じっと深しん淵えんからこちらを見るのは、──いくつもの眼球。そして、同じ闇の中に幾筋も開いた、牙の並ぶ真っ赤な口。

「返して!!」

　恐れる暇もなかった。

　迷わず駆け寄り、フェルは彼の膝の上からラナを奪い返す。

「……まだ、食べてないのに」

　気を失ったラナを抱え、残念そうに不満を口にする『パール』を、フェルは振り返って睨みつける。

「あなたまさか、ほかの使用人や兵を……」

「ん？　まだだよ。だから、……返してくれる？」

　困ったような笑み、のほほんとした口調が、逆に恐ろしい。彼の足元や背後でぞろぞろと這い回っていた黒いものは、するりと彼の影の中に消えていった。

「っ……」

（もし、間に合ってなかったら……）

　一いつ拍ぱく遅れて、恐怖が襲ってきた。ばくばくと胸きよう骨こつを内側から乱らん打だする心臓を宥なだめる。荒れ狂う動どう悸きを押さえつけ、怯おびえをねじ伏せて。フェルは、座したままのパールを見据える。

「な……『汝なんじが身を眼まなこより冒おかす。それすなわち冥めい府ふの真つつ闇やみ。汝が身に頭こうべより至る。それすなわち背はい徳とくの種子』……！」

　聖詩篇の根こん幹かん、『三大詩トリスケリオン』の『減少』冒頭部。腹に力を込め、精いっぱい詠うたい上げる。周囲に散っていた羽虫のような妖精たちが、きゃあっと悲鳴を口に四し散さんした。

　だが。

「効かない、かな？」

　最初こそ少し顔をしかめたものの、パールは微笑んでこちらに一歩踏み出した。その足元で、影がざわりと蠢く。

「たしかに、きみ自身を教会の祝福が守ってるのは鬱うつ陶とうしい。でも、十二賢人ドーゼ・ドルイドの第一聖席くらいならまだしも……きみの祈りじゃ、羽毛で撫でられてる程度のものだよ？」

　駄だ目めか、と。焦りが押し寄せるが、ここでは引けない。

（わたしは黒龍公夫人だ。何があろうと、みんなを守ると決めた。だから今は）

　竦すくみかける足を無視して、強しいて毅き然ぜんと胸を張る。

（旦那さま、どうか力を貸してください！）

「たとえ──」

「？」

　きょとんと首を傾げるパールに、フェルは歌うように言葉を紡つむぐ。怖くて、舌がもつれそうになるけれど。

「天が、我が上に崩くずれ墜おちんとも。たとえ海うな原ばらが、我が身を吞み込まんとも」

　命を懸かけて神に立てる、聖詩篇の中でも至し高こうの誓い。その枕まくら詞ことばを始まりに。




「使用人にも、兵にも。いいえ、クルヴァッハ領内の誰にも──手を出すことは許さない。彼らを一人でも欠き、一筋でも傷をつければ、わたしは命を絶たつでしょう」




　ひとつの賭けだ。

（妖精王は、わたしを殺すのを避さけている。たしか、記憶の中でも言っていた。『きみは殺さない、花嫁だから』って。わたしの命を盾たてにしたら、手出しできなくなるはず）

　いずれ殺して食べるのだとしても、たとえばワルプルギスまでは生かしておく必要があるのだとすれば。

　──あたれ、予想。お願いだ。

　ひたすらに祈った。永遠にも等しい沈黙ののち、パールはぽつりと呟きを漏らす。

「……考えたね。でも、仕方ないか」

（よ、よかった……！）

　ため息交じりに頰を搔き、長椅子の肘ひじ掛かけに身を預けるその様子に、フェルは胸を撫で下ろす。安心と同時に、思わず脚から力が抜けそうになった。

（なんにせよ、これで一安心……？）

「……深夜にお邪魔しましたわ。今後は、お夜食にはもう少し無害なものを召し上がっては？　トリカブトの素す揚あげなんて、お勧めですわよ」

　ではこれで、と。ラナを抱きかかえるように彼に背を向け、部屋を辞そうとしたが。

「待って」

　静かに、低く。呼び止められ、ぎくりとする。




「使用人に手が出せないのは分かった。……じゃ、きみが代わりになってみる？」




（え……!?）

　その途端、背後から押し寄せる『何か』の気配に、フェルはとっさに扉の向こう側にラナを突き飛ばす。足に何かが絡み、引き倒されるのは同時だった。

「いっ!?」

　氷のように冷たく、それでいてねばついた感触が、幾いく重えにも巻きついてくる。視線を向けると、漆しつ黒こくの何かが足首に絡んでいる。──パールの影から、溢あふれて蠢いているのだ。

　床に爪を立てて耐たえようとしたが、一気にずるずると部屋の中に引きずり戻される。

（ぐ、っう）

　懐ふところに忍ばせていた、クロウに貰った短剣を引き抜き、脚に絡むそれに突き立てる。しかし、刃を打ち払われ、唯ゆい一いつの武器はからからと部屋の隅すみに転がっていった。

　同時に、両手首をひとまとめに黒い影が縛しばり上げる。両足にも漆黒が絡みつき、仰あお向むけに転がされた。すっと、顔の上に影が落ちる。

「パーシヴァルさま……？　ひっ」

　頰を、手の甲でなぞられた──そう思った瞬間、鎖さ骨こつにぬるりとした感触がある。それが彼の舌だと知った瞬間、嫌けん悪おに肌が粟あわ立だった。

「は、放して……！　何をするんですか!?　ワルプルギス前に!!」

「はなから離り縁えんする気がないなら、ワルプルギス前に妻に手をつけることなんて珍しくもないよ。人間なら、……だけど」

　もがいて抵抗するフェルに、かく、と。壊れた人形じみた仕草で首を傾げ。見開いた瞳どう孔こうと裏腹に、無邪気に口許に笑みを刷はき、『パール』は告げた。

「そもそも……おれは、人じゃないから。そういうのも、関係ない。かな？」

（い、やっ……）
















　むちゃくちゃに身体をよじったが、無駄だった。四し肢しを封じられた状態で、圧のし掛かる体重に、逃げられないと直感する。両脚を膝で割られ、悪お寒かんが背筋を駆けた。

　ここに戻り、戦う覚悟は決めた。何があっても後悔などしない。でも。

（嫌だ、……嫌だ！　旦那さま!!）




　──〝俺の大切な妻は、生涯、お前だけ〟




　頭の中で激しく鳴っていた警けい鐘しようは、やがて空くう虚きよな諦めとともにやんで。ただ、クロウの声を呼びさます。どんな危機でも、魔法みたいに助けてくれた、あの人の。

（旦那さま……）

「……『たとえ、天が我が上に崩れ墜ちんとも。たとえ海原が我が身を吞み込まんとも』」

　するりと夜着の胸むね紐ひもを解かれる。剝き出しの肌に、夜気が沁しみた。

（わたしが、誰より想うのは──）

　悲鳴は出ない。助けも呼べない。ただ、唱えるのは、あの時彼に応こたえられなかった神誓ゲツシユ。顔を背そむけ、震える唇でフェルは絞り出した。




「『わたしの夫は、生涯あなただけ。クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントさま』……！」




　刹せつ那な。

「……っ!?」

　ばちっと何かが爆はぜるような音が響き、右手の薬指で、鈴蘭の結婚指輪がほのかに輝く。光は見る間に強さを増し、網もう膜まくを蒼い光が焼いた。

　小さく呻き、火傷やけどでもしたように手を引いたのは『パール』のほうだ。

（え、な、なに？）

　気づけば、手足は解放されている。何度かまばたきを繰り返し、フェルはゆっくりと身を起こすと、あたりを見回してみた。

　周囲に、まるで小鳥が舞うように、何か青白い光が散っている。指輪からはばたき出たそれらはフェルの周囲を飛び回ると、守護するように円を描いた。

（浄じよう石せきみたい……？　ううん、違う。なに、これ）

　知らないものなのに、不思議とあたたかい。

「神ゲツ誓シユ、か」

　へたり込んだまま、ぼんやりと光を見上げるフェルを見下ろし、妖精王が舌打ちした。

（神誓？　でも、わたしが守るって宣言したのは、自分じゃなくて領民だし……）

「そっか、きみが応えたから？　……殺したはずなのに、ね」

　しかし、続いたその言葉に、フェルは目を瞠る。

（殺したはず？　……まさか）

　──〝俺の大切な妻は、生涯お前だけ〟

　結婚の神誓の本当の意味は。この命ある限り、持てる力すべてで万ばん難なんを退しりぞけ、あなたを守る。それがある限り、あわいに棲すむ邪悪なものは、誓いをまたいで相手に手を出すことはできない。そういう意味だと、ガウェインに教わった。

（それじゃ）

「これ、旦那さまの『結婚の神誓』なの……？」

　光の群れを目で追い、フェルは呟く。

　かつて、クロウは二度、フェルに同じ神誓を立てた。彼の二重の誓いに、自分が応えたから。ただの『結婚の言葉』でしかなかったそれが、本来の力を得た？

　そして、この神誓の条件は「誓った相手が死ぬか、解除されるまで」だ。では──




（旦那さまは、……生きてる……？）




　離れてなお、──その誓いが、自分を守ってくれている。

「どうして生きてるのかなあ……。おかしいね？　首を刎はねたのになあ？　まるで、誰かさんが、邪魔したみたいだねぇ……？　っ、……」

　一方でパールは、忌いま々いましそうに蒼い光を眺めやり、ぼそぼそと何事か呟いていたが、ふと口をつぐんで黙り込む。そして、唐突に低く呻うめき、頭を抱えてうずくまった。

（……妖精王？）

　それからぴくりとも動かなくなる彼から視線を離さず、震える四し肢しで、へたり込んだままフェルはずるずると後退したが。

　不意にパールは立ち上がり、フェルの腕を摑んだ。

（ぎゃあ!?）

　なんで触さわれる!?　と色を失ったフェルだが、妖精王はそこで意外な行動に出た。部屋の外へと引きずるように、フェルを押し出したのだ。続けて、掠れた声が降ってくる。

「逃げて。はやく」

「？」

「兄上は、大丈夫……」

　あなたは、自分の役目を果たすことを、考えるんだ。

　からん、と短剣も投げ返される。不可思議な台詞せりふを残し、壁に手をつきながら、よろめきつつも部屋の奥へと戻っていく『パール』を、呆然とフェルは見つめた。

「待っ……」

　明らかに『妖精王』と違うその雰ふん囲い気きに、思わず呼び止めかけた瞬間、目の前で音を立てて扉が閉じられた。周囲は、闇と静せい寂じやくに包まれる。

（いまの）

　まさか。

（ひょっとして、本物の『パーシヴァル殿下』……？）
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　──時は、少し遡さかのぼる。

　目覚めた彼がまず気づいたのは、あたりに漂ただよう死し臭しゆうだった。




（身体からだが重い……）

　どこだここは、と。彼──クロウは自問する。目を開けているはずなのに真っ暗だ。腕を持ち上げようとして、あまりのままならなさに驚いた。まるで、にかわで床に貼はりつけられているようだ。肺に淀よどむ湿しつ気けた空気。それに何より、恐ろしく寒い。

（死後の国の岸辺……という、わけでもなさそうだ）

　自分が死んだら、確実に行き先は天国ではなく地じ獄ごくだと思ってはいるが、そのどちらでもなさそうではある。

　頭が朦もう朧ろうとする。どうにか身を起こすと、顔の上から何かがばさりと落ちた。

（……布？）

　──〝次は、ちゃんと殺さなくてはだめだよ〟

　その瞬間、脇わき腹ばらに走る鋭するどい痛みとともに、記き憶おくが奔ほん流りゆうのように甦よみがえった。




『無ぶ様ざまだね、兄上。……クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント』

　森の中で、追おっ手てたちと戦った。倒した数は覚えていないが、ジルフォードに刺された傷きずは存ぞん外がいに深く、体力を確実に奪っていた。

　とうとう力尽きて地に崩れた彼を、高みの見物を決め込んでいた妖よう精せい王おうは嘲あざ笑わらった。

『ボロ巾みたい。父に逆らい、国に逆らい、宿命に抗あらがった結果がこれ。……報むくわれないなあ』

　弟の声で、化け物の親玉は告つげる。

　黙れ。反論したくても、もう声も出ない。ぜえぜえと、呼吸のたびに空気が気道を削けずる。

『あはっ、もう声も出ない？』

　縛り上げられ、転がされたクロウを見下ろし、妖精王は人払いをしたようだ。周囲から、軍ぐん靴かの気配がいくつも退しりぞいていく。

　頭では、反はん撃げきの好こう機きだと思う。けれど、力は血と一緒にすっかり流れ出てしまったらしく、指一本動かせない。

（たしかにもう……何もできない）

　悟さとった瞬間、すらりと剣を鞘さやから払う音がした。ぱき、と小石を踏みながら、妖精王が近づいてくる。

　激げき痛つうに目を閉じたまま、大きく息を吸い、彼は歯を食いしばった。

（フェルは、ちゃんと逃げられただろうか）

　自分の命が今にも終わろうとしているのに、ただひたすらに、彼女の無事だけが気にかかる。冷たい地面を背に感じながら薄目を開けると、眼がん前ぜんには白はく刃じんが迫っていた。

　──ざくり。

『……？』

　音は耳のすぐ横で聴こえた。剣は、なぜか顔の真横に突き立っているらしい。首でも胸でもなく。

（髪を、切り落とした？）

　続けて妖精王は、クロウの腕や足を拘こう束そくしていた麻あさ縄なわを解といた。さらに、クロウの上着やクラヴァットを剝はぎ取っていく。

　ますます訳が分からない。呆ぼう然ぜんとするクロウの頭のそばに屈かがみ込み、妖精王はそっと掠かすれた呟つぶやきを残した。

『森の奥にある、氷ひ室むろ。死体置場、に、隠れて兵をやり過ごして』

　この、声。

　驚いて大きく目を開くと、弟の、明るい青の瞳ひとみがそこにあった。

『お前、まさか』

　──パール。

　呼びかけは声にならず、唇くちびるがわずかに動いたきりだったが、彼はそれでも察さつしたらしい。少し悲しげに微笑ほほえんだ。クロウはただ、そのさまを眺め上げた。

『次は、ちゃんと殺さなくてはだめだよ。クロウ兄上』

　簡かん潔けつに言い残すと、彼はクロウの髪を拾い上げる。そして、兄の血と返り血で湿しめって重くなったそれを摑つかんだまま、姿を消した。
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　戻ってきた記憶に、クロウは眉まゆをひそめる。

　そうだ、そこから残った力を振り絞しぼって、森の奥に行ったのだ。それで、断食節フアスナハトのあいだ臨りん時じの死体安置所となっている、氷室に身を潜ひそめた。

　不思議なことに、なぜか棺ひつぎは一体ぶん空あいていた。中に身を横たえた瞬間、急速に意識がかすみ、泥のように眠り込んで今に至る。

（とにかく、ここに居続けるのは危険だ。寒さで弱っているし、春分節オースターラが終わったら火か葬そうのために人が入ってくる。……森を抜ければ、皇こう宮ぐうの敷地からは出られるはず）

　周囲の気配を探りながら棺から出る。お借りした棺のあるじと、安あん息そくの眠りを邪じや魔ましてしまった他の死者たちには心中で詫わびた。

（パールの日記帳は……）

　決起に及び身に着けて出た日記は、しっかり懐ふところに入っている感触がする。が、このぶんだと、ちゃんと血ち糊のりを剝がすのに成功した頁ページも、今度は自分のそれで固まり直してしまっているだろう。そもそも、まだ読めるのかどうかも絶ぜつ望ぼう的てきだ。

　脇腹の傷はいまだにしくしくと痛み、手足もすっかり萎なえてしまっている。冷たい石の壁に縋すがるように、彼は氷室の扉をくぐった。

（夜が明けかけている）

　外は、うっそうと茂る暗い森だ。

　だが、明るくなれば、巡じゆん回かい兵へいも来るだろう。薄闇に紛まぎれて身を潜めてしまわなければ、きっとこの顔を見み咎とがめられる。

　特とく徴ちようの一つはなくなってしまったが。──長く伸ばして編んでいた黒髪はやはり、肩より上でばっさりと断ち切られてしまっていた。おかげで妙みように頭が軽くて落ち着かない。

（あれからどれくらい経たつ？　フェルは無事なのか。いや、ケイがいるんだ……危なくなったら、あいつは自分で判断するだろうが……）

　さっきから堂どう々どう巡めぐりだと自分でも思うがこればかりは仕方ない。捕つかまっているとすれば、ひどい目に遭あわされていないかと心配は尽きない。

　樫かしの幹に手をつくと、脇腹を押さえていたせいか、樹じゆ皮ひに赤黒い手形がついた。流れ出る血はさすがに止まっていたが、当然のこと傷は塞ふさがりはしない。

（……まずいな。あまり証しよう拠こを残したくないのに）

　今は、雑ぞう兵ひようどころか、蟻あり一いつ匹ぴきに襲おそわれただけでも死ぬ気がする。だが手当てもしていないこの深ふか手でで、よくよく生き延のびたことと思う。自分がこんなに往おう生じよう際ぎわが悪いとは思ってもみなかった。

　けれど、ただ、どうやってでも命を繫つなぎたい。彼女の無事を確かめるまでは。

　皇宮とは逆方向に、森の奥へ奥へと進む。影に沈むばかりだった常じよう緑りよく樹じゆが、暁あかつきの光を透すかし、少しずつ本来の色を取り戻してくる。

（敷地は抜けている。さすがにここまで来れば……）

　いい加か減げん、無茶をさせた膝ひざが笑っている。馬鹿兄貴ジルフオードあいつ覚えていろ、と心中で冗じよう談だんめかして悪あく態たいをつき、気を紛らわせた。立冬サウイン明けに次兄イグレックの兵につけられた背中の傷に加え、パールの顔をした奴やつに髪まで切られて、我ながらつくづく兄きよう弟だい運が悪すぎだ。

（……あかとき。あわいの時間だな）

　ふと嫌いやなことに気づいた瞬間、傍かたわらから、声がかけられた。




「おんや？　案あんの定じようだねェ、クロヴィス殿でん下かァ？」




　──ぞっと背せ筋すじが粟あわ立だつ。

（この声。口調……）

　歯を食いしばり、どうにか振り向くと、そこには果たして、声の主ぬしが立っていた。森の途と中ちゆうで待ち伏せされていたらしい。

「オーゼン師し……！」

「よっ。またまた数日ぶりィ。こんな状況でも、ちゃぁンと敬けい称しようつけてくれるあたり、やっぱりお育ちがいい坊ぼうやは違うねェ」

　十一枚の樫の葉を刺し繡しゆうした緑の肩けん布ぷと、黒の祭さい服ふくに包つつまれた猫ねこ背ぜ。ぼさぼさ頭に無ぶ精しようひげ、にやにやと笑みを浮かべる中年男性。初見ではいかにも人がよさそうに見えたが、今はもう正体をよく知っている。

　背はい教きよう者しやオーゼン＝ライオネル。裏切り者の、エルラント中央教会第十一聖せい席せき。

（なぜ。今は、母上ともども投とう獄ごくされているはずだが）

　一瞬混こん乱らんしたものの、なにせ、皇こう帝ていが諸しよ悪あくの根こん源げんだ。今の皇宮は文字どおりの魔ま窟くつ、何が起こっても不思議ではない。

「さすがに、表立っては動けないぜ。紅こう龍りゆう師し団だんと協きよう働どうできりゃ、ここまで手こずらなかったのに」

「……なるほど」

　その言葉に、クロウは静かに納なつ得とくする。やはり、秘ひ密みつ裏りに解放したのだろう。いかに皇帝といえど、親しん教きよう会かい派はを根こそぎ敵に回す気にはなれなかったのか。

「お前さんの首なし死体を見た時、ピンときたから張ってみたら案の定だ。妖精王は確実に殺やったと思い込んでたみたいだが、あの屍、死にたてほやほやの色じゃねえ……」

　ぶつぶつと呟くオーゼンの背後で、梢こずえを揺らし、何か大きなものが動く。

「足引きずって歩くあんたの立てる音、こいつらが聴き分けてくれて助かったぜェ」

（『隠かくれずの月』の鴉からす！）

　リグレインの離り宮きゆうにいた、雄お牛うしほどの大きさの人じん面めん鴉がらすだ。見たところ三羽だが、以前は五羽いたし、増えていない保証もない。

（囲まれた）

　太い幹を背にして、クロウはオーゼンを睨にらむ。

　戦おうにもこちらは満まん身しん創そう痍いで、呼吸すらままならず肩で息をしている状態。モルドレッドの剣は腰に佩はいているものの、抜く力さえない。

　──さすがに、ここまでらしい、と。

　漠ばく然ぜんと悟る。万ばん事じ休きゆうすだ、と。

「ごめんなぁ、クロヴィス殿下。お前さん自身に恨うらみがあるわけじゃァねェのよ。けど、潰つぶし損そこねた毒虫は、早めに駆く除じよしとかないとなァ」

　オーゼンの声が、ぬるりと鼓こ膜まくに張りつく。

　諦あきらめが胸に押し寄せる。だが、不意に聞き慣れた少女の声が耳奥に甦り、はっとした。

　──〝見捨てたっていいんです、わたしのことは！〟

（あいつを、救えないままで）

　死の覚悟を決めたからこそ、すべての想いを伝えた。きっとこのままでは、彼女の心の傷になる。それ以上に、無事に五体満足でいるかも確かめられないままで。

　死ねない。死ねるわけがない。今は、まだ。

　最後の力の一いつ滴てきまで絞る心地ここちで、クロウは剣の柄つかを摑んだ。儀ぎ礼れい刀とうの重みがこんなにも煩わずらわしいのは初めてだ。

　一歩踏み出すと、ぱきんと足元で小枝が鳴る。鞘から払はらって構えるクロウに、オーゼンは目を眇すがめた。

「……まだそんな力があるのかィ。生きてるのが不思議な傷だってのによォ。とっとと諦めたほうが楽になるぜェ？」

「ご冗談、を。掠り傷だ」

　唇の端を吊つり上げて余裕の笑みを作るが、身体はもう限界を迎えようとしていた。

「刃先、震ふるえてンぜ」

　霞かすむ視界の向こうで、三羽の鴉がこちらに狙ねらいを定めたのが分かる。

　報むくいるのがそれだけだとしても、せめて一いつ矢し。生きて会えないなら、最後に名前を呼ぼうと思った。声にはならず、唇だけが動く。

（……フェル）

　それを終ついの言葉に、咽の喉どを喰くい破られる──刹せつ那な。




「うちの義ぎ理りの息子むすこ候補に、なぁにやってくれちゃってるのかしらん？」




「……!?」

　幻げん聴ちようか、と。

（この野の太ぶといオネエ言葉）

　がつん、と鈍にぶい打だ撃げき音おんに、目を見開く。衝しよう撃げきはない。不思議なほど視界が明めい瞭りようだ。

　風を孕はらみ翻ひるがえる黒の祭服に、赤の肩掛けが印象的な、広すぎるほど広い背。何より、夜明けの光を弾く鮮あざやかな紅あかの髪。

「ガウェイン殿どの……!?」

「はぁい姑しゆうとめでぇっす。ちょっと暫ざん定ていドラ息子、まだ息してるー？　しといてねー？　かろうじてって感じかしらん？　とにかくまだ死ぬんじゃないわよ」

　彼の聖せい杖じようでもろに打ち払われたらしい。化け鴉の一羽が、ぴくぴくと地べたで痙けい攣れんしている。

「なぜ……」

　あり得ない。こんなところに。

（俺は、……都合のいい夢でも見ているのか？）

　思った瞬間、がくんと身体から力が抜ける。剣を杖つえにして、地に片かた膝ひざをついたクロウの脇を、すっと誰かが通り抜けた。

　そこにいたのは、さらに目を疑う人物だ。鼻先を掠める、上品なラベンダーの香り。レースのリボンが美しい、簡かん素そだが上質な白いドレスは、こんな森の中では場違いすぎる。

　搔き上げた長い緋ひ銀ぎんの髪と、夕暮れ色の瞳は、大切な妻と同じだが、そこに宿る禍まが々まがしい底知れなさから、まったくの別人と知れる──




「その男はわたくしも大嫌い。でも、殺すのはもっとあとでいいと思うの」

「し、シレイネ……!?」




　シレイネ＝アリステル＝ユナイア。病弱な『本物の』シレイネ王女。

　その背後から、樹の下闇を照らすように、無数の青い蝶ちようがふわふわと湧わき出してきた。

（これは……シレイネが得意な呪じゆ毒どく、『ゆかずの現うつつ』の輝く蝶、か？　触ふれたものすべてを眠らせる力を持つという……）

　以前は、クロウには視みえなかったはずのものだ。今知覚できるのは、モルドレッドの剣の影響かもしれない。

　フェルとまったく同じ顔でにこりと笑うと、彼女はクロウを見下ろした。

「こんにちは、役立たずで無様な『旦那さま』。みっともなくうずくまりながら、そこで見物しておいでなさいな」

　ガウェイン＝ヘラルド、そしてシレイネ。

　いるはずもない面子メンツの登場に、クロウは呆然とする。

（どうして、ここに）

　疑問を声にする暇もなく、意識に靄もやがかかる。

　思わぬ伏ふく兵へいの登場に、オーゼンが舌打ちして背を向けたのが、彼が覚えている最後の光景だった。
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　──〝旦だん那なさま。どうして〟

　遠くで、誰かの啜すすり泣きが聴こえる。

　──〝あなたさえ無事なら、わたしは、どうなったってよかった……〟

　目を開けると、そこはよく晴れた岸辺だった。白はく砂さの浜が延えん々えんと続く海岸線、透とう明めいな海。

（……妙な空だな）

　不思議なことに、空は半分が星のちりばめられた黒い夜で、もう半分が太陽輝く青い昼だ。ぱっきりと、中ちゆう天てんで二色に割れている。そんな奇き妙みような光景を、自分も変だとは思いながら冷静に眺めているので、きっとこれは夢なのだろう。

　その夜側の下にうずくまるように、白い衣い装しようを纏い、緋銀の長い髪を持つ少女がいる。

（フェル？）

　──〝旦那さま、どこにいるの〟

　海水に髪が濡ぬれるのも構わず、両手で顔を覆おおい、彼女は波打ち際で慟どう哭こくしていた。白い泡あわが砂浜に打ち寄せ、ふわふわと緋銀にまとわりつく。

「……泣かなくていい。俺はここだ」

　駆かけ寄ってその肩に触れた瞬間、彼女はぴたりと泣きやんだ。

「凹へこむなんてらしくもない。俺ならこうして生きている」

　なんとか安心させたくて言葉を紡ぐ。

（本当に、俺はお前に会えてこそ今があるんだ。後こう悔かいなどない。だから──ひとときの嵐に負けないでくれ。必ず、お前のところに戻ってみせる）

　ほかでもない、彼女が自分に教えてくれたことだ。諦あきらめさえしなければ、いくらでも望みは繫つなげるのだから。

　最初こそ、夢の中でもいつもの罵ば詈り雑ぞう言ごんをくれたフェルだが、途中で動きを止めたきり、なんの反応もしなくなる。まるで、彼女とのあいだに薄い膜まくが張っているようだ。声が聴こえていないのか。

「お前に出会えた、それだけで。どんな苦く境きようにあっても、何度でも立ち上がれるから……」

　思わず必死に彼が告げた瞬間。

　顔から両手を外し、フェルはクロウの手首を摑む。紅こう唇しんに浮かぶ禍まが々まがしい笑みにぎくりとした瞬間、赤を帯おびて輝く長い銀ぎん髪ぱつは、瞬またたく間に漆しつ黒こくに染まった。

「優しいのね、呪のろわれた私の子」

　露あらわになったその顔は、妻のものではない。

「母上……っ!?」

　エルラント皇帝第三妃、実母リグレインは、慌あわてて振り払おうとしたクロウの手を、引き寄せるように胸元に抱いた。

「こんにちは。あの子の夢を、手た繰ぐり寄せようとしたの？　そうね、あなたは私の血を継ついでいるのだもの。少しは素そ質しつがあったのかもしれないわね」

「は？　素質……？」

「その隙すき間まに私が滑すべりこんじゃったけれどね。うふふ」

　要よう領りようを得ない話に首を傾かしげていたクロウだが、ふと思い当たる。

　彼女の故こ郷きようフレアメルは、王女を姫ひめ巫み女こに据すえる国だった。代々の巫女たちは、聖せい詩し篇へんを吟ぎんじ、夢見で未来を占うらなうことに長たけていたという。

（昔は正直、迷めい信しんに固こ執しつするだけの国だろうと思っていたが。もし本当にそういう力があって、人の夢にこうして干かん渉しようすることもできるとすれば……）

　かなり現実離れした想像だな、と自じ嘲ちようする。妖精にまつわる一連に関わってから、随ずい分ぶんそちらに毒どくされてきた。健けん全ぜんで常識的な最低限度の思考回路を返してほしい。

「そうですか。とにかく、ここは俺の夢なんですね。では、とっとと退たい去きよ願いたい。貴女あなたの顔はたとえ夢でも見たくないので」

「あら、まあ、ひどいこと。ふふふ、でも、可か愛わいらしいわ。遅めの反はん抗こう期きね」

　クロウの手を摑んだまま、楽しそうにリグレインはころころと笑った。思わず、げんなりする。疲れているのに勘かん弁べんしてほしい。

　不意に。

「……あなたの大切なお嫁よめさんだけれど」

　あの子も結局、私のところには来なかったわ、と。

　童どう女じよのように口を尖とがらせ、唐とう突とつにリグレインはこぼした。

「あなたを失うしなったと思い込んでいる時すら、ね。どうしてかしら。瞳の光を失わなかったの。彼女の魂たましいはいっときも闇やみに堕おちなかったわ」

「妻は、貴女とは違う。俺も、父上のようにはならない」

「いいえ、同じよ。エルラントに攻められ、奪われた王国の血ち筋すじ。自分を奪った男と、同じように出逢い、同じ道をたどってきたのに。どうして……？」

　それは以前、本物の『シレイネ』からも揶や揄ゆされた言葉。

　略りやく奪だつした姫君を力ずくでどうにかするなんて、血は争えないと嘲あざけられた。

（合わせ鏡、……なのか。俺とフェル。父上と母上は）

　夢の中でも気味が悪いと、爪つめが肌に食い込む母親の指を外そうとしていたクロウだが、一度手を止め、「それは……」と口を開いた。

「やはり、彼女が彼女だからです」

　もしも、の話をすれば。

　たとえば、彼女が何不自由なく育てられた正しよう真しん正しよう銘めいのお姫様で、なんの苦労も知らない少女だったなら、あるいは苦く難なんに屈くつしていたかもしれない。

（だが、現実にあいつは、一度『取り替え子』となったせいで市し井せいに下り、労働上等節約万ばん歳ざい、転んだら起き上がるだけでなく手に摑んだ土を練ねって陶とう器き作って売ってやるぞというド庶しよ民みん守しゆ銭せん奴どに育ったわけで。ついでに、人類最強の男に体たい術じゆつを習ってすくすくと凶きよう悪あくに……いや、やめよう）

　字じ面づらにすると意外と内容が強きよう烈れつだったので、いったん思考をブツ切ったが、要は。

（今のあいつを形作るすべてが、あいつをあいつにした）

「俺の妻は強い。希望の樹を根こそぎ薙なぎ倒され、信念の泉に濁だく流りゆうが押し寄せても、貴女のようにはならないだろう」

「あなたは？」

　母は、無む邪じや気きな瞳でクロウを見上げた。

「お嫁さんは、妖精王の手元にいるわ。妖精はね、人ではないから。ワルプルギスまで待つなんてまどろっこしいことしないかも。たとえば、万が一、運よくお嫁さんを取り戻せても。生まれてくる子が自分の子ではなかったら、どうするの？　子供のこと、愛せる？　お嫁さんを許せる？」

「!?　まさか、彼女に何かあったのか!?」

　先ほどまで触れるのも嫌けん厭えんしていた母の肩を、自ら摑んで揺さぶるクロウに、リグレインは少し目を瞠みはった。

「いいえ？　残念ながら、まだ。ふふ、もしもの話、って言ったでしょう。熱くなってしまって、青いこと」

「……反へ吐どが出るほど最低極まりない仮定をどうも。第一、どうしてそこで、妻を許す許さないの話になるんです」

　意味が分からない。呆あきれ半分に、クロウは母親を睨んだ。

「不安に思うことがあるとすれば、彼女が心身に深い傷を負おっていないか、それだけだ。許せないとすれば、それは彼女でも子供でもない。……あいつを傷つけるものを、俺は決して許さない」

　気力と体力で運命を切り拓ひらくあの破は天てん荒こうな少女に、自分は惹ひかれ続けている。

「フェルがフェルである限り、俺は彼女が大切だ。何があっても、ずっと」

　言葉にするたび、上空でせめぎ合っていたふたつの天そらは、すっと昼に代わっていく。夜は押しやられ、明るいほうへと。

「……そう」

　息子のまなざしを受け、リグレインはすっと表情を消して手を離した。

「呪われた私の子。あなたの名は、永遠に欠けた三ク日ロ月ウを持つ。いくら光に焦こがれても、それゆえに光を吞のみ込む暗黒の龍クロウ・クルヴアツハ」

　でもね、と。彼女は嗤わらう。

「あなたは、あなた自身も、魔を祓はらう太陽を身に宿すのね」

　では、好きにお生きなさい。

「あなたは、誰にも殺されず生きていくの。なまなかな責せめ苦くで折れることは許さない」

「母上……」

「……あなたのお嫁さん、黒こく龍りゆう城じようにいるわ。間に合うかどうかは、あなた次第ね」

　それだけを告げ、母は踵きびすを返す。

　視界に靄がかかり、少しずつ意識が浮ふ上じようしていく。夢の終わりだ、と冷静に感じ、クロウは──瞼まぶたを押し上げた。




　──どこかで、激はげしい口こう論ろんが聴こえる。

（……まだ、夢か？）

　節々が痛むが、やはり生き延びてはいるらしい。身体が泥どろのように重かった。ゆっくり視線だけ巡らせると、白い清せい潔けつなシーツの上に投げ出された自分の腕が目に入る。

　急きゆう速そくに、意識が澄すむ。そうすると、雑音にすぎなかったはずの口論の内容が、しっかり頭に入ってきた。

「ちょっとガウェイン＝ヘラルド。わたくしの半はん径けい三歩以内に近寄らないでくださいな。あの子の育ての親とはいいながら、粗そ野やで乱暴で、おまけに吟遊詩人バルドだなんて最低。筋肉だるまの聖せい職しよく者しやなんて、見ているだけで吐はきそうですわ」

「なぁんですってぇ!?　失敬なお子様だこと！　誰がここまであなたを運んだと思ってますのぉ!?　正教のものが苦手だってんで、わざわざ肩布外してやったし！」

「誰が運んだって？　決まってますでしょう。人ひと型がたの牛よ。それ以外の何があって？　脳のう筋きん吟遊詩人バルド。まったくもう、ただでさえ教会泊だなんて気分が悪いのに、よりによってこんな野や蛮ばん人じんと……うぷ」

「そこで実際に吐きそうな顔しないでよねん!?　傷つくじゃないの!!　あーマジすっげえムカつくわこの糞くそ砂じや利り。たしかにあのスカシ陛へい下かの妹サマだけあるっつーか、どんな育ち方したんだコレ。でも、あの子と同じ顔してるからなんか憎にくめないッ……！」

　若い女性と男性の声。上品な高い声は、妻のものに似ているが別物だ。
















「あー……」

（……夢だけど、夢じゃなかった……）

　子供の時にだけあなたに訪れる不思議な出会いを果たしてしまった気分で、クロウはなんとなくげっそりした。

「ガウェイン殿、と、シレイネか」

　渾こん身しんの力を使い、クロウはなんとか寝しん台だいの上に身を起こす。

　寝台はぺったりと低い。似たようなものを、エルラント中央教会でも目にしている。教会の運営する宿舎に特とく徴ちよう的てきな家具だ。

　分ぶ厚あついカーテンは閉め切られ、窓の外はまったく見えなかったが、とろりと燃える灯ともし火びや、部屋の暗さから、日が暮れてからしばらく経たつのだろうと察さつせられた。

　クロウが声をかけると、二人はぱっと口論をやめ、同時に寝台を振り向いた。

「まあ、目が醒さめた？　のんきな眠り姫」

「誰が姫だ、シレイネ。……オーゼン師は？」

　相変わらず棘とげだらけどころか棘しかない言い回しに、こいつの前世はきっと針はり鼠ねずみだろうなとクロウは思った。

「逃げましたわ。さすがに少し旗はた色いろが悪いと見たのか、それとも騒さわぎにしたくなかったのかは分からないけれど」

「このままで終わらせてくるとは思えないけどねん」

　シレイネとガウェインが交互に答えてくれる。目もつ下かの危険はとりあえず回避したと分かったところで、何より気になるのは。

「二人とも……どうしてあんなところにいたんだ。しかも、謎なぞの組み合わせで」

「もともとはエルラントに向かってはいたの。そしたらあんたがヤバいって知らせが入ってね。押おっ取とり刀がたなで駆けつけたのよん」

「ほんと、間に合ってよかったわぁ！　傷の具合は？」

「かたじけない、ガウェイン殿。……それなりに平気だ」

　シレイネと違ってちゃんを身を案じてくれる姑に、クロウは素直に頭を下げ、それから、「ここは？」ともうひとつ重要な質問をする。

「ぎりっぎりエルラント領内の、エルラント派教会運営の宿舎よん。あなた、五日間も気を失ってたのん。お子様を二人も抱かかえて移動するの、大変だったわぁ」

　五日、とクロウは呆然と繰くり返した。もうそんなに経っていたのか。

「淑しゆく女じよをお子様呼ばわりしないでちょうだい、失礼な下級聖職者ね。やたら恩着せがましくのたまうけど、あなたの大だい胸きよう筋きんと肩の椅子はごつごつして座り心地ごこちが悪かったし、肘ひじ掛かけはやたら紅あかくて毛むくじゃらだし」

「ああもう失礼ってどっちが!?　シレイネ殿下って、毒を吐はかないとまともに会話ができないんですのぉ!?」

「黙ってくださいな。貴重な空気を消しよう費ひしないで。最低。本当、吐きそう……」

　教会嫌いだわ、動き回りすぎだわで、シレイネはひどく具合が悪そうだった。減らず口はさすがといえるが。

　自分こそ怪け我が人にんとはいえ、さすがに心配になったクロウが身を起こし、「気分がすぐれないなら、無理して話さなくても……」と言いかけた瞬間だ。

「毒どく龍りゆう。意外と元気そうね」

　表情をすっと凍こおらせると、無む造ぞう作さにシレイネは足を振り上げ──クロウの脇腹を、思いっきり蹴けりつけた。

「っ、……!?」

　衝撃に、さすがに息が詰まる。

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめるクロウに、仰ぎよう天てんしたガウェインが「おい!?　怪我人に何やってんだ」とシレイネの肩を摑んだ。

「わたくしに触らないで下げ郎ろう。これは、わたくしとこの男の問題なの」

　こめかみに汗を滲にじませ、肩で息をするクロウに対し、「……どんな気分？　旦那さま」とシレイネは酷こく薄はくな笑みを唇に刷はいた。

「ほんとう、ざまあないってこのことね。毒龍公」

「……」

「どの面つら下さげて生き延びたの？　絶対にあの子を護るのではなかったの？　わたくしが、どんな思いで！　あなたにあの子を預けたと思うの……！」

　自みずからも教会の気にあてられて苦しそうにしつつ、シレイネはぐりぐりと抉えぐり込むように尖とがった踵かかとをクロウの腹にめり込ませる。容よう赦しやのかけらもない。

「いい加減にしろ馬ば鹿か王女！　これ以上は傷が開く!!」

「邪魔しないで。この役立たずに一いち撃げき蹴りを入れたくて、わたくし自らここに来たのよ」

「いやいやいや違うだろそれ!?　理由別にあんだろ!?　ああまた素すが出るし！」

「ガウェイン殿。構わない」

　見かねて再び止めようとするガウェインを、片手を挙あげ、クロウはあえて止めた。

「……彼女の怒りはもっともだ。だが、フェルのことは必ず取り戻す」

　冷え切った夕暮れ色のまなざしとともに、激げき痛つうを甘あまんじて受け入れ、クロウは言い返す。

「お前には、何を言っても信じられないかもしれないが……」

「そうね。無責任な噓うそつき男……！」

「ちょっともう、ホントやめなさい!?　クロウ、あんたは平気でも、見てるアタシは絵え面づら的てきにものすっごく心臓に悪いの!!」

　耐たえ切れなくなったガウェインが、なおもクッションで追つい撃げきを加えようとするシレイネを抱かかえるように止めたことで、どうにかこうにか傷口が開き直すのは免まぬかれた。

（絵面……？　まあ、そうか）

　たしかに、ガウェインからすれば、同じ顔だけに、フェルがクロウの脇腹を蹴りつけているように見えるのだろう。自分が彼の立場だったら精神衛えい生せい上じようよくないかもな、とクロウはため息をついた。

（それにしても。国こつ境きよう沿い……ということは、まだ危き機きは脱だつしていない）

　クロウは掛かけ布ぬのを払って本格的に身を起こし、いつでも立てるように寝台の端に腰掛けた。上半身は衣服を脱がされ、直接包ほう帯たいを巻かれている。「見苦しいわ」とシレイネに不満を言われたので、ガウェインに手渡された備え付けらしき祭服の上着を羽は織おった。

　どうにか身体は動く。調子が戻るには、まだ少し時間がかかりそうだが、立ち上がって歩くくらいは大丈夫だろう。

「……状況を把は握あくしたい」

「まあ、そうねん。その前に、まずちょっと取り次ぎしときたいおかたがいるのん。驚くわよ。ありがたくも無理を押して駆けつけてくださって」

「取り次ぎ？」

　怪け訝げん顔のクロウに苦笑し、ガウェインはすっと背後を示す。

　そこから音もなく現れたのは、砂色の髪の青年だ。几き帳ちよう面めんそうな整った顔立ち、肌は病的なほど青白い。孔く雀じやく緑みどりの瞳と、片眼鏡モノクル。何より、黒い聖職者の祭服を纏まとい、緑の肩掛けに縫い留とられている樫の葉は一枚──。




「カイズ猊げい下か……!?」

「ふむ。脇腹に大穴が開いたと聞いているが、そこそこ健けん勝しようそうで何より」




　エルラント中央教会の、実じつ質しつ上じようの最高権力者カイズ＝ベディヴィアだ。その後ろから、護ご衛えいと思おぼしき吟遊詩人バルドの僧兵たちが続く。

　なんなんだこの教会宿坊は、とクロウは絶ぜつ句くする。さっきから、やたらと豪ごう勢せいな役者が出て来る。

「以前、イル族首しゆ長ちようのキリヤ＝イル＝ティカル殿に、『エルネットさりた』という怪あやしげな商会の札を頂ちよう戴だいしてな。それを使って来た」

　カイズはさらりと経けい緯いを話してくれる。なんでもガウェインとひそかにやりとりしていたキリヤが、中央教会から彼をお取り寄せしたらしい。

「ああ、その剣が『楔くさび石いし』の台座か……武器が、無事に見つかったのだな。活かつ用ようしているようで重ちよう畳じようだ」

　ちらりと青い石の嵌はまった『モルドレッドの剣』に目をやって、彼は独どく白はくのように呟く。その手首には、もともと『楔石』を留めていた、簡素なにわとこの腕輪が巻かれていた。

「はい。ですが、なぜ猊下自ら……」

「なぜ、か。目的のひとつは、ユナイア中央教会やユナイア王家と連れん携けいを取ることだ。ついでに、顔を見ておきたい者がいたので、皇こう都とにも足を伸ばしてみた。立場上、私も中央教会から出ることはめったにできぬのでな」

「顔を見ておきたい者？」

「オーゼンの愛まな弟で子しだ。……妙な暗示がかかっていたのだが、中央教会の呪毒と違って、解とくのはたやすかった。育ち故ゆえに、聖詩篇は彼の血となり肉となっている。他の者には通じぬだろうが、あの子は例外だな」

（愛弟子……？　ユアン、か。あいつは呪毒から解放されたのか。よかった）

「猊下、ありがとうございます。一体どんな手を……」

「うむ。たらいいっぱい浄じよう水すいを飲ませて毒抜きし、まる二日耐たい久きゆう・耳元『三大詩トリスケリオン』詠えい唱しようの力技で治なおった。発はつ狂きよう手前までいたく悶もん絶ぜつしたがな。俗ぞく人じんなら死んでいたやもしれぬ」

「俺の異母弟おとうとに何やってんです」

　無表情で親指を上げるな。淡たん々たんと続けられた台詞せりふで感謝が吹き飛んだ。

（しかしあの呪毒、フェルの瞳を使わず無理やり呪いを解くにはそうなるのか。しかも、そこまでして助かるのは教会育ち限定、と）

　一方で、室内が聖職者だらけになったので、シレイネはいよいよ気分が悪そうだった。おまけに、カイズは対妖精組織の長である。そばに寄った時の苦しさはガウェインの比ではないだろう。

「あの、カイズ猊下、申し訳ないのですけれどん。こちらのユナイア王女は『妖精の取り替え子』でして、特に猊下はあまり近づかないでやっていただけるとですねえ……」

　ガウェインがおそるおそる提案する。カイズは「そうか」と鷹おう揚ように頷うなずいた。

「なるほど。それを聞くと、柄にもなくいけずをしたくなるものだ。ほら、指先でちょん」

「意外とお茶ちや目めですねん!?　いや本当、あとで八やつ当あたりがこっちに来るからやめてくださいってば！　現に、すっげえ呪い殺しそうな目で見てきてるし!!」

「ごほっ。覚えてなさい……ガウェイン＝ヘラルド……」

「ほらあ！　ってかなんでアタシ！　関係なくね!?」

　男口く調ちようがポロリしつつも血けつ相そうを変えるガウェインに、カイズは眉ひとつ動かさずに「冗談だ」と手を振った。大たい概がい悪趣味だな、と呆れるクロウの前で、僧兵たちは扉の外に出ていく。戸口や廊ろう下かで見張りをするのだろう。

「さて、初はつにお目にかかるな、シレイネ姫。できるだけ近づかぬようにはする。ご容よう赦しや願いたい」

「構いませんわ。……もともと筋肉だるまと毒龍のいる部屋ですもの。聖職者の追加程度、今さらどうってことなくてよ。わたくしだって、もともとあなたに会いに来たのだし」

　ぐったりと椅い子すの肘掛けに懐なつきながら、シレイネは真まっ青さおな顔で気き丈じように微笑んだ。気き遣づかいのつもりでクロウがなんとなく「吐くなら使え」とたらいを手渡してやると、苛いら立だたしげに投げ返された。心しん外がいだったらしい。

「で、話せそうか？　シレイネ姫」

「そうね。予想どおりですわ。なんでも訊きいてくださいな。このぶんだと、キリヤさまもかしら」

「……なんのことだ？」

　眉をひそめるクロウに、「正教でいちばん徳とくが高い人だもの」とシレイネはさらっと返した。

「わたくしもキリヤさまも、身の内に妖精王の枷かせがあって、話せることに限げん界かいがあったの。猊下は存在自体がわたくしたちにとって毒だけれど、おかげでそばにいると呪じゆ詛そが中ちゆう和わされるみたい。まさに毒をもって毒を制する、ね」

「ユナイアのセタンタ王と信しん書しよのやりとりをして、そういう予想をつけた。……ここには本来、そなたたちの様子を見るためと、彼女と落ち合うために来たわけだが」

　それを聞き、クロウは「では、知っていることをすべて話せるようになったわけか」とシレイネを見た。

「お前、以前、妖精王を『兄さま』と呼んでいただろう。あいつは、お前の兄なのか」

「そのようなものだけれど、少し違うわ。わたくしは『兄さま』……妖精王の写しなのよ」

「写し？」

　面食らったクロウに、「不本意ながらね」とシレイネは唇を嚙かむ。

　妖精王は、不定期に代替わりする。同じ魂たましいと力を受け継ぎ、前代の消しよう滅めつと同時に次が生まれる。そして彼らは、自分の手足にするための『人形』を必要に応じ随ずい時じ生み出す。

「魂の一部を切り取って自じ我がを持たせ、逆らえないよう呪毒を埋うめ込んで、つくりものの器に植えるの。わたくしの身体は蝶の翅はねと浄じよう石せきでできているわ。イルの若長は、蒼あおい巨きよ狼ろう。だから、妖精王の意思に背そむけば、まずは呪毒に身を喰くい荒らされるし、それを押さえ込めても無茶をすれば自じ壊かいしてしまう」

　本体を兄と呼ぶのが倣ならいなので、『兄さま』と呼んでいるだけ──とシレイネは言う。

「それじゃ、お前も『妖精王』の一部なのか……？」

「そうよ。キリヤ＝イル＝ティカルもね」

　シレイネは不本意そうに告げた。

（たしかに、面めん識しきがあるはずもないのに、シレイネもキリヤもお互いを知っているようだったな。……キリヤのことを『ティカルの狼』と呼んでもいた）

　では、フェルを妖精王から隠すことは、妖精王の意思の真ま逆ぎやくをいくはず。シレイネは、まさに自分の身を削けずりながら彼女を守っていたことになる。

（怒いかりもする。それは）

　自分のふがいなさを改めて思い知り、口の中に苦いものが広がった。クロウは、唇を引き結ぶ。

「そういえば……シレイネ、お前はワルプルギスをひどく恐おそれていたな」

　──〝こんなあわいの地、クルヴァッハで。ワルプルギスが、くるのに……〟

　フェルを無理やりに連れ戻しにきた彼女の台詞だ。シレイネは頷いた。

「夏と冬のあわいの時期だもの。立冬サウインと立夏ベルテイナは、四季の中でも、いちばんこちらとあちらの境が曖あい昧まいになるの。ぎりぎり夏ではない冬。つまり、最も妖精王が力を増す日」

　ワルプルギスが近づくほどに、あわいの住人達は強く活かつ発ぱつになる。

「あわいの地クルヴァッハ、あわいの時ワルプルギス。これだけ揃そろえば、あの子は容よう易いにあちらに連れ去られてしまう。わたくしが恐れていたのはそれよ」

　フェルには、浄石のかけらを渡してあるの、とシレイネは続けた。

「浄石には、記き憶おくを曖昧にして夢のように錯さつ覚かくさせる力もある。……わたくしは、あの石を『護り』にしてきた。あの子の記憶の通路に蓋ふたをして、できるだけ、あちらのことを思い出させないように。それも、……いつまで保もつか分からないわ」

「なるほど」

　クロウは視線を巡めぐらせる。

　妖精王の狙いがフェルにあるのは分かっていたことだ。

「イルから生いけ贄にえを、ユナイアから花嫁を……あいつがわざわざパールに入ってこちらに来たのは、花嫁を奪った俺と、花嫁を隠した者に報ほう復ふくするためだとすれば。ひとまず目的を遂とげたあいつの残る狙いは、……ユナイアへの報復だけか？」

　拳こぶしを握るクロウをじっと見ていたシレイネは、やがて「……それは」と口を開いた。

「どうなのかしら。……気になることがあるの」

「気になることって？」

　腕を組むガウェインに、シレイネは少し思案したのち、「わたくしがユナイア王宮に送り出された時に」と呟く。

「心に焼き付いている言葉がある。兄さまは、わたくしに『お前で最後だ』っておっしゃったの」

「お前で最後……何がだ？」

「分からない。でも、それで果はたされるって」

「果たされる……はて。なんのことか」

　カイズの呟きを聞きながら、クロウは口くち許もとに手を当てる。

「妖精王の目的は、花嫁を得ることだけじゃない、のか？」

　考えを巡らせるクロウの前で、カイズがシレイネに尋ねる。

「シレイネ姫。今の妖精王になったのは、どれぐらい前か？」

「二百年ほど前ね」

「ふむ、やはりか。……モルドレッド帝がエルラントを建けん国こくした頃だな」

　生まれると同時に、当代の妖精王は、野心高い人間の王に交こう渉しようを持ちかけた。お前に力をくれてやるから、自分の欲しいものをよこせと。

（むしろ、フェルを得るのはただの手しゆ段だんで、何かをなそうとしている？）

　代々消えた、イルの朝焼けの子と、ユナイアの夕暮れの花嫁たち。

　彼らも、何かの目的のために消費されてきたのだとすれば──。

　クロウは、無意識のうちに、『モルドレッドの剣』を見つめていた。

　楔石が『鍵かぎ』、剣が『扉』。これらは、妖精王をもあちらに送り返すことができる、あわいの住人に対たい抗こうする武器だという。

（野望に目がくらんだ初代皇帝は妖精の手を取ったが、結局はこうして『扉』の剣を末まつ裔えいに残している。表面上は協力関係を装よそおって、相手を屠ほふる武器を密ひそかに作った理由……それは、妖精王に、花嫁を得る以外の企たくらみがあることを察さつしたからじゃないのか？）

　そして、彼が危き惧ぐしたことは、エルラントに禍わざわいをもたらすものだったとすれば。

「黒龍公。では、……今度は私が話そう。ユナイアの第一聖席と交こう換かんして得た情報だが」

　ユナイアとエルラントの中央教会は、やはり双方ともあわいから妖精の侵しん入にゆうを防ぐ拠きよ点てんだという。

「信しん仰こうのかなめというだけではない。実際砦とりでの役割も果たしているのだ。ただし、エルラントのほうは、定期的に迫はく害がいされてはいる。歴代、『紅くれない』を貴き色しよくに持つ皇帝に」

　拠点は、実はもうひとつあった。──リグレインの故郷、滅ほろぼされたフレアメル王国だ。

「とはいえ、安心していい。一角が崩れた程度では、千年かけた護りはそう簡単に破られぬ。人々にも信仰がゆっくりと根付いた今、二つの教会を滅ぼした上で、力ずくであわいに穴を無理やりこじ開けでもしない限りはな」

（そこまでの力を教会は蓄えていたのか。なら安心できる……のか？　いや……）

　黙り込むクロウに、「それで」とカイズはひたと視線を据えた。

「弟君のことは如何いかがされるか」

「……っ！」

「魂を喰らわれ、身体を奪われたのだろう。それを救う手立ては、オーゼンから聞き出せたか？」

「いいえ……聞きはしましたが、救う手立てはないという事実が分かっただけでした。俺は妖精王を斬れず、……その結果が、これです」

　包帯の巻かれた脇腹を見下ろす。

　結局、好こう機きにためらったせいで、頼れる兄弟をもう一人失った。あの時クロウがパールを殺してさえいれば、少なくともジルフォードの呪いは解けたかもしれない。

　何より、フェルを、危険な目に遭わさずにすんだ。

　心臓が重くなる。

　彼女を助けにいかなければ。一刻も、早く。

（そのためには──）

「ではもう一度……？」

　カイズは静かにクロウを見た。思わず、ごくりと唾つばを吞む。

　そのさまを見て鼻を鳴らしたのはシレイネだ。

「何を黙っておいでなの。当然、殺すのでしょう？　毒龍。あなたの優ゆう柔じゆう不ふ断だんがあの子を危険に曝さらしたのだとすれば、ためらいなどないはず」

「シレイネ殿下。それは酷こくってものですわん。ためらわずに殺せるもんなら、とっくにそうしてるはずですものん。それしか手しゆ段だんがないのだとしても……クロウ、あんた自身が手を汚よごすことは、ないわ」

　止めたのはガウェインだ。

「俺は──」

　固く目を閉じ、深く息を吸う。

（もし殺すなら、俺の手で、とは思う。でも）




　──〝もうお独りで、歩いて行こうとなさらないで〟




　悩んだのは一瞬。新しん鮮せんな空気が、脳の隅すみ々ずみまで行き渡り、冴さえ冴ざえとすべてを研とぎ澄すますのを感じ、ゆっくり目を開いた。

「……殺さない」

「毒龍!!」

　シレイネが、非ひ難なんするように睨みつけてくる。クロウは顔をしかめ、強い意思を込めて見返した。

「パールは、おそらくまだ、妖精王の中にいるんだ。消えてはいない。……心を殺して全部背せ負おい込もうとするな、と。妻が言った。俺はその想いを、無む下げにしたくない」

　身を呈ていしてでも、「選ばなくていい」と彼女が示してくれた道だ。

「約束したから……あいつと。もう、独ひとりで、暗がりに歩いて行かないと」

　弟を再びは殺さない。可能な限り、ぎりぎりまで足あ搔がく。その選択に自分の活かつ路ろを見いだしてやる。

　結論を聞いて、一瞬、誰もが黙り込む。

「似た者夫婦だな」

　カイズが唐とう突とつに言った。

「そなたの妻も、同じ状況であれば、最後の瞬間まで道を探すだろう」

「でしょうねえ。あの子はそういう子ですもの」

　苦笑して同意したのはガウェインだ。

「クロウ。あんた……呆れた頑がん固こ者ものねぇ。ま、アタシはキライじゃないわよん」

「そうか。ここにいる面子メンツで、好意を持たれてありがたいのはガウェイン殿とカイズ猊下だけだから、十分だ」

「それ、つまりわたくしの好意だけ要いらないってことですわよね。相変わらず回りくどくて嫌いや味みで鬱うつ陶とうしい男。もう、あの子はこんな蛆うじ虫むしのどこがいいのかしら……」

　不満そうなシレイネの隣となりでは、ガウェインがにやりと唇の端を上げている。しかし、シレイネの関心事はすぐ別に移ったらしい。

「だいたいね、毒龍。あなたの弟君、『兄さま』に取り込まれてまだ自じ我がが残っている？　その事じ態たいが、そもそもあり得なくてよ」

「まぁ、詳しいことは、一度態たい勢せいを整えてから話してもいいかもしれないわねん。朝になったら『迎え』が来るはずだし……」

　ガウェインが何か言おうとした瞬間だ。

　──どん、と。

　低い呻うめき声とともに、何かが扉にぶつかる音がした。

　次いで、太い絶ぜつ叫きよう、水袋を地べたに叩たたきつけるような不気味な音。そして、かすかな忍しのび笑い。甲かん高だかく、まるで、幼い子供のような……。

「……今」

　誰ともなく声を失った。

　クロウはできるだけ音をさせずに立ち上がり、剣を抜いてシレイネとカイズを背に庇かばう。率そつ先せんして扉に向かったガウェインが、薄く扉を開け、外の様子を窺うかがう。

　風が吹き込んだことで、扉の向こうが、露ろ天てんの空間になっていることを知った。

「おいっ、あんたたち大丈夫か……!?」

　途と端たんに、ガウェインが顔色を変えてしゃがみ込んだので、クロウは駆け寄って扉の外を見た。回かい廊ろうは中庭に面しているらしく、白い柱が並ぶ向こうに整えられた庭木が見える。

　床に、張り番の吟遊詩人バルドが数人、倒れている。白い床に赤黒いものが飛び散り、錆さびついた臭においが鼻をつく。

「何があった」

「うう……」

　薄目を開け、苦しそうに吟遊詩人の一人が呻く。腕に傷を負っているようだ。

　助け起こしたクロウが、「息はある。まずは中に」と呟いた瞬間だ。

「──毒龍、避よけなさい！」

　シレイネが叫さけぶのと、鉤かぎ爪づめでクロウを攫さらおうと飛ひ来らいした巨大な塊かたまりを、とっさにガウェインが聖杖で叩き落とすのは同時だった。ぎゃあっと人に似た絶ぜつ叫きようとともに、漆しつ黒こくの羽が宙ちゆうを舞う。

（何が……!?）

　しかし、それで終わりではない。

　がしゃん、と内側から窓まど硝子ガラスの割れる音が響き、耳を塞ふさいでシレイネが悲鳴を上げた。外から頭を突っ込むように、何かが入ってこようとしている。

　灯火はほとんどが衝撃で消えたが、月のわずかな明かりでも、その雄牛のような巨きよ軀くと、牙きばの並ぶ口しかない人面は見て取れた。きゃらきゃらと、幼よう児じに似た笑い声が、すぐそばで聴こえる。

「下がって！」

　どうにか平常心を取り戻したらしく、シレイネが鋭く叫んだ。彼女が手をかざすと同時に、闇の中に、いくつもの青い光がひらめく。

　蝶の形をした不ふ可か視しの呪毒『ゆかずの現うつつ』は、触れたもの全すべてを強制的に眠りに落とす。

　──だが。

「噓！　効きかない、ですって!?」

　輝く蝶の群れに一瞬怯ひるんだものの、呪毒の鴉たちが、動きを止める気配はない。かろうじてひとつ割れずに残ったランプをかざしたクロウは、その首筋に、赤い蝶の紋もん様ようが刻きざまれているのを見て取った。

（そうか、『眠らずの蝶』と合わせて使っているのか）

　どうやら、遭そう遇ぐうしたシレイネの手の内をちゃんと読んで、鴉の一羽一羽に決して眠らない呪いをかけてから使し役えきしているようだ。どこかで聞いたような、芸が細かくて素晴らしいゲス具合である。ぜひとも今後の参考にしたい。

「『閧ときを上げよ、暁ぎよう光こうの申し児ごよ。慈じ悲ひを与えよ、落らく陽ようの愛いとし児よ。何者も其そを冒おかすことはなく、其を害がいすることあたわず』……」

　朗ろう々ろうと聖詩篇を紡つむぎ、怪け鳥ちようたちと向かい合ったのはカイズだ。第一聖席の吟ぎん詠えいは、対妖精において最強の力を秘ひめる。現世の肉体をもっても防ぎきれない威い力りよくに、群れは怯んだ。

「内側から逃げられる！　皆、隣の部屋へ……!!」

　暗闇の中を手探りで、カイズの指示に従いクロウも走る。穴の開いた脇腹に激痛が走るが、構ってはいられなかった。

　なんとか、全員移動できはした、が。

「オーゼン師、……意外と早かったな」

　疑いようもない。奇き襲しゆうはオーゼンの『隠れずの月』の鴉だ。

　独り言めいたクロウの呟きに呼こ応おうするように、樫の扉を曲きよく刀とうのような爪が突き破り、ずるりと向こう側に抜けていった。同時に、ドンドンと激しく重く大きなものが壁全体にぶつかってくる。──力技で石壁を壊すつもりか。殺やる気満々だ。

（ああ。この部屋、窓がないから、か）

　ランプをかざすと、乱らん雑ざつに積まれた荷箱が目に入る。ずいぶん広いが、どうやらここは、物置のような場所らしい。

（荷箱の中身は、リネンと獣じゆう脂し。衝つい立たてや寝台の予備……宿坊の日用品がほとんどだな）

　乾かん燥そうさせたナッツ類や瓶びん詰づめのジャムなどの保存食品まである。宿坊の管理人は相当いい加減なたちらしい。武器になりそうなものを物色する前に、とうとう打撃で建物全体が揺れ始め、ガウェインが舌打ちする。

「しつっこいわねえ。もうじきユナイアだってのに！」

「だから、ここで仕し留とめておきたいんだろう。俺たちを」

　急な運動で肺に負ふ担たんがかかったのか、シレイネは言葉もなく激しく咳せき込んでいる。呼吸の荒いその背を軽く叩きながら、クロウは思わずカイズを見た。

（猊下は……）

　彼は、兄弟子オーゼンを慕したっていたという。

　またオーゼンも、中央教会の呪毒に彼を巻き込むことを厭いとった。

「黒龍公。そんな顔をするな。……気にしてはおらぬよ」

　カイズは少し口こう角かくを上げた。

「どのみち対たい峙じせねばならぬ。彼はもう、……ただの背教者だ。教会を裏切り、陥おとしいれた」

（……と、猊下ならそう言うと思ったが。全く受け取めきれていないだろうな）

　いかに割り切ったふりをしても、そのいつになく落ち着かない視線、引き結ばれた唇からも、未だに彼が迷いの中にあることは自明だ。

（このまま鴉を使い続ければ、呪いでオーゼンの命も持たない……）

　カイズの真意に気づかなかった風を装よそおい、クロウはガウェインに尋ねる。

「ガウェイン殿。この宿泊施設、ほかに客は？」

「いないわ。貸切よ。ついでに、カイズ猊下の七光で、管理者もちょっと立ち退のいていただいてるわん。場所も、本堂から少し離れてるわねん」

「それはよかった。あと、シレイネ。オーゼンの使う『隠れずの月』は少し特とく殊しゆだと聞いている。あわいの生き物を普通の鴉に取り憑つかせているのだと」

「そうね。憑けるのも落とすのも自在のようだわ」

「つまり、化け物は元の動物がいれば作り放題なわけか？」

「……無限なわけではなくてよ。宿主と同じ空間でなければ、呪毒の獣は存在できない。たとえば扉で仕切られた向こうには、先に誰か人間が入って招かなければ、あの獣たちは勝手に踏み込めませんの」

（ああ、道理で無理やり壁を壊そうとするわけだ。部屋や建物そのものがなければ、縛しばりも何もなくなるということか）

　シレイネは、不安そうに相変わらず揺れ続ける壁から距離を取る。

「どうしますの、毒龍。壁ごと破壊されるのも時間の問題ですわよ。あの鴉は何羽いるのかしら……」

「さてな。まあ、増えてはいるだろう」

「さてなって、あなた！　あなたは怪我人で、カイズ猊下に格かく闘とうは無理。戦えるのはガウェイン＝ヘラルドだけ。こちらは圧あつ倒とう的てきに不ふ利りな状況ですのよ!?　……あ」

　声を荒らげかけたシレイネが、蒼ざめてぎょっと身を引く。

　自分がどんな顔をしているのか、クロウは気づいていなかった。

　──先を急いでるんだ。

（一刻も早くフェルを助けにいかなければいけない）

　その邪魔をするなら、叩きつぶす。

「……せっかくのお客様だ。せいぜい歓かん待たいしてやろうじゃないか」

　ユナイア兵が戦せん慄りつする『毒どく龍りゆう公こう』の酷薄な笑みを浮かべ、相変わらず激しく揺れる壁にクロウは見を眇すがめた。

　その奥に潜ひそむ敵を、睨み据えるように。
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　──思い出すのは、昔の話。といっても、ほんの十年ほど前のことだ。

『オーゼン師し！　捜さがしました』

　大礼拝室からの帰き途と、厨ちゆう房ぼうからただよってくる香りに、「今日は川魚のオリーブ煮込みか」などとのんきに献こん立だてを想像していた彼は、修行用の白い祭さい服ふくの裾すそを翻ひるがえして駆かけ寄ってきた少年に目をしばたたいた。

『んあ？　どうしてェ、ユアン坊ぼう。息切らして』

『聞いてください。オレ、三大詩トリスケリオンぜんぶ覚えたんですよ！　……じゃなくって！　別件！』

　いつものように、『？　でも、それはそれで偉えらいぜぇ』とずいぶん低い位置にある柔やわらかな栗くり色いろの癖くせっ毛けをわしゃわしゃ撫なでてやると、愛まな弟で子しは嬉うれしそうに鼻の頭を搔かいた。

（そういえば、預かってから四年だから、えーと……もう九つかあ、この子も。うちの娘ブランシユとあんま変わんねえなァ。あの教会嫌いで威い圧あつ的てきなロシュ侯こう爵しやく家けの血を引く皇おう子じサマを引き取るってんで最初は緊きん張ちようしたが、ぜんぜん取り越し苦労だったよなァ……って。どうした？）

　ぱたぱたと祭服を叩たたいて何か捜し回る愛弟子の様子に首を傾かしげていると、後ろからさらに、ひょっこり別の聖せい職しよく者しやが顔を出す。彼よりずっと年上の、無表情な砂色の髪の少年だ。纏まとうのは、ちゃんと道を修めた預言者ウアテスにしか許されない、黒い祭服と青の肩掛け。

『オーゼン。少し構わないか』

『お、カイズ坊じゃねえの！　珍しい組み合わせだな。どうしたどうした、二人揃そろって』

『それはですね……えーとその、しまった忘れてきたオレの馬ば鹿か……。そうだよ、オーゼン師！　夕方の礼拝のあと、ちょっと時間もらっていいですか？　カ、カイズ師がすんげえ頑がん張ばってくださったんです！』

『ユアン。それは誤あやまりだろう。基本的にはお前の手柄だ。なにせ、ぼくは不器用だし』

『？　……なんでぇ、頑張ったって』

　まとめてカイズの頭も容よう赦しやなく搔かき混ぜながら疑ぎ問もん符ふを飛ばしていると、『渡したいものが、あるんだ』と弟おとうと弟で子しは淡たん々たんと答えた。しかし、わずかに視線を逸そらすその仕し草ぐさが、彼の照れている時の特とく徴ちようだとよく知っている。

（お？　なんだ？　くそ真ま面じ目めで律りち義ぎっつーか、一いち途ずなんだよな、カイズ坊は。何年か前、オレがやったにわとこの腕輪をずっと後ご生しよう大事に着けてくれてるし……）

　ちなみに、叩いて柔らかくしたにわとこの樹じゆ皮ひや若枝を編んだだけの簡かん素そな腕輪は、正教の一般的な魔ま除よけである。もともとは、娘と揃そろいだと妻フルールがオーゼンに作ってくれたもので、二本あったうちの一本を家族の証あかしとしてカイズに譲ゆずったのだった。

　長持ちする品でもないので、自分のものは壊こわれて久しい。懐なつかしいことをつらつら思い出していたが、今は彼らの目的が先だ。

『何だ？　渡したいものって』

『何かは秘密ですよ！』

『お楽しみに。きっと驚くよ、オーゼン』

　愛弟子と弟弟子は、互いに目配せして悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ合っている。素直で真ま面じ目めなユアンをカイズは可愛がっていたし、齢よわい十八の若さで次期樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド第一聖席候補と目もくされるカイズにユアンも憧あこがれているようだ。それにカイズは、十五の頃まではまっすぐすぎて生きるのがしんどそうだったが、最近はずいぶん笑うようになった。なんだか、大小の子犬を眺めている気分になる。

（……なんつっか、あったけーよなァ）

　じんわりと胸に広がる気持ちに、彼は口くち許もとを緩ゆるめる。

（こいつら、そのうちいつか会わせてやりてぇな、妻フルールや娘ブランシユに。そうだ、フルールに、あいつ得意の鹿しか肉にくのシチュー作ってもらって）

　幸せな想像は、半なかばで翳かげりを帯おびる。辺へん境きように住まうその妻さい子しのことは、ずっと気がかりなのだ。妻は最近、近村が小こ競ぜり合いに巻き込まれることが多く不安だとしきりに手紙に書き送ってきていた。

（十一聖席継承の内ない示じがあったとこで、昇しよう進しんには響ひびくかもだが……やっぱ近々、いっぺん長ちよう期きの暇ひまをいただいて里帰りすっか。フルールは故郷を離れるのを嫌いやがってたが、ホントに呼び寄せる頃合いかもだ）

『じゃあ、オーゼン。約束だ。月が教会中央の尖せん塔とうを回る頃、聖なる樫かしの中心樹の下で待ち合わせよう』

『ん？　あ、ああ。いいぜェ』

　ぼんやり考え事をしていた彼は、弟弟子の声にはっと我に返る。

『ほんじゃ、それまでは教えてもらえねえのか？』

『だから、秘密なんですよ！』

　むきになって主しゆ張ちようするユアンの柔らかな頰ほおを突っつき、生真面目さが表れるカイズの額を撫でて。

（秘密って、なんだろな？）

　なんにせよ、楽しみだった。

　どんなことかは分からないが、弟のようで息子むすこのような二人が、自分のために、何か一生懸けん命めいにしてくれたことらしい。

『おうよォ、約束だ。樫の中心樹に、夕飯後な！』

　笑み崩くずれながら、彼は頷うなずいた。

　そう──あの時、彼らはどんなことを企たくらんでくれていたのだろうか。

　約束は、守られなかった。

　忘れもしないその日の夕食時。当時の十一聖席から密ひそかに呼び出された彼は──妻と子の暮らす村が、ユナイアとの戦いくさで跡あと形かたもなく焼き払われたのだと、報しらせを受け取ったから。
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（どうして今頃思い出すかねえ。……もうずいぶん昔のことだってのにな）

　醒さめた目で、灯あかりの消えた小さな宿しゆく坊ぼうの一室を見つめながら、オーゼンは感かん傷しよう的てきな追つい憶おくを打ち切る。あのあと、自じ失しつする時間が長かったせいで、約束はうやむやになったままだ。何度かカイズやユアンに問われることはあったが、応じる余裕はなかった。

「……慌てて飛び出てくるってことはねェかァ。さすがにお利り口こうさんだなァ」

　標的にしている人物がここに運び込まれたことを執しゆう念ねんで追つい跡せきし、さらに凶きよう暴ぼう化かさせた鴉からすたちで突とつ撃げきを仕掛けたのが半はん刻こく前。脂あぶら汗あせの滲にじむ額を拭ぬぐい、口こう角かくを上げる。

（なーんかさっきからやたら昔のこと思い出すと思ったら、あれか。走そう馬ま灯とうってやつ……目、霞かすむ。ハッハァ、やべえな。早くしねぇと死ぬやつだなぁ）

　それでも──彼は。クロヴィス皇子はここで仕し留とめておかなければ。

　奇き妙みような焦しよう燥そうがあった。

（たかが一人。だが、あの男は、モルドレッドの剣を持ってるんだ。それに、あの勁つよい意思……今後きっと、妨さまたげになる。ほかの邪じや魔ま者どもも、放置できねェ。みんなみんな、ここで消さないと。消サナきャな、ぜンぶ、早、ク……）

　思考が濁にごる。果たしてこの強きよう迫はく観かん念ねんは、まともな精神の産さん物ぶつなのか、錯さく乱らんの末すえの妄もう執しゆうなのか。それすら判はん然ぜんとしないが、構わない。絶ぜつ望ぼうを喰くらって発現する呪のろいは、確実に心を冒おかし、蝕むしばんでいく。

　標的たちが、逃げ込んだ納なん戸どらしき部屋の扉は小さすぎる。突破する前に、おそらく自分の命が尽きるだろう。

（数の上ではこちらが有ゆう利り。とすれば、どうすっかィ）

　鴉たちを一度下がらせると、目を眇すがめ、オーゼンは眼前の扉を眺めた。危険を伴ともなうが、やることは決まっている。

（──大きくする前の鴉を連れて扉の向こうにオレ自身が行くっきゃねえか）

　どのみち、鴉は夜よ目めが利きかない。自分が彼らの目にならなければ戦えないのだ。

　向こうには、最強の人間兵器・ガウェイン＝ヘラルドがいる。踏み込んだら素早く一いつ掃そうしなければこちらがやられる。

　決めれば善ぜんは急げ、だ。扉を開け、一羽を普通の小さな鴉に戻して先行させる。中で異常があれば出て来るはずだが、声もなく、静かなものだ。

　蝶ちようつがいを壊こわし、中扉を引き剝がした。化け鴉を次々にもとの鳥に戻し、続き部屋に送り込む。やはり、動きはない。

（よし）

　ランプの灯とも火しびをかざし、彼が目的の室へやに踏ふみ込んだ、瞬間だ。

　ぐに、と。

　兄元に、湿しめった布のような感かん触しよくがある。

（なんだ……脂、臭くさい。獣じゆう脂しを染み込ませたリネン、か？　それよりも、なんだ。この甘あまったるい匂におい。アプリコットみてえな……）

　どすん。

　ぎくりとした瞬間、背後でけたたましい音がする。風ふう圧あつが髪を煽あおり、衝しよう撃げきがびりびりと身体からだを震わせた。

（!?　退たい路ろを断たたれた!?）

　──自分が入るのと同時に、衝つい立たてか何かが落ちる仕し掛かけをしていたらしい。たらいを戸口に仕掛ける子供の悪戯いたずらかと舌した打うちしつつ、オーゼンは鴉たちを一いつ斉せいに巨大化させた。

（クソッ。思ったより広いな。ランプ程度じゃ全体は視みえねえ……！）

　なら、手当たり次第鴉どもを暴あばれさせて中から壁をぶち破ってやる、と思った瞬間だ。




「……やめたほうがいい」




（!?　クロヴィス皇子！）

　声は、意外とすぐそばで聴きこえた。姿は見えない。

「どこにいるんだ？　坊や。……無駄な抵抗って美しくねえと思うのよ。この部屋にオレが侵しん入にゆうしてる時点で詰つんでるだろ、なあ？」

　油ゆ断だんなく周囲を怪け鳥ちようで囲み、襲しゆう撃げきに備えながら、オーゼンは闇やみに向かって呼びかけた。

（どこにいやがる。ちきしょう。この闇……距離分かんねえな）

　わずかに唇くちびるを湿しめらせ、オーゼンは片かた頰ほおを歪ゆがめた。闇の向こうで、クロウのふっと笑う気配がする。

「時にオーゼン師。……甘い匂いがするのは分かるか？」

　たしかに、先ほどから気になっていた。この、アーモンドのような、アプリコットのような、場違いな香り。

「ああ。なんでェ、こりゃあ？」

「……師は、俺の得意分野をご存じだろうと思うが」

　ぼそぼそと、嗤わらい含みにクロウの声は告つげる。

　敵対国から『毒どく龍りゆう公こう』と彼が呼ばれているのは有名な話だ。それは、悪あく魔まのように回る知恵のほか、彼自身が毒物に造ぞう詣けいが深いことに由ゆ来らいする。その知見と技術は卓たく越えつで、有り物でどんなものでも調ちよう合ごうしてのけると。

「先ほど、この部屋のどこかに、南方砂さ漠ばくの石いし工くが材の切り出しに使うという、特とく殊しゆな毒を仕掛けた。毒でもあるが、むしろ……少しの摩ま擦さつや衝しよう撃げきでも大だい爆ばく発はつを起こす、それはそれは危険な炸さく薬やくだよ」

　反応すれば多分、五ご体たいは弾はじけて肉にく片へんも残らない──と、クロウは静かに語った。

「!?」

「ついでに、お気づきかと思うが。足元には、獣脂を含ませたリネンも敷しいてある。爆発の衝しよう撃げきは化け鳥どもの壁で防げても、部屋中が貴き殿でんを巻き込んで火の海だ。しかも鴉の羽は、撥はつ水すいのため脂で覆おおわれているらしいな。……さぞかし、よく燃えるだろう」

　その言葉に、オーゼンはぎくりとする。

　自分の持つランプの火ひ種だねが、急に恐おそろしいものに思えてきたが。

（参ったね。少しでも動けば、火だるまか肉片か二に択たくってことか）

　たしかに、そういう爆発性の毒物の話は聞いたことがある。匂いの特徴も一いつ致ちする。

　鴉は賢かしこいが嗅きゆう覚かくが弱く、匂いでは危険に気づけない。おまけに視覚もほぼ奪われた現状では、一体部屋のどこに問題の毒物が仕込まれているのか見当もつかない。

（炸薬なんて、苦し紛まぎれのハッタリかもしれねェ。だが、こいつの声の落ち着きよう……畜ちく生しよう、読めねェ。……睨み合いが続けば、先に弱るのは、『隠れずの月』で鴉を使し役えきしている上に『眠らずの蝶』まで併へい用ようしているオレのほう、ってか）

　爆発に巻き込まれるか、焰ほのおに包つつまれるか。どうする。それとも──

（いちかばちか……オレも火だるまになるだろうが、先に獣脂に火をつけて一瞬だけでも視界を照らす、か。オレの目で標的を絞しぼって、爆発前に鴉を使って全員始し末まつすれば）

「……愛いとしの奥方に会わなくていいのかい？　そんなアブねえモン、自分らも無事じゃ済まねえだろォ」

　腹を決めて問いかけると、わずかに黙ったのち、クロウは答えた。

「ああ。会いたいさ。だが、貴殿を止めるほうが先だ」

「オレを殺してでも止めるって？　くはは、情熱的だねェ」

「オーゼン師。俺は自じ殺さつ願がん望ぼうはないし、貴殿を殺したいわけでもない。……むしろ、まだ間に合うから、引き返せと勧すすめたいだけだ」

　絶望と復ふく讐しゆう心しんに吞のまれたまま自じ暴ぼう自じ棄きになれば、待つのは破は滅めつだけだ、と。静かにたしなめるクロウの声に、オーゼンの唇は奇き妙みように歪ゆがんだ。

「破滅のどこが悪い？　オレはもう、すべてを失うしなった。今さら、何も惜おしくねえよ」

「そんなことはない。たしかに俺も、一度は……同じところに立っていた。何もかも失ったと思い込み、世界を呪のろった。でも、オーゼン師。それは違う」

　絶望するのはまだ早い。

「あなたはまだ、大切なもののすべてを失くしたわけじゃないだろう」

　それきり、クロウの声は黙った。

「……寝言はそれだけかい」

　にやりと笑って、オーゼンは吐はき捨てる。

（……世間知らずの小こ僧ぞうが、知った風なことを）

　役目も何もかも投げ出して故こ郷きようの村に駆かけ戻った時の、あの衝撃を知っているか。燃え落ちた家か屋おく、散らばった調ちよう度ど。そして、瓦が礫れきの中から突き出した、半なかば炭たん化かした小さな手を見た時の、足元が崩れ落ちるような感覚を──

（熱い、苦しい、怖い、痛い。お父さん助けてって、あいつらが泣き叫さけんでる時。オレは何してた？　平和に飯食って祈いのって……この国のクソ穢ぎたねェ真実も、何ひとつ知らずに！）

　腐くさり切った負の帝国を、否、その存在を許すものをあまねく砕き、無に帰きす。この身を包む深い絶望と煮え立つ復ふく讐しゆう心しんが、今の自分をなす、すべてだ。

　燃えるような怒りのままに、オーゼンは迷わずランプを床に叩きつけた。

　ガシャン。ガラスの覆いが割れる音とともに、獣脂の染みたリネンを橙だいだい色いろの火か炎えんが包み、まるで夜が明けるように、ぱあっと部屋中が照らし出された。

　祭服の裾すそに火が燃え移り、自みずからの髪が、皮ひ膚ふが焦こげる臭いがする。胸に高こう揚ようが滾たぎり、熱さも、痛みも、すべてがどこか遠い。すると、鴉で築いた壁の隙すき間まから、奥でうずくまるシレイネ姫や深ふか手でを負おって倒れた吟遊詩人バルドたち、彼女らを庇かばって立ちはだかる紅あか髪がみの巨きよ軀くが目に入る。クロウの姿は陰かげになっているのか視みえない。

（見ィつけた……！）

　目が合ったオーゼンを睨にらみ、舌打ちしたガウェインが聖せい杖じようを構えて口を開いた。

「『種たね播まく者よ。汝なんじ、土をあたためるなかれ。冬の寒さが、その芽を強くする』……」

　彼が低く唱となえるのは聖せい詩し篇へんだ。たしかに鴉の動きを鈍にぶらせることはできるが、決め手にはならない。

　──さあ、喰い殺せ。

「滅ほろんでしまえ。何もかも！」

　焰と爆発から逃のがれようと、出口を塞ぐ衝立に背をつけ、手を振り上げた瞬間。

　予想外の人物が目に入る。照らし出されたのは、見間違いようもない、砂色の髪と孔く雀じやく緑みどりの瞳ひとみ。遠い昔に聞いた幼い声が甦よみがえる。




　──〝ぼくは、あなたとの約束を守り続けるよ〟

「……オーゼン」

「カイズ坊……!?」




　かつて、家族同然に親しんだ弟弟子。中央教会でも、彼だけは、どうしても巻き込めなかった──それが。

（どうして、ここにお前が）

　動どう揺ようは神経を伝い、確実に身体からだに広がる。思わずよろめき、背を預けた衝立が軋きしんだ。

　──その、瞬間だ。

「っ!?」

　体重を預けていたはずの戸板が、向こう側から叩き斬きられる。真まっ二ぷたつになったそこから現れたのは、クロウだ。

（！　出口塞いでから、外側に回ってやがったのか。やたらと言葉で足止めしてきたのも、最初っからこの隙を狙い、オレの位置を確実に固定するため……クソが！）

　あいだには障しよう害がいも何もなく、完全に丸まる腰ごし。たたらを踏ふむオーゼンの腹に、彼は剣の柄つかを叩き込もうと振りかぶる。いったん気を失えば、鴉たちの呪しゆが解ける。こちらの負けだ。

（させるかァ!!）

　──そこから先に起こったことは、正直、よく分からない。

　焦あせりのままにクロウに向けた鴉が、意に反して暴ぼう走そうした。鉤爪で、すぐ目の前にいたカイズを狙ったのだ。

「……あ」

　呆然と迫りくる化け物を呆然と見つめる弟弟子と、とっさに彼を守ろうと動くクロウとガウェイン。そして、自分は。

「危ねえ!!」

　自分の声が、他人のそれのようだ。考える前に身体が動いていた。灼しやく熱ねつの痛みが腹を貫つらぬき、一瞬、呼吸が詰まる。

（なんでぇ、最さい期ごは自じ滅めつかよ。カッコ悪わり、ィねェ……）

　にやついた拍ひよう子しに、口いっぱいに鉄てつ錆さびの味が広がり、溢あふれる。

　弟弟子を突き飛ばして立ち塞がった己おのれの腹には、『隠れずの月』の獣の鉤爪が、深々と突き刺さっていた。
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「たいしたゲス、だ、ねェ。『毒龍公』、っ……」

　焰の燃え広がる物置から中庭に逃のがれたあと、荒い息の下、カイズの腕に抱かれ、オーゼンは血ち泡あわを吹きながらも嗤わらっていた。

「言葉巧たくみにオレを誘ゆう動どうして、最後はカイズ坊まで使って揺さぶって……。鴉じゃなくて最初からオレだけが狙ねらいか。ハハッ、いやらしいねェ……」

「……そうだな」

　クロウは眉根を寄せ、頷く。

　オーゼンは呪毒を使いすぎた。彼を絶望から引き戻せるとすれば、カイズしかいない。

（フェルの瞳のように即そつ効こう性せいはなくても、ちゃんと向き合う機会を作って、お互いの絆きずなを再認にん識しきさせれば、あるいは……。そう思ったが……これは）

　策を練ねったのも、判断をしたのもクロウだ。最後の事じ故この責任も自分にある。

（そう言っても、きっと無む駄だだろうな。この様子の猊げい下かでは……）

「あの、シレイネ殿でん下か。どうにかオーゼン師を救う手立てはないんですの……？」

　俯うつむいたまま、自じ失しつしたように黙り込むカイズに代わり、なんとか応急処置を施ほどこしていたガウェインが、シレイネに尋たずねる。流れ出る赤が止まる気配はなかった。

「できなくはないけれど、難むずかしいわ。……命も心も呪毒にすっかり喰くい尽つくされたあとに、この傷ですもの。フェルの瞳で、呪いを弱めることもできない。彼自身が、新たに希望を見つけて生きる意志を持たない限り、きっと、このまま……」

　やりきれない思いに唇を嚙かむクロウに、「勝ったくせに、なんって顔、してんだィ」とオーゼンは唇を歪めた。

「……なあ、お前さんら。こんなとこで、悠ゆう長ちように、話し込んでるが、例の、甘い匂いのする爆ばく発はつ性せいの毒は、大丈夫なのかィ……火が燃え移りでもしたら……？」

「ああ。それなら、これだ」

　自分の命が終わろうとしているのに、弟弟子を見つめて、少し心配そうにするオーゼンに、クロウはアプリコットジャムの瓶を示した。

「物置にあった。ナッツ類をすりつぶして混ぜれば、これで、件くだんの毒に近い匂いになる」

　呆然と説明を聞いていたオーゼンは、地に転がったまま、「ははっ……」と噴ふき出した。

「ジャムとナッツであんなびびってたわけか、オレぁ……。つーか、悪あがきにも程があんだろ、あんたら。あははっ……」

　タガが外れたように笑うオーゼンの口の端はしから、真っ赤なものが溢あふれる。目の下は青黒く染まり、視線は虚うつろに宙ちゆう空くうに向けられて。

「悪あがきだよ。もう、全部、手遅れ、なのにな。妖よう精せい王おうは、最後の花嫁を、得た。すべてが終わる、ワル、プルギスが、来る……」

「手遅れ……って。どういう意味だ!?」

　息を吞むクロウに代わり、彼に目を合わせ、ガウェインが膝ひざをつく。肩に指をめり込ませる元『紅髪の悪あつ鬼き』の剣けん幕まくにも臆おくさずに、オーゼンは乾いた声で哄こう笑しようし続けた。

「あはっ、ざまあ、みやがれって、ん、だ。ホント、ひでえ悪あがきだよ。どいつもこいつも、みんなもうすぐ死ぬのに。あは、あははっ、……」

「……オーゼン」

　ぽつ、と。

　不意の、静かに名を呼ぶ声に、オーゼンはぴたりと嗤いを止めた。

「もういい」

　白い指が茶ちや褐かつ色しよくの髪を搔かき上げ、その額をなぞると、血で掠かすれた線が描かれた。

　その手を紅ごと握り込み、震える声で、カイズが呟つぶやく。

「ガウェイン殿も、黒龍公も。もう、いい。いいんだ……」

　乱れた呼吸を繰り返す兄弟子の頭を搔き抱いだき、静かにカイズは首を振った。

「カイズ坊。……お前さんも、来てたんだな」

　わずかに微笑んだが、オーゼンの視線はまったく別の宙をさまよっている。もう、目が視みえていないのかもしれない。
















「最後の最後に、やっぱりお前さんが邪魔をするのかァ。兄弟子甲が斐い、ねえなァ……」

「……ユアンに会った。あなたのことを案じていた」

　直接は答えずに、それだけ伝えるカイズにわずかに瞠どう目もくしたのち、すぐに力を抜き、「そうかい」とオーゼンは苦笑した。

「カイズ坊。……せっかく、第一聖席のお前さんが……いっとう偉えれェ十ド二ル賢イ人ドサマがいるんだ。ひとつ、『問もん答どう』、してって、くれねェか」

（……？　信しん仰こうを失ったんじゃないのか）

　一瞬、クロウは訝いぶかしんだが、口をはさめるわけもなく、ただその語らいに耳を傾ける。動揺したのはカイズも同じだったらしく、困こん惑わくしたようにこちらを見た。

　首しゆ肯こうを返すクロウに、カイズも唾つばを吞み、表情を引き締しめる。

「……『天が問い、地が秘ひす其そを質ただすのは我。赦ゆるすべき罪つみはいずくにかある』」

　朗ろう々ろうと読み上げられるそれは、教会において、自らの罪ざい科かを俗ぞく人じんが聖職者に告白する際に使われるものだ。『問答』と呼ばれるそのやりとりの先に、人は進むべき道を見いだす。

「オレは、十一聖席の知ち識しきを継承していくうちに、……エルラントが、妖精の傀かい儡らい国家だと知った。それで、絶望した。国を拡大してェとか、権けん勢せいを強めてェとか。ユナイアとの小こ競ぜり合いで死んだ妻も、娘も。歴代皇帝と妖精の……そんなしょうもない予定調和のために、殺されたのかと」

　ぼそぼそと、低い声で。しかしはっきりと、オーゼンは呟く。

「あいつらを奪ったもの、全部ひっくり返してしまいたかった。滅びるなら、いっそすべて滅んでしまえばいい。妖精王の僕しもべのエルラントも、頑かたくなに抵抗するユナイアも。何も知らないほかの国も。全部……」

「な……？」

　この言葉に、クロウは眉をひそめた。

（全部滅びる？　妖精王は、『夕暮れの姫』を得られなかった際に、エルラントを通じてユナイアを制せい裁さいするだけでは──）

「クロヴィス皇子」

　不意に呼びかけられ、はっとクロウは息を吞む。

「妖精王の、本当の狙ねらいたァ、な。代々の、暁あかつきの子を喰くって、夕暮れの子を娶めとって、戦争で、憎ぞう悪おや悲ひ嘆たんの連れん鎖さを広げて……力を増してった、のは」

　かつて、千年以上前。

　人の負の感情を好み、血肉を貪むさぼるためにあわいから紛れ込んでくる妖精たちは、ユナイアの生み出した対妖精の武器『聖詩篇』と、聖詩篇を奉ほうじる『教会』によって封ふうじられた。信仰の広がりとともに、彼らはこちら側での力を失い、人々はいつしか妖精の害を忘れたが──

「あいつが。二百年前から、虎こ視し眈たん々たんと狙ってきたのは、さァ……。エルラントと、ユナイアを取っかかりに──こちらとあちらの境界あわいに、穴をぶち開けること。もう一度、この世を自分たちの餌場にすること」

　代々のエルラントの皇帝を取り込み、東西のあわいで戦を繰り返して、力を増す。

「その悲ひ願がんが、叶かなうのが、次の、ワルプルギス、なんだ。妖精王が、こちらに紛れ込めてる時点で、境界の壁はもう、かなり薄うすくなってるのさァ。最後の花嫁を手に入れて、ついに目的を成じよう就じゆする……」

　とぎれとぎれになりつつも告げられた言葉に、クロウは色を失った。

　──ワルプルギスまでに、妖精王を『あちら』に返さなければ……。

「あわいの妖精たちが、一気にこちらになだれ込んでくるってことか……!?」

　真まっ青さおになって、ガウェインが髪を搔き乱す。クロウは思わず、妖精王の分身である姫君を見た。彼女は静かに首を振る。

「……シレイネ。もしそうなったとすれば、被害は……？」

「今、そんなことになったら。殺さつ戮りくはエルラントとユナイアだけじゃすまないわ。ほかの国はそもそも聖詩篇がないのだもの。対抗できるすべがない……」

「そういう、こった。……さァ、オレが話せるのは、これで、ぜんぶだ。ありがとな、カイズ坊。お前さんの『問答』で、最期は、聖職者として死ねるらしい……」

　話し終えたオーゼンは、ふうっと大きく息をついた。

　その声は、もうほとんどただの呼吸の延えん長ちようと化している。かぽかぽと血を吹きながら、彼は、赤く染まった指を宙にさまよわせる。

「フルール。ブランシュ。……オレも、もうすぐ、……そっちに」

　妻子の名だろう。

　名前を呟く彼の瞳は、虚うつろなまま。

（だめ、か）

　せめて希望がかけらでも取り戻せれば、息を吹き返せるかもしれない──クロウはわずかにその可か能のう性せいも考えたが、おそらく難しいだろうと悟る。

　亡なくした妻子しか見えていないのなら。絶望に囚とらわれたまま、死者に心を奪われれば、あとは連れて行かれるしかない。

「……オーゼン」

　徐じよ々じよに力を失っていく兄弟子の手を握りしめ、カイズがいま一度その名を呼んだ。

「待ってくれ。私は。……ぼくは、まだあなたと、話していない」

　手の甲こうを額に押しつけ、絞しぼり出すように続ける。

「過去の言葉に囚われたまま、今のあなたを知ろうともしなかった。このまま、後こう悔かい尽づくしで別れになるのは、嫌だ……！」

　ぴく、と。

　最後、閉じかけた瞳をこじ開け、オーゼンは弟弟子の声のほうに目を向ける。そして、自分の肩に置かれた弟弟子の手に触れ、訝しげな声になった。

「……？　カイズ坊。手首の、それ……」

　クロウもつられて視線を向ける。カイズが身に着けている、にわとこの腕飾り。よくあるお護まもりのひとつだが、あまり凝こってもいない、素そ朴ぼくで古びた品だ。

「あなたがくれたものだ。娘とお揃いだと言って、妻君が送ってくれたと」

「失くしたと思ってた。物持ちいいな。オレのは、とっくにちぎれてどっかいっちまったのに……。そうだ、あの腕輪、どこいったかなァ……」

「……これもだ。一度ボロボロになってすり切れて、ユアンがにわとこを継つぎ足たして直してくれた。その時新しいものを、ユアンの分と、あなたや奥方やお子にも一緒に作ったんだ」

　袖そで口ぐちからにわとこの飾り紐を抜き、目を見開いたオーゼンの手首に巻きながら、カイズは続ける。

「きっと忘れてしまっていると思う。十年前……約束したんだ。ユアンと、あなたと。夕食のあとに会おうって。……これを渡す、はずだった」

「忘れてねェよ」

　ぽつり。オーゼンは吐と息いきのように呟く。

「忘れ、ねェよ。秘密、っつってた、から。なんだろうなってずっと」

　そして濁にごった目を和なごませ、ふっと口許を緩めた。

「おまえ、手。そっ、か。ずいぶんでっかく、なったんだ、なァ」

「……そうだ。手だけじゃない。ぼくは変わった。偏へん狭きような視野しか持たなかったぼくを、オーゼン、あなたが導いてくれたから」

　癒いえない傷に触れることになるから、妻さい子しゆかりの品を贈るのは憚はばかられて気づけば十年。けれど家族なら、喜き怒ど哀あい楽らくのすべてをもっと早く分かち合うべきだった。そう、カイズは声を震わせる。

「家族じゃ、ないのか。噓をついたって、間違ったって、何度だって向き合い許すのがそうじゃないか。ぼくはあなたと話したい。ユアンだってそうだ……！」

「ユ、ア……う、……も」

　オーゼンは微笑み、唇の形だけで、ほとんど声にならない言葉を伝えた。

　──ユアン坊もそこにいるのか？

「すまなかった。……お前、たちに、ひでェ、迷惑かけて。そうか、オレには……お前たちも、いたのにな。なんで、視えてなかったのかなァ」

　ぽつぽつ呟くと、彼は少し笑った。

　ありがとうな、と。

　その瞬間、カイズに握られたその手からゆっくりと力が抜け、ぱたりと床に落ちる。

（……亡くなった……？　いや）

「……絶望が、消えた？」

　思わずといった風ふ情ぜいの、微かすかなシレイネの呟きに、クロウは目を瞠みはる。

　瞼まぶたを閉じた男の顔から、いつの間にか、色濃こく浮き出ていた死し相そうが薄れていることに気づいたのだ。
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「黒龍公、それにガウェイン殿。少し邪魔をする」

　念のために、ガウェインと一緒に朝まで周囲を警戒することにはなったが、オーゼンはどうやら単身で乗り込んできたらしく、追おっ手てが増える気配はない。ほのかに夜の色を薄めつつある東の空を見上げながら、ガウェインとぽつぽつとりとめのない会話をしていたクロウは、声をかけられて振り向いた。

「カイズ猊下。オーゼン師は落ち着いたか」

「ああ。……すまぬな。心配をかけた。今、呪毒の処しよ置ちに詳くわしいからと、シレイネ姫がついてくれている。眠ったまま、目覚めない場合もあるということではあったが……」

「そうですの……。って、え。手当てって、シレイネ殿下。彼のそばにいて平気なんですのん？　オーゼン師は、背教者とはいえ十一聖席でしょうに」

「さて、どうであろうか。『腐くさっても十二賢人ドーゼ・ドルイドの手当てなんて正直嫌でたまらないけれど、本当に腐っている聖職者だからいくらかマシだわ』ということだが」

　ガウェインとともに、それはまあ大丈夫なんだろうな、とクロウは半はん眼がんになった。皮ひ肉にくの方向性が、どこかの誰かさんのようだ。もっとも、『彼女』の場合は一生懸命嫌いや味みを捻ひねり出しているようだったが。

「どうした？　黒龍公。ものすごく渋しぶい顔になっているが」

「……いや。妻の演技の再現率が、意外に高かったことに驚いているだけだ」

（いくら身代わりでもそんなところまで似せなくていいのに。フェルも）

「それより、何か話の途中だったようだがよかったのか。とりあえず報告はすんだゆえ、不都合なら去るが」

「いいえ。くだらない話しかしていないですわよん？」

　気を使ったらしいカイズに、ガウェインが苦笑する。クロウも同意した。

「ああ。諸もろ々もろ片付いたら、この教会には、弁べん償しようも兼かねて寄き進しんを弾はずまねばならない、とかな。延えん焼しようこそ止められたが、小ぼ火やを起こした物置はなかなかに悲ひ惨さんな状況になったから」

「そうだな。エルラント中央教会からも詫わび状を出さねば」

　律りち義ぎに頷くカイズに、クロウは独白がてら呟く。

「……惜おしいことをした。いろいろ」

「まあ、物置部屋ひとつですんだならまだマシじゃないのん？　珍しいわね、あんたがそんなに渋るの」

「床にブチまけたアプリコットジャムとナッツ、堅かたパンでできる限り回収したかったが、全部燃えてしまったな」

「そこか!!」

　ガウェインとカイズの突っ込みがきれいにかぶった。

「……？　俺は、何か間違ったことを？」

「いえ、なんでもないの。すっごい複ふく雑ざつな気分なんだけど。あんた、ちょっと思考回路がフェルディアちゃんに似てきたわね」

　眉間を揉もむガウェインに、クロウは目をしばたたく。

（フェルに？）

「そ、そうか？」

「なんでちょっと嬉しそうなのよ褒ほめてねえよ。あ、でも待てよ。娘に似てるってことは褒めてんのか？　イヤ絶対違うんだが……あれ？　自分見失った？」

　謎なぞの二に律りつ背はい反はんに陥おちいって、ガウェインは頭を抱かかえてしまった。たしかに、しばらく顔を見ていないから、脳が深しん刻こくな嫁不足に陥っているとは感じていた。ひょっとすると、成分の自じ己こ補ほ塡てんに走り始めたのかもしれない、と。クロウは冷静に自じ己こ分ぶん析せきする。

（待てよ。それ、危ない禁きん断だん症しよう状じようの一種では）

　そこで、不意に無表情のまま黙もくしていたカイズが「間もなく、夜が明ける」と口を開いたので、迷子になりかけた思考が戻る。

「……そうすれば、『迎え』が来る。黒龍公。そなたはこれからどうする？」

「どうする、とは？」

「先行して報告が届いた。城も領も、今、貴殿の記き憶おくがすっかり消され、弟君のものになっているそうだ。正確には、弟君の皮をかぶった妖精王の」

　クルヴァッハには戻れまい、とカイズは言う。今行ったところで臣しんは一人もおらず、それ以前に、戻れば即そく、殺される。

「腹の傷もある。ユナイアにしばらく亡ぼう命めいするのが得とく策さくだと思うが」

「いや？　夜明けとともに、すぐに戻る」

　しれっと返したクロウに、わずかに目を見開き、カイズはしばらく啞あ然ぜんとしていた。なかなか固まったまま動かないので、どうしようかと思う。

「あのな。貴殿は私の話を聞いていたか」

「聞いたうえで戻ると言っているんだ」

　正直、今すぐ飛んで帰りたいのを、状況のために耐たえているところだ。さすがに、なんの備そなえもないまま、ただ殺されるわけにもいかないので。

「迎えの面子メンツは聞いた。……それは『迎え』ではなく、『加か勢せい』だ。そして万一、そんなものがなかったとしても」

　──フェルが、たった、独りで戦っているのだ。

（待っていろ。すぐ、行くから）

「……妻が留守を預かってくれているんだ。おそらく盛せい大だいな無茶をしながらな」

　──〝間に合うか間に合わないかは、あなた次し第だいね〟

　夢の中で聞いたリグレインの台詞せりふが甦る。

（危険は、フェルの身に迫ることか、それとも妖精王の企みそのものにかかるのか……いずれにせよ悠ゆう長ちように構える暇ひまはないということだ）

　広げた掌てのひらを見つめ、やがてそれをぐっと握り込み。口を引き結び、眉根を寄せる。

　顔を上げた彼の双そう眸ぼうの群ぐん青じように、朝の暁ぎよう光こうが射し込み……。

　宿坊に、──おびただしい軍ぐん靴かの音や馬の嘶いななきが響いた。
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　お仕事人生、始まってからまださほど長くもないのに、何が起きるか分からない。

　毒どく龍りゆう公こうと離婚できたら一いつ攫かく千せん金きん──だった任務は、いつの間にか真逆になった。

（げ、神誓ゲツシユ解かい除じよするとホント死ぬっていうか。旦だん那なさまと離婚しちゃうと絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいとか。……予想外すぎる）

　指先でこめかみを押さえ、フェルは、黒龍城の自室で独ひとり唸うなる。本日の装よそおいは、漆しつ黒こくのタフタに、ビーズ細ざい工くで大輪の花を描えがき出したドレスである。ヘッドドレスも黒のレース。最近、験げん担かつぎと若じやつ干かんの当てつけを込めて衣装は黒ばかりを好んで着ていた。

　この際、運命の数すう奇きさは脇わきに置いておくとして。見えてきた希望はふたつある。

（なによりもまず、旦那さまが、間違いなく生きてるってこと！）

　腹の傷がどうなったのかは分からないし、それ以前に五体満足でいるかどうか。心配も不安も尽つきないが、生死が──それも限りなく『死』寄りで不明だった時とは雲うん泥でいの差だ。

　おまけにフェルはフェルで、彼がそのものずばりの意味で誓ったであろう『結婚の神誓』に守られて、どうにかこうにか安全に毎日を過ごせている。

（そしてもうひとつ。こっちは確証取れないけど、あの『妖よう精せい王おう』の中に、まだ『パーシヴァルさま』が残ってる可か能のう性せいがあるってこと）

　──あなたは、自分のすべきことだけ考えるんだ。

　妖精王に襲おそわれたあの晩、『パール』がフェルに言った言葉だ。

　あれから、彼とは一度も顔を合わせていない。偽にせ嫁よめの虚きよ弱じやく設定を限界まで活用して、「立てば腰よう痛つう、座れば弛し緩かん、歩きながらもギックリ腰」と年ねん齢れい不ふ詳しようの仮病を使って遠ざけたはいいが、逆に自室軟なん禁きんの口実も与えてしまった。

（『神誓』の力で、お城のみんなにも領民にも手は出せないはずだから、目もつ下かの危険は、避さけられた……けど）

　──しかし、当然のこと、かかった暗示はそのままだろう。

　お互い動かないし動けない。まさに進しん退たい窮きわまる、膠こう着ちやく状態だ。

　そして、このまままんじりと待つわけにもいかない。立夏ベルテイナになれば、なしくずしにフェルは『パール』の妻になってしまうのだ。

（それに、妖精王……何かを待ってるっぽいんだよね）

　──〝ワルプルギスになれば〟

　彼が幾度となく口にした言葉だ。

（ワルプルギスに、……何があるの？）

　圧倒的に判断材料が足りない。そして、じり貧ひんなフェルの動きを、妖精王パールは精神的にも肉体的にも、完全に封ふうじにかかっている。

（その手には乗るか。戦いくさで大事なのは情報、っと。よっし。今日こそ！　今まで何度も邪じや魔まされてきてるけど、堂々とお散歩を装よそおって状況を……）

　きょろきょろと周囲を見回し、ぬき足さし足で移動した扉の前で深呼吸するフェルは、いつの間にか背後に音もなく忍しのび寄った人影に気づかなかった。

「やれやれ懲こりない。何度脱だつ走そう企くわだてたら気がすむんですかねえ。奥方さまは」

「うばぁっ!?」

　悲鳴を上げて転がったフェルを上から眺め下ろし、いたって冷静に「おお。これは愉ゆ快かいなお声」とさほど愉快でもなさそうに告つげた男に、フェルは涙目になる。

「けけけケイさま!?　ビックリするじゃありませんの！　しかも淑しゆく女じよの部屋に勝手に入るなんて、是ぜ非ひとも半刻前までに承しよう諾だくを得てからになさって！」

「承諾、我が君のなら得てますよ。あなた様が部屋から出ないように見張ってろってね」

「ぐっ」

「……あまり、手間をおかけにならないで下さいねぇ。鋼こう絲しで縛り上げて吊つるすのも許可されておりますが、最終手段にしたいのですよ。自分め、そういう趣味、ないんで」

　唇くちびるを嚙かみ、フェルはかつて親しく話していたはずの家か令れいを睨にらんだ。パールに寝返ったケイは、ここのところ「奥方を部屋から出すな」と厳げん命めいを受けているらしい。出かけようとするたび、こうして妨害されるのだ。

「あなたの『我わが君きみ』は、パーシヴァルさまじゃないでしょう」

「は？　自分めにとっては、主しゆ君くんは日替わり定食の主菜並みにコロコロ変わるものなんで、そういうのよく分かんないですねえ」

「っ……！」

　奥の読めない笑みとともに放たれた言葉の辛しん辣らつさに、フェルは口を引き結んだ。

（揺さぶられるな。この人は、……信用できない）

　悔くやしがること。悲しみを露あらわにすること。それらはすべて、『感情』という情報を相手に与えることだ。すなわち、弱みを見せること。

　──全部、凍こおらせるんだ。氷ひよう海かいの冷たさを持つ、あの人の瞳ひとみのように。彼だって、城主として、きっとこうして心を殺し続けてきたはずだから。

「そう。あなたの本音は、よく分かりましたわ、ケイさま」

　極限まで固めた無表情で、フェルは応じた。

「ほう。……昔のあのかたのような眼めをなさる。あまり、あなた様には似合いませんね」

　曖あい昧まいに口くち許もとを歪ゆがめ、ケイは目を細めた。

「まあ、不毛なやりとりはさておき。半・囚とらわれ人びとの奥方さまに、朗ろう報ほうです」

「朗報？」

「我が君から呼び出しです。よかったですねぇ、外に出られますよ。……なんでも、奥方さまにお話ししたいことがあるとか」

（え）

　きいっと扉を押し開け、家令は緩く一礼して外を示した。歩き慣れた薄暗い回かい廊ろうの奥が、なんだか遠く感じられる。

「どうぞ？　こちらへ」

（臆おくするな。どうせ、前にしか進めない！）

　まなじりを決し、フェルは胸元で拳こぶしを握りしめた。
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「いらっしゃい。よく来たねぇ、お嫁さん。腰痛・弛緩・ギックリ腰はもう大丈夫？」

「たった今悪化しましたわ。なんのご用事？　パーシヴァルさま」

　領主執しつ務む室しつにある樫かしの大机で、パールは何かの書類をためつすがめつしながらフェルを迎えた。

（いつも通……り？　このあいだのことに、触れてくる様子はなさそう……）

　妖精王は、相変わらずにこにこと奥の読めない無む邪じや気きな笑みを浮かべ、机に頰ほお杖づえをついている。一見、ただ穏おだやかな青年にしか見えない。

　一方で、この机にクロウ以外が掛けていることに、激しい違和感を覚える。努つとめて平然を装いつつ、フェルは視線を床に落として、挨あい拶さつ代わりの皮ひ肉にくを投げた。

「珍しいですわね。……全然領主の義ぎ務むを果はたそうとなさらないあなたが何をしてらして？」

　いくら外界と遮しや断だんされていても、侍じ女じよを通せばそれぐらいの情報は摑つかめる。

　多種の少数民族が暮らし、東西のあわいにして南北に長い広大なクルヴァッハは、帝国の領としては最も統とう治ちが難むずかしい地のひとつだろう。

　加えて今は、半なかば宙ちゆうに浮きかけているとはいえ、商路の話もある。クロウは睡すい眠みんや食事の時間を惜おしんでまで仕事をしていたが、パールにその様子はない。

「ユナイアとの開戦も控ひかえているのに……このままでは、外がい憂ゆう以前に内ない乱らんに発展しますわ」

「そうだね。おれも、そのへん気になってたんだ」

（噓うそこけ!!　絶対！　気にしてないし！）

　怒ど鳴なり散らしそうになりつつ、フェルは鉄の平常心で笑みを頰に張りつけた。残念ながら目は笑っていないので、なかなかに怖い表情になる。

　ぱさっと書類を机に投げ出し、「だからさ」とパールは微笑ほほえんだ。

「あげることにしたんだ、ここ」

「は？」

「領主のあれこれ？　おれ、別に興味ないし。だから、欲しいって人にあげちゃおうと思ってさ。飛び地の領としてね」

　一瞬、時が止まる。──思わずフェルは声を失った。

（なに、それ。むちゃくちゃだ）

　畏おそれ多くも皇こう帝ていから賜たまわり、封ほうぜられた土地を独どく断だんで譲じよう渡とする？　通常なら、即そく処しよ分ぶんされるような不ふ届とどき千せん万ばんな話だろう。

「父上はいいってさ。ほらね、見てコレ。こんな紙切れの模様ひとつに従したがわなきゃいけないって、人間ってかくも浅はかだね？」

　彼が示したのは、先ほどまで斜め読みしていた羊よう皮ひ紙し。宝ほう冠かんを守る翼よく竜りゆうと月げつ桂けい樹じゆの紋もん章しようは、ウーベルの徽き章しようだ。

（陛下の勅ちよく書しよ!?　……ホントだ、あっさり許可してる!!）

　辺へん境きようひとつ、化け物の遊び場にしても惜しくはないと思っているのかもしれない。改めて腹立たしくなり、フェルは歯を食いしばった。

「このお城には、そのまま住んでて大丈夫だよ。そういう約束だし。あれ？　浮かない顔だね。ちゃんと働く領主が来てくれて、大好きなクルヴァッハにも残れて。意外ときみの望みどおりじゃないの？」

　立ち尽くすフェルに、パールはひらひら手を振ってみせる。

（読めない……何考えてるんだ、この人）

「何考えてるの？　って顔だね。どこが疑問？」

　心を読まれたのかと思った。思わず、ぎくりと半歩退ひくフェルに、「あはっ、面おも白しろいなあ。全部顔に出てるってば」とパールはおかしそうに笑った。

「おれ、すごく退たい屈くつなんだ。でも、きみが領民を食べることを禁きんじちゃったし、綺き麗れいなお嫁さんには手が出せないし。暇ひまで、ひもじくて、死んじゃいそうで」

「……もう死んでますでしょ」

「野や暮ぼなこと言わないでよ。だからさ？」

　仕方ないから、きみに遊んでもらうことにしたんだよ、花嫁さん。

　明るい海色の瞳を笑みに細め、亜あ麻ま色いろの毛並みを持つ猫のようにパールは伸びをする。

「何をおっしゃってるのか分かりませんけど。遊んであげませんわよ。わたくしは」

「あれ？　ホントに？　放置でいいんだ？　じゃ、この話も見過ごして大丈夫なんだね？」

「何をおっしゃっているの？　見過ごして大丈夫かって──待って」

　そこで、気づいた。自分で彼に突きつけた神ゲツ誓シユのことを、思い出したのだ。

　──〝クルヴァッハ領内の誰にも手を出すことは許さない。彼らを一人でも欠き、一ひと筋すじでも傷きずをつければ、わたしは命を絶たつでしょう〟……。

「あ……！」

　妖精王の狙ねらいを知り、じわっと全身から血の気が引いていく。

　神誓で守れるのは、『領内』の人間だけ。つまり。

（ここを強制的に『クルヴァッハ領』でなくしてしまえば、文もん言ごんの意味が変わる……!?）

　そうすれば、妖精王はどこでも手を出し放題だ。あの不気味な影が、城内を這はい回って人々を喰くい荒す光景が浮かびかけ、フェルは蒼あおざめた。

（それじゃ、今すぐ『エルラント国内の人間みんな』とかに訂正すれば……!?）

「やめたほうがいいですよ？」

　まるで考えを読んだように、腕を組んでそばに控ひかえていたケイが冷ややかに告げる。

「聞けば、神誓は、対象が広がれば広がるほど散さん漫まんになるものだそうで。世界が常に平和でありますように、なんて願いが叶うわけないのと同じですよねえ。気軽にポンポン立てても、誠実な神への誓いとしての加か護ごの時間切れが早まるだけです」

「そんなの……！」

「試してみますか？　もっとも、そういう聖せい詩し篇へんの知識は、自分めより奥方さまのほうがお詳しそうですが、ねえ」

　そのとおりだ。同じ内容の誓いを何度も上書きして変更することは、その都つ度ど自分の不実さを認め、中身の曖あい昧まいさを証明させていくことになる。

（でも、いちかばちかやってみるだけでも）

　迷いを捨てきれないフェルに、「危険はそれだけじゃなくてさ」とパールは付け足した。

「実は、呪い、さっき変更しちゃたんだ。内容を」

　パールの視線を受けて、ケイがわずかに顎あごを引き、口を開く。

「ああ、そうですねぇ。今までの呪じゆ毒どくに含ませた命令は、『城主はパーシヴァル＝エルラントだと思い込め』というものでしたが……つい昨日、『領の譲じよう渡とが無事に終わらなければ、舌を嚙かんで全員自じ決けつしろ』を追加したって言ってましたっけ、我が君」

「……!?」

　自みずから命を絶つならば、たしかにパールは『手を出して』はおらず、神誓に背そむかない。領の明け渡しで一いつ斉せいに妖精王の餌え食じきとなるか、または守られたまま自ら命を絶たつか。

「つまり、喰われるか無む駄だ死じにかの二択で、どのみち誰も生き残れないわけですよ。このお城は」

　絶ぜつ句くするフェルの顔を嬉しそうに覗のぞきこみ、異界から紛まぎれ込んできた化け物は告げた。

「どうしよっか。嫌なら、遊ゆう戯ぎから下りてもいいよ？　その瞬間、お城はすぐに無人の廃はい城じようになっちゃうのが決定するけどね」

　ばくばくと心臓は荒れ狂くるい、背中にびっしょりとかいた冷や汗で、絹きぬのビスチェがべったりと肌に張りつく。めまいがしそうなほどの焦しよう燥そうで、吐きそうだ。

（この人の中に、本当に『パーシヴァルさま』が残ってるの!?　気のせいだったんじゃ……）

「まあ……実は、誰も食べなくても、最悪きみがいなくても。別にこのまま、こちらにとどまるだけで、おれの目的は果たされるのだけれど。だからこれは、本当に、ただの暇つぶしのお遊びだ」

　さあ、選んで。楽しげに告げ、彼は、手すさびに亜麻色の髪をいじっている。

「戦う？　遊ぶ？　諦める？　泣き叫ぶ？　ねえ。その果てに何を選ぶ？」

　笑い含みの声が遠ざかり、きいんと耳鳴りが鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

（旦那さま……！）

　守ると、決めた。あなたの背を。それなのに。

　立ちくらみを起こしそうな頭痛が襲い、フェルは歯を食いしばった。




「ケイさま。お願いです。止めさせてください！　このお城の全員を化け物の生いけ贄にえにするなんて……!!」

　執務室を出るなり、フェルを部屋まで送り届けるらしいケイに取とり縋すがった。

　縋るというより、胸むな倉ぐらに摑みかかりそうな勢いきおいの少女を、彼は静かに見下ろしていたが。

「止める、とは。異いなことを。なんの利り益えきがあって、ですか？」

「なっ……!?」

　心底不思議そうに、そして冷徹に。ケイは、そう切り捨てた。

「自分めは、商人です。損そん得とくで動きますので。多少同じ屋根の下で過ごした程度の他人と、任にん務むを負おった自分の命。天てん秤びんにかけろと言われて、どちらを取るか自じ明めいなのでは？」

「!!　あなたはそこまでっ……！　完全に、見み損そこないましたわ」

　これ以上は、かけ合っても無む駄だだ。「なんだ、やっぱり感情、殺せてませんね？」と口を三み日か月づき形に吊り上げる家令──否いな、そうだった男に背を向ける。

「そうそう。これはお聞き流しいただいてもいい、独り言ですが」

　そのまま立ち去りかけたフェルの背に、ケイは呟つぶやく。

　しかし、言われたとおり無視するには、内容があまりにも意外すぎた。

「某ぼう第一皇おう子じ殿下の、長年の某近この衛え兼けん密みつ偵ていが罷ひ免めんになりました。あんなに優秀だったのに」

　一瞬、ぱちぱちと目をしばたたいたフェルだが。

（それって、ジルフォードさまがミゼをクビにしたってこ……と？）

「えええ!?」

　気づけば、ぐるんと振り返ってしまっている。先ほどまでの怒りも吹き飛ぶほどの衝しよう撃げきに、フェルは顎あごを落とした。

「な、なんで!?　あり得ませんわ！」

「ところがあり得ちゃったんです。しかも理由は謎なぞ、と。経けい緯いはさておき、せっかく素敵な人材が浮いたんですし、じゃあ空あいた彼女は是ぜ非ひうちでって思ったら、すかさず次の雇こ用よう主ぬしが決まりました。残念」

「次？」

「ええ。なんとびっくり、某第四皇子殿下です。つまり、ミゼルカ殿は、ジルフォード殿下のとこを去ったとたん、ユアン殿下の護衛になったってことですよ」

「……はぁあ？」

　思わずフェルは、形容しがたい声を上げた。

　とっさに、つぶらな青せい灰かいの瞳で『オレと契約して、護衛少女になってよ！』と訴うつたえるユアンの顔が浮かんで、自分の想像力に絶望した。いつの間にそんなことに。

「訳が分からないよ、じゃなくて、ですわよ……」

　呆然としていると、「あと、もうひとつ」とケイは人さし指を立てた。

「我が君が、領地を譲渡する相手として選んだのも、その紫し龍りゆう公こうユアン殿下ですよ」

「!?」

　一瞬抜けてしまった空気が、たちどころに緊きん張ちようを帯おびる。

（そうか。ユアンさまは操あやつられてるから……でも、『知らずの理ことわり』は、基本的に本人の理性が残ってるはずで……？）

「譲渡のお話をされたところ、是ぜ非ひ！　と積極的に食いついてこられたそうですよ」

「え……」

「実は前から欲しかったんですって、クルヴァッハ。で、譲渡の調ちよう印いん式しき典てんの立会人には、なんとミゼルカ殿の元あるじ、白はく龍りゆう公こうをたってのご所しよ望もうだそうで。我が君が快かい諾だくしていたんで、むろん陛へい下かも……ですねえ。なんていうか、あの人もやっぱりあのイグレック殿下の同母弟おとうとですし。いやはや、猛もう獣じゆうのほかに、腹のうちに何を飼っていたものやら」

　まったく愉たのしめないままの春の祝祭は、間もなく完全に明ける。

　けれど、その前に。最後に一波乱起きそうだ、と。

（ユアンさま。ミゼを雇い入れたことといい、なに、考えてるの──？）

　聞けば彼は、もうすぐ黒龍城に来るらしい。よりによって、ジルフォードとミゼを引き合わせるように伴ともなって……。

「一体どこまで、誰も彼も噓つきなのか。さてはて、どうなることやら」

　嵐の予感ですねえ。

　そう言って、家令は笑った。
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「やっほう、来たぜ！　弟だ!!」

「紫龍公新任専属護衛のミゼルカ＝ティアシェです。普段は床下に潜ひそんでいます」

　──本当に来た。

　帰城当時は固かったアーモンドの蕾つぼみは、またたく間に柔らかさを増し。端が薄うす紅べにに色づき始めた頃、ケイの予告どおり、第四皇子ユアンとその護衛ミゼが黒龍城を訪れた。

　一応、ほかにも最低限の近衛は連れているようだが、よほど人数を絞しぼっているらしい。彼らの背後に並ぶ紫龍兵は、前回、ジルフォードが奇き襲しゆうをかけてきた時より少なかった。

「どこかで聞いたような台詞せりふありがとうございます、ユアンさま、ミゼ」

　今日も、簡素な漆黒のドレスを身に纏まとい、飾りは白い薔ば薇らのコサージュを胸に留めるだけという、いたって素そ朴ぼくな格かつ好こうで、『藍らん龍りゆう公こう夫人』となったフェルは、城門まで出て客人たちを迎えた。

（ミゼ、……あの時別れたきりだったけど……よかった、無事で。ユアンさまとも仲良さそう……？）

　もぞもぞと落ち着かない気分のまま、フェルはミゼを見る。今は、紫むらさきと褐かつ色しよくを中心にした、紫龍兵の軍ぐん装そうに身を包つつんだ彼女は、相変わらず機き敏びんな仕草で敬けい礼れいをする。その紫し暗あんの瞳には、特に感情の色も浮かんでいなさそうで。

（クビになったの、衝撃受けてないわけじゃないよね？　き、訊きけない）

　なんだか、故こ郷きようのベルファスティスで、近所の女友達が、相そう思し相そう愛あいだった恋人の話をさっぱりしなくなった時のことを思い出した。気になるが、踏ふんだが最後、という心しん境きようだ。

　複雑なフェルの心情など知るよしもなくユアンは明るく、一緒に城主として彼らを出迎えたパールの肩を叩いている。

「パールもシレイネもひっさしぶり！　ってわけでもねえか。春分節オースターラぶり？　つっても、オレしばらく市街地に出てたし、お前ら夫婦揃って挨拶もなくいきなり帰るしさあ」

「まあね。悪かったと思ってるよ。ところで、ジル兄上も一緒って聞いたんだけど……まさか、そのミゼルカが抱かかえてる長細い麻あさ袋ぶくろ……違うよね？」

「ん？　そうだ、あとで貴き賓ひん室しつの寝しん台だい貸してくれよ。四階がいいな。逃げられたらヤだし」

「えーと。……おれの話、聞いてる？　ユアン」

　演技かもしれないが、妖精王入りのパールも、さすがにちょっと引き気味である。

（絶対その『まさか』の中身当たっちゃってるでしょう！）

　オチを知っているフェルのほうは蒼ざめた。

「城下のキカラ見てきたけど、気が早いことにもうベルティナの準備始めてるんだな。春分すぎたし、ワルプルギスも、すぐそこかあ……なあ、パール。新婚生活どうよ？　毎日夫ふう婦ふ喧げん嘩かしてんじゃねーかって心配してんだぜ」

「ご心配なく。ご覧のどおり、円えん満まんだよ。きみも早くお嫁さん貰えば？」

「うわ、のろけやがって」

　パールと楽しそうに語り合うユアンは、一見どこも変わらない。たまに肘ひじで小こ突づき合ったりしているのを見ると、「あの二人は仲が良かった」とクロウをして言わしめていたのもよく分かる。

（むしろ、なんかこう。いちばんはじめの遅れてきた反はん抗こう期き時代のユアン様を知ってるだけに不自然なほど明るいっていうか、若じやつ干かんしらじらしいような。でも、そんな理由もないし？）

　彼の記き憶おくの中でも、クロウの位置に無理やりパールが収まっているので、やっぱり消化不良を起こしているのだろうか？　しかし、背後にひっそりたたずむミゼの様子があまりに淡たん々たんとしているのも気にかかる。そして、担いだ麻袋がぴくりとも動かないのももっと気にかかる。

「どうぞ中に。お茶の用意してあるんだ」

「おう。久しぶりにバター茶飲みたいな」

　先に立って城内を示すパールのあとに、ユアンも続く。

（？）

　──と。フェルの傍らを通り抜けざま、そっと彼は何か小さく折りたたんだものを手渡してきた。きょとんとしたフェルの耳許に、彼は囁ささやく。

「見つからないように読んだら、燃やせよ」

（え……）

　すぐに反応できず、呆あつ気けに取られて立ち尽くすフェルの前で、「あー旅疲れた！　なあミゼルカ！」などと明るく──いささかわざとらしくも感じる声音で──話しながら、ユアンは行ってしまう。

（なんだったんだろ？）

　兄きよう弟だいの姿が、角を曲がって見えなくなるのを待って、フェルは眉まゆをひそめる。手渡されたのは小さな紙し片へんだ。言われたとおりこっそりと広げ、息を吞んだ。

　描かれていたのは、剣を吞み込む黒龍。つまり、『黒龍公』の──クロウの紋章だ。

　下に小さく走り書きがある。

『話したいことがある。月が中ちゆう天てんを過ぎたら、例の、お狩り場の森まで来てほしい』

「……っ!?」

　フェルは、思わず顔を上げて前を見る。一人フェルを待つふりをしてちらりとこちらに視線を向けたミゼが、小さく頷うなずくのが分かった。
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（ジルフォードさま、本気で全然別人みたいだった。麻袋に詰められてたのに、呆れただけで何も言わなかったし……）

　貴賓室に運び込まれたジルフォードとは、彼が目覚めたあとも、結局フェルはほとんど言葉を交かわせなかった。

　とはいえ、いざ再会するまで、正直フェルもジルフォードの顔をまともに見られる気がしなかった。いくら毒に操られてのこととはいえ、クロウを刺したのは彼なのだ。しかし、抱いだいていた複雑な思いは、実際に義ぎ理りの兄を目まの当あたりにして消し飛んでしまった。

　──〝なんのつもりだ。こういう軽けい率そつな遊びは好かない〟

　まるで物でも見るように冷ややかなまなざしで、彼はユアンをたしなめた。たしなめるというより、厳しい処しよ断だんの前段を告げているようで、フェルのほうがひやひやしたものだ。

（彼が『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』だったって聞いた時は、最初冗じよう談だんかそっくりさんか白龍城七不思議かだと思ったけど。……まさか、本当にあんな）

　もっとも、注意されたユアンのほうは、「まじ？　ジル兄貴が言う？」などとへらへらしていた。それはそれで、フェルとしては違和感満まん載さいだったのだ。以前、ジルフォードがユアンを無理やり担かつぎ込んだ時とは、まるで配役が真逆になっている。

（もう、何がなにやらだよ。……その意味がこれから、分かるってこと？）

　一日の終わり、フェルはすっかり疲れ切ってしまった。

　深夜、月が中天にさしかかるのを待って、そっと部屋を抜け出す。そのままの姿で見み咎とがめられるといけないので、一応召めし使つかいの扮ふん装そうに身を包む。

　──〝花嫁さま、どこいくの？〟

「邪魔しないで。眠ってなさい」

　妖精たちがついてこようとするのは、ひと睨みで黙らせる。最近、彼らの扱いが板についてきた。むしろ──感覚を思い出してきた、というのかもしれない。あとが怖いので、どういうことかは深入りしないようにしている。

　建物の群れを抜けたところで、綿のキャップとメガネ、カツラを取り、脱いだエプロンで丁てい寧ねいに包んだ。

「良かった、来てくれて。……あれ？　シレイネお前、その格好」

「ちょっとした仮か装そうですので。お気になさらず」

　まさかとは思っていたが。獅し子しとハヤブサを従したがえたユアンがいたのは、お狩り場の森の半ば。以前、呪じゆ毒どく『隠れずの月』に冒おかされた彼に、クロウと共に対たい峙じした場所だった。

　召使姿のフェルを見て、ユアンは何か連想したらしい。複ふく雑ざつな表情で「え……いや、うん、違うよな。うん」とよく分からないことを呟いたが、すぐに振り払って気を取り直したようだ。彼のすぐ背後には、やはりというか、ミゼが控えていた。

「ご足そく労ろういただきありがとうございます。……申し訳ございません、こんな夜分に」

　軽い会え釈しやくとともに、少し眉を曇くもらせて謝しや罪ざいを述のべるミゼに「いいえ」とかぶりを振りつつ、正直、頭の中は疑ぎ問もん符ふだらけだ。

「あの、ユアンさま、ミゼ。お昼に渡してくださったあの紙は、どういう……？」

　さっそく切り出すフェルに、難しい顔でユアンは一瞬黙った。

「……猊げい下かの読みじゃ、あんたはまともなはずだ」

「え？」

「紙に描いてあったの、なんの模様か、分かるだろ」

　ごく、とフェルは唾つばを吞む。

　知っている。当然だ。黒龍公の徽章──ほかでもない、仮かり初そめの夫の紋章なのだ。

　警けい戒かいするフェルに、少しためらいがちに「どうぞ、お気を楽に」と告げたのはミゼだ。

「……我々は、正気なんです。黒龍公クロヴィス殿下のことも、覚えております」

「……!?」

　声を失うしない、目を見開いたフェルだが、すぐに我に返る。

（ミゼは、そうだとしても。ユアンさまは……）

　彼は、春分節オースターラのはじめに、妖精王から直接暗示をかけられて、『パール』の生存を信じ込んでいたはずだ。きちんと話して確かめたが、噓うそをついている様子ではなかった。

「解けたんだ、あの変な暗示。……断食フアスナハト明けの馬ば鹿か騒さわぎに紛まぎれて、こっそりカイズ猊下がオレを訪ねてきて、解いてくださった。ちょっと思い出したくないほど過か激げきな方法で」

「うそ！」

　思わずフェルは叫さけんだ。ユアンの足元で控えるモリガンとマハが、その声に驚いて耳をぴんと立てる。

「カイズ猊下が？　でたらめだわ。今度は何を騙だまそうっていうんですか、妖精王は……！」

「シレイネ、落ち着けって！　噓じゃねえよ。オレはちゃんとクロウ兄貴のことも覚えてるし、ジル兄貴があんな性格じゃなかったのも、パールが……死んだのだって分かってる！　今のあいつの中に、得え体たいの知れない化け物が入ってんのも、全部……」

　実際に使うとは思ってはいないが、最近のフェルは、シレイネに渡された浄石のかけらのほかに、いつもクロウに渡された懐かい剣けんを隠し持つようにしていた。

（たとえ呪毒に操られていないとしても。彼は、クルヴァッハを狙ってるわけだし）

　指輪をはめた手で胸にある『お護り』たちを抱きしめ、フェルはユアンを睨む。

「だって、あなたはその化け物の申し出をふたつ返事で受けたんでしょう」

「受けたよ。操られっぱなしのジル兄貴とか、書庫で情報探しに明け暮れてるヨミのところに飛び火したら大変だから。ごめん、そのせいで何が起きてるのかは正直教えてほしいとこなんだが、食い止めんならオレしか……って、全然信用してねえな？　そのジト目」

　一方のユアンはミゼと顔を見合わせ、ちょっと途と方ほうに暮れたような顔をした。

「えーと……オレ、だいぶ警戒されてるか？」

「仕方ないのではと。ここ数日、色々なことがありすぎました。とはいえ当方比では、ユアン殿下は信頼指数的に、ジルフォード殿下の十分の一も怪あやしくないはずなのですが……」

「え、やめろよ。百分の一くらいかと思ってたぞ」

　なんとも、毒どつ気けの抜かれるやりとりだ。フェルのほうがよほど途方に暮れたくなってくる。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うぞ。オレは、兄貴たちを取り返したいんだ」

　ユアンの言葉に、ミゼも頷く。

「ジルフォード殿下は、記き憶おくと心を。クロヴィス殿下は存在を。パーシヴァル殿下は、もう亡くなっていますが……身体からだと魂たましいを。それぞれ妖精王に奪われています」

「え……」

「だから、あんたにも協力してほしいんだ。シレイネなら、クロウ兄貴がどうなったのか知ってるんだろ？　皇こう宮ぐうじゃ、もう誰も兄貴のこと知らなくて、何が何やらなんだよ」

　二人のまなざしは、真剣そのものだ。

　フェルは戸と惑まどった。どういう反応をしたらいい。

「正直、何を信じていいのか分からなくなっています」

　じっとユアンがこちらを見つめている。まなざしから逃のがれるように、フェルは目を逸そらし、俯うつむく。

（あんなに頼もしかったジルフォードさままで操られて、旦那さまが刺されて。渡る世間はケイさまばかりって感じで。もう疲れたというか……どうにでもなれーいというか）

　胸に巣くった不信感が、じわじわと心に黒い染みを広げていく。絶望や悲ひ嘆たん、諦あきらめ。すべてが妖精の好物であると、クロウは教えてくれた。彼らの思うつぼだと分かっていても。

「なんというか、市場を歩いていたら、すれ違いざまに道行く人々全員に、『芋いもひとつ金貨百枚、安いよ』って売りつけられている気分というか」

「は？　芋？」

「いえすみません忘れてください。また余計なことを。そう、もう、本当はあまり考え事に向いていないんです、わたし……わたくしは。脳みそまで筋きん肉にくでできているって、それこそカイズ猊下にも言われたくらいで」

「カイズ猊下は、『先だって、黒龍公夫人に筋肉まで脳みそでできていそうだと言われた』とちょっと自じ慢まんげにしてたけど」

「自慢するところですの!?　新しいですわね！　あ、でも、カイズ猊下にお会いになったというのは本当ですのね」

　思わず突っ込んでしまいながら、フェルは悩んだ。

（信じていいの？　また、ケイさまやジルフォードさまの時みたいに裏切られたら）

「あのさ、シレイネ」

　ぽりぽりと首の後ろを搔かき、ユアンが口を開く。

「考えるの苦手なの、オレもだから。……気持ちは、すっげ分かるんだよ」

「あ、はい。ユアンさまは確実にわたくしのご同類ですわよね！」

「おい！　元気ねえのにそこだけ勢いきおいよく食いついてくんな!?」

　話の腰折られるなあとこぼしつつ、ユアンは「じゃあさ」と指を立てた。

「考えんの、やめたらいいだろ」

「やめる？」

「あれこれ向いてねえのに考えるから悩むんだよ。あんた自身はどうしたいんだ？」

「……それは」

　フェルは言葉に詰まった。本音を明かしていいのか、という気持ちもあったが。考える暇いとまもなく声が咽の喉どから滑すべり出ていた。

「旦那さまを取り戻したい、です」

「じゃ、協力するよ。オレたちが」

　さらりとユアンは返した。隣でミゼが深く頷く。

「シレイネさま。私たち皆、目的は同じです。取り戻したいもののために動く。今度こそ、お役に立ちますから。……私も、あなたさまのお力が必要なのです」

「……」

　なんと返していいか分からず黙り込んでいると、「オレがいちばん苦しかった時」と、不意にユアンが口を開いたので、フェルはそちらを見た。

「誰も信じられなくて悩んでたオレを、助けてくれたのはあんたや兄貴たちだった」

「ユアンさま？」

「皇こう宮ぐうで、黒龍城で。誰にも相談できなくて、ずっと独りで闘ってきたんだろ。それが辛つらいの、知ってるのに。……ごめんな、気づいてやれなくて」

　青せい灰かいの瞳に強い意思を宿し、「だから」とユアンはフェルに手を差し出した。

「これからは、一緒に戦う」

「ご不安な心しん中ちゆう、お察さつしします。ですがまだ、私たちには武器があります。可能性は潰ついえておりません」

　それを聞いた瞬間、フェルの中で溜まっていたいろいろなものが、一気に奔ほん流りゆうとなって身体中を駆かけた。

　彼らの言葉が、じんわりとあたたかく心臓を包む。声が出ない。

（……何を疑ぎ心しん暗あん鬼きになってたの。心を殺すことなんて、ない。信じて裏切られるのと、信じもせずに自じ滅めつするなら。信じて死んでいったほうが、ずっとましだ）

　羽をむしられ窯かまに入れられるまで、自分の宿命さだめを知らない愚おろかな七面鳥だと嘲あざけられても構わない。──こんなにも救われた、その気持ちを疑いたくない！

　心を決めた瞬間、すとんと心が安らいだ。張り詰めていた気が緩んだせいで、目め頭がしらが熱くなり、鼻の奥がつんとする。これはまずい、とフェルは奥歯を嚙みしめた。

（ダメだ、こんなところで泣いたら。ユアンさまだってミゼだって絶対びっくりする！）

　まだ気を抜ける立場じゃない。クロウの帰き還かんまで、この城を守る役目があるのだから。

「……シレイネ」

　気力を総動員して視界が潤うるみかけるのを我が慢まんする。フェルの前でガシガシと前髪を搔くと、「あーもう！」とユアンは叫んだ。

「クロウ兄貴の馬ば鹿か野や郎ろう！　ホントはあんたの役割なんだからな！」

「え。わっ!?」

　彼は、堪こらえ続けるフェルの頭に手を伸ばすと、乱らん雑ざつにわっしゃわしゃと搔き混ぜる。綺き麗れいに編んだ髪は、見るも無む残ざんな鳥の巣状態だ。面食らったフェルは涙を引っ込めた。

「いきなりなんですの!?」

「泣くからだよ！　女の涙とか、慣れてねえからびっくりするだろ！」

「はあ!?　泣いてませんし泣きませんし涙に男女もないですし！　妄もう想そうではなくて!?」

　頭を押さえて抗こう議ぎするフェルに、「だいたい、なんでオレの前でばっか泣くんだ、お前ら！」と負けじとユアンも反論する。なぜ複数形だ。

　それから彼は、「……泣くほどのものでもないだろ」とそっぽを向いた。

「クロウ兄貴、黙ってヤラれてる柄がらじゃねえし。絶対どっかであんたを助ける機を窺うかがってるって。殺しても死なねーだろ、あいつ。中央教会前の雑ざつ草そうよりしぶといし」

　ぽん、と。最後に軽く頭を叩く仕草は、どことなくクロウに似ている。

「はい。クロヴィス殿下はもちろん……ジルフォード殿下も、体力的には軟なん弱じやくそのものですが、芯しんは大変強いかたなので。そうそうやられっぱなしではすまさないはずです」

「ミゼ……。そうですわね。きっと。いいえ、必ず。……ありがとうございます」

　自らに言い聞かせながら頷くフェルに、「決まりだ」と微笑み、ぐいっとユアンは拳を突き出した。

「オレたちで、絶対兄貴たちを取り戻そうぜ」

「……はい！」

　力強く頷いて、フェルは上から同じように拳を重ねる。さらに上から、ミゼの拳も重ねられた。

「あ、少し待って。僕も入れるくださいますか」

　さらに、脇わきの茂みを揺らしてにゅっと差し出され、重ねられた手がもうひとつ。
















　──濃こい肌色で、骨ばってはいるが大人の男性にしては少し小さい。

（へ!?　いつの間に、ってか誰!?）

　ぎょっと顔を上げたフェルの目に飛び込んできた人物は。

　瑠る璃り色いろがかった銀ぎん髪ぱつと、紫と青の混じり合う朝焼け色の瞳。どう転んでも十五そこそこにしか見えない童どう顔がんと、東方の衣装。

「こんにちは花嫁さま。……皆さん、待ち合わせ遅くなって、すまないだです。ちょっと、目をごまかすのに手間取ったです」

「キリヤさま……!?」

　ぽかんと口を開けるフェルに軽く頭を下げ、北の塔から逃とう亡ぼうしていたという南なん東とう部ぶの少数民族『高原の民』イルの首しゆ長ちよう、キリヤ＝イル＝ティカルは、ほのかに微笑んだ。




　城を抜けてからこちら、ずっとキカラ市街地に潜せん伏ぷくしていたのだとキリヤは語った。

「紫龍公が連絡を取ってくださって、城にもこうして入ってこれるますた」と首を傾かしげる病弱な青年が、素す手でで塔の鉄てつ格ごう子しを押し曲げた方法について尋ねたところ、「意外といけるんだです」と答えにならない答えが返ってくる。是非とも深く突っ込みたいところだが、もっと先に話すべきことがある。

「『黒龍領』の名がなくなると城勤めの奴が全員喰い殺される!?　噓だろ!?」

　ここ数日についてのフェルの報告に、真っ先に色を失うしなったのはユアンだ。

「どうしよう。オレ、そんな誘いに乗っちまったのかよ……！　しかも、調印しなけりゃ

今度は強きよう制せい的てきに全員自じ殺さつって、本気でか!?　いくら人じん外がい魔ま境きようっても狂くるいすぎだろ！」

「……残念ながら、多分、本気です。彼にとって、人のふりをすることも、飽きたおもちゃを潰すことも、等しく楽しいお遊ゆう戯ぎだから」

　キリヤの同意に、一気に場が重くなる。

「ですが」と淡たん々たんと口を開いたのはミゼだ。こういう時の冷静さはさすがといえる。

「そこまでに『知らずの理』の呪いを解いてみなさまを正気に戻せば、誰も自害せずクルヴァッハの譲渡がない限り、シレイネさまの『神ゲツ誓シユ』で、城の者たちは守られる」

「……譲渡の調印の儀はいつ？」

「うん。明後日あさつて、つってた。……それまでが、勝負ってことだよな」

「明後日……そんなにすぐですの」

　それまでに、呪いを解くことができなければ、黒龍城はおぞましい惨さん劇げきの場となる。

「でも、どうやって……？」

　頭を抱えるフェルに、「そうそう、その件なら！」と人差し指を立てたのはユアンだ。

「……『知らずの理』って、解かい呪じゆの特とつ効こう薬やくがあるんですか!?」

「特効薬っていうか、呪いを解くきっかけは作れるみたいだ。ヨミいわく、夕ゆう輝き晶しようの青いやつ……浄石って言うんだっけ？　それが持ってる、記憶に作用する力を使ってるとかどうとか。ほら、預けるよ」

　フェルは、手渡された解呪の薬を入れた瓶びんを見つめた。

（青い薬。これで、呪いが解けるの？）

　今、帝国領内を汚染している『知らずの理』は、ジルフォードを『親』とするもの。

「つまり、ジルフォード殿下の毒の呪いを晴らしてしまえば、あとは根こそぎ上書きされて、『パーシヴァル殿下』の居場所はなくなるということですか？」

「って、オレも思ってさ……ギリギリまでジル兄貴に試してみたけど、無理だったんだ」

　渋い顔で首を振ったのはユアンだ。

「ミゼと協力して、ここに来るまでに、眠らせて原げん液えき飲ませたり、そこから麻袋に詰めたままブン回して撹かく拌はんしたり、耳もとで『三大詩トリスケリオン』大だい音おん声じよう詠えい唱しようとクロウ兄貴関連の鬼き畜ちく思い出語り百連発とかいろいろやったんだけど」

「ご自身のお兄さまと元あるじに何やってんですか」

「細かい点はさておき、いずれも苦しませるだけで効きかなかったのです。シレイネさま」

　あとを引き継ぎ、唇を嚙んだのはミゼだ。「これ以上は限界だです！」と良りよう識しき担当のキリヤによる制止が入らなければ、ちょっとまずいことになっていたかもしれないという。

「呪毒が進行して、薬はもう効かない段階。今は、廃はい人じん半歩手前。心に負ふ荷たんがかかりすぎたです」

　キリヤの言葉に、フェルはぎくりとする。

「それって、ジルフォードさまは助からないということ……？」

「なんとも言えませんです。彼が自力で戻ってこれたら、あるいは」

「？　自力で戻るっていうと……」

「よっぽど理性に反することを命めいじられると、それに抗あらがおうと力は働くものなるます。その反動で戻る、かもと」

　そういえば、『眠らずの蝶ちよう』に支配されたガウェイン、『隠れずの月』に支配されたユアンも、結局はフェルの瞳を媒ばい介かいに使ったとはいえ、自分の意思の強さで生せい還かんした。

（あれを、ジルフォードさまでやろうと思ったらどうするかっていうと。……そうだ、わたしの瞳って、『浄化』じゃなくて『上書き』なんだよね？　妖精王の目を盗ぬすんで、一時的になら、新しい命令を上書きしちゃったり、できるのかな？）

　ジルフォードが、死んでも絶対にやりたくないことといえば──？

　じっと目を伏せて考え込むフェルに、「あと、追い打ちではないのだですが……」と申し訳なさそうにキリヤが付け足す。

「問題がもうひとつ。『親』を解呪すれば、たしかに根こそぎ暗示は解ける。でも、呪毒の影響が抜けるまでかなり時間がかかるです」

「えっ！　時間って、どれくらいですの!?」

「自然に戻るのを待つとすれば、少なく見積もって三日は。そのあいだは、かけられた呪毒の命令は活いき続けるです」

（そんな！　たとえ今すぐジルフォードさまの解呪に成功したとしても間に合わない！）

　ではやはり、ジルフォードの解呪とは別に、少なくとも黒龍城にいる全員を一気に呪いから解き放たなければならないのだ。

（そのためには、やっぱりこの解呪薬をみんなに使わなきゃ）

「たとえば解呪薬を黒龍城の全員に行き渡らせることができたとしても、今度は彼らの記憶に揺さぶりをかける手段が必要ですね。どこか広いところに兵も使用人も一同に集めて、暗示を解く状況を作るというのは……」

　顎あごに手を当てて考え込むミゼの隣で、フェルはふと思いを馳せる。

（旦那さまならどうする？）

　離れ離れになってからも、幾度も彼との記憶に救われた。

（考えろ。旦那さまだったら……）

　機き知ちに富とんだあの人なら、こういう時、どうする──？

「あ」

　思いついたことがあり、フェルは思わず声を上げた。

「ひとつだけあります。絶好の機会が！」

　慌あわてて思いついた案を三人に話した。ついでに、「ちょっとどうかと思いますが」と前置きして、先ほど考えた、ジルフォード救済法の件も話してみる。

　反応は三者三様。「無茶すぎねえ!?」と止めるユアン、「是非やらせてください」と真顔で申し出るミゼ、「たしかに、おっしゃることは分かるますが、あまりに」とためらうキリヤ。

（うう。まあ、わたしも無む謀ぼうかと思う。特に、ジルフォードさまに関しては、自分でも結けつ構こう外げ道どうだと思うし……でも！）

　まとまらない三名に、フェルはあえて「ふっ」と笑ってみせた。

「危機こそ好こう機きですわ。ユアンさまのほうがお詳しいでしょう。獣けものは、自分が獲物を狙っている時が、いちばん無む防ぼう備びになるのではなくて？　裏をかいてさしあげるだけよ」

　七割ははったりだが、強しいて微笑んで頷くフェルに、「えっ」とユアンは僅わずかに引いた。

「……言いたかねえけど、あんた妙にクロウ兄貴に似てきたな。夫婦だからか？」

「!?　わたくしが旦那さまに!?　ど、どこがどのように!?」

　自分でもほんのり恐れていた事態なので、即座に食いつくフェルに、ユアンはびくつく。

「策のゲスっぷりとか、口調の嫌いや味みっぽさとか……あと仕草？　なんか、組んだ腕とか指先でトントン叩くやつ」

「うそ!?　しかも最後のそれ、わたくしが『旦那さまにやられて苛いらついた仕草第一位』じゃございませんの!?　あんなド鬼き畜ちくド外げ道どう毒どく男おとこに、意識もせず仕草まで似てきた!?　いやぁあり得ない人生終わったどうしよう!!」

　しかし、あの魔まの脳みそが備そなわってきているなら、今はむしろ喜ばしいかもしれない。使い終わったら可か及きゆう的てき速すみやかに返へん却きやくしたいところだが。

「……あのさ、確認だけどシレイネ。あんたクロウ兄貴の嫁で、兄貴が心配なんだよな？」

「？　もちろんですわ」

「あ、うん。そうだよな……オレ、なんか結婚するの怖くなってきた……」

　煩はん悶もんするフェルに、ユアンはどこか遠い目をした。なぜだろう。

（さて。仕上げの方法は、あらかた決まった。悩ましいのは、肝かん心じんの……これ。どうするかってこと）

　顔をしかめ、フェルは手の中の小こ瓶びんに視線を落とした。
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　──それぞれと分かれたあと、部屋に戻りながら、フェルは手渡された『解呪の薬』の小瓶をまじまじと見た。蓋ふたを開くと、中からラベンダーオイルのような香りがする。

（手に入れたはいいけど。問題は、これをどうやって城の全員に分かつかなんだよ）

　皇宮で全員がやられた『知らずの理』と同じく、黒龍城の水は全部汚お染せんされているようだ。ユアンいわく、これは『呪いを解くきっかけ』らしい。今は、すっかり『パールが城主』という虚きよ構こうができあがってしまい、多少の違和感は簡単に塗ぬりつぶされてしまう。

　けれど、その虚構に楔くさびを打てるのがこれだ。さらに砕くだくためには、もう一息。楔に思いっきり叩き込む、槌つちの一いち撃げきが必要になる。

　皇宮にいるヨミの予想では、解呪の要になるのは〝記き憶おく〟なのだという。

（ヨミさまは、パーシヴァルさまを蘇よみがえらせることへの執しゆう着ちやくがあまりに強すぎて、呪いがかからなかった。相反する記憶は呪いの噓に打ち克かつんだ。つまり、『この城のあるじはこいつじゃないはずだ！』ってみんなが思い出せるきっかけを作ってあげること……）

　──〝呪いを解くために、身体に入れるのはほんのちょっと、液状でも気体でもいいんだ。でも、すでに呪毒で汚された媒ばい体たいに撒まいても、負けるからだめなんだってさ〟

　ユアンの言げんを思い出す。

（じゃあ、水、以外で。全員が等しく触ったり飲んだり食べたりするもの……？）

　前は、毒の紛れ込んだ経路を特定するためだったが、今度は逆だ。敵の目を盗んで、自分が解呪の薬を城内にばら撒まかなければいけない。

（……どうしよう。ラナにはもう相談できないし）

　シレイネのように、自分で動いてくれる蝶の形を作れるならいいのだが、あいにくそんな特技はない。

（空気みたいに当たり前に皆が使うものでないと。……ん？　城内でみんなが使うものって、以前、何かの時にむちゃくちゃ詳しく調べたことがあったような）

　──〝なんだ、せっかく手がかりを与えてやったのに〟

　同時に、クロウの声を思い出す。あれはいつのことだったかといえば、離婚を賭かけて城内節せつ約やく合戦をやった時だ。

　からくも負けてしまったが、あの時たくさん削けずったものは、発想としては珍しい時間の節約と、それから。

（そうだ！　──薪まきだよ!!）

　みんなが当たり前に使うもの。

　薪しん炭たんに希き釈しやくして染み込ませておけば、気化した解呪薬が全員に薬が行き渡るのではないか。

　春分オースターラを過ぎたとはいえ石造りの城に暖だん房ぼうはいまだ欠かせない。

（薪が集められるところといえば、裏の通用門だけど。毎日運び込まれる量って膨ぼう大だいだし、どこかで、どうにかして薪に薬を仕込む機会を見つければ！）

　ミゼやユアンに危険な行動はさせたくない。では、やることは決まっていた。
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　翌日の早朝。

　緋ひ銀ぎんの髪は編んで栗毛のカツラにしまい、瀟しよう洒しやな貰もらいもののメガネをかける。召使のお仕着せを身に着けたフェルは、人ひと目めを盗んで外に出た。こそこそと壁伝いに、できるだけ目立たないように本棟を抜けたら、一気に裏門まで駆かけ抜ける。

　小麦や野菜の荷下ろしを眺め、目当ての何かを確認しにきた風を装いながら、フェルは、懸けん命めいに薪の荷車を探した。

（あった！　……でも）

　荷車は、並んでいるだけでも結構な数だったが、さらにあとをつけていって絶ぜつ句くする。

（いくらなんでも、多すぎるし、積まれすぎ……！）

　たとえ無茶を承しよう知ちでミゼやユアンと協力しながらだとしても、これに全部解呪の薬を振りかけるとなると、気の遠くなる時間を要するだろう。しかも、毎日薪は追加されるのだ。

（これは、薪に薬を仕込むっていう考えを、根本から見直さないとかも……）

　フェルはがっかりした。せっかく良い手を思いついたと思ったのに。

（ひょっとして振り出し？　えーっと、ほかにみんなが触るもの……）

　眼前を行き来する人々を目で追う。パンに使う小麦はどうだろう？　──だが確認したら、食べ物だけあって取り扱いがいやに厳げん重じゆうだし、おまけに運び込まれる場所も時間もまちまちで、うまく仕込むのは難しそうだった。野菜や肉も同様だ。

（隙すきがない！　さすが鬼き畜ちく旦那さまの城……）

　人目を避さけ、夾きよう竹ちく桃とうが植わった花か壇だんの縁えん石せきに腰掛けてうなだれていると、すぐそばを誰かが通りがかる気配があった。積み荷の管理者だろうか。灰色の地味な外がい套とうを羽は織おっているな、──と。そう思った時だ。

　東方風の意い匠しようの若草色の刺し繡しゆう袖そでが、外套の下にちらついた気がした。

　はっと息を吞むと、外套の人物は、生いけ垣がきを挟んでフェルの反対側に座ったようだった。一見、偶然背中合わせに休きゆう憩けいに入った者同士に思われるだろう、という距離だ。

　そっと後ろを窺う。灰色の背中しか見えず、誰かは分からない。

　ほとんど野生の勘かんだが、直ちよつ感かんした。

（……逃げよう）

　さりげなく立とうとしたところで、背はい後ごの人物が話しかけてきた。

「こっちを向かず表情も変えずに話、聞きましょうか、フェルディア嬢。返事は小声で」

「!?」

　その瞬間、フェルの顔から血の気が引ききった。

（やっぱりケイさま──！）

　懐の短剣を確認する。

　彼は『鋼こう絲し』と呼ばれる特殊な暗あん器きを使う。自分に太た刀ち打うちできるとは思えなかったが、ここで捕つかまるわけにはいけない。

「そう警戒なさらずに。なんのためにこんな地味な格かつ好こうしてると思ってるんです」

「今のあなたの行動は、妖精王の指示ではないと？」

　くすっと笑い声をこぼしたきり、ケイは、質問に答えなかった。

「で？　奥方さまは、お持ちの解呪の薬、無事に振りかけられそうですか？　薪に」

「どうして知っ……!?　いえ、嫌いや味みなところ、三年かけてあるじに似ましたのね」

「あなたの皮肉もなかなかですねえ。半年もいないのに板についてるじゃないですか」

　で、本題です、と。ケイは小声で続けた。

「運び込まれた薪にあとから薬を沁しませるのは不可能です。納入前にどうにかするしかない。で、仕入れはどこがやっているか？　お馴な染じみ、あなたのまちのエルネットさりたです」

「……存じ上げております」

　答えながら、フェルは不信感を募つのらせた。

（まさか）

「湿し気けていたとかなんとか理由をつけて、今すぐ商品を総入れ替えできるんですよ、自分めなら」

「ご協力くださるっていうの？　あなたが？」

　我知らず、フェルは口元が歪んだ。

「ええ、まあ。今回も、なんのハラもないわけじゃないですよ？　黒龍城が化け物の巣そう窟くつになって、自分めの国にまで累るいが及ぶのがイヤなだけです」

「あなたのおっしゃることは支し離り滅めつ裂れつですね。東方帝国に何かあるとすればまだ先の話ですし、第一、あなたなら危険を冒す前にこのお城に見切りをつけるのではなくて？」

　生垣の向こうで、相手が声を低める。

「可か愛わいらしい問もん答どうに付き合って差し上げたいのは山々ですが、あまり時間がない。のんびりしていたら、あのニセ殿下に不在を気づかれてしまう。信じていいと思ったら、さっくり自分めに薬を渡してください。無理だと思ったらご自分でなんとかしてください」

　フェルが戸と惑まどっていると、彼は苛いら立だったように条件を出す。

「あと十秒で決めてください。じゃあいっきまーす。一、二……」

（え、いやちょっと！）

　フェルは焦った。

　当たり前だが、一度裏切った人間がもう一度裏切らないなんて保証はない。薬は奪われて、全部妖精王に報告されてしまうかも。

（でも。本当に、彼がわたしを売る気なら）

　別に変へん装そうなどせず、フェルを捕まえて突き出せばいい話だ。こんなところでこそこそする必要はない。彼にはそれをできる立場も力もあるのだから……。

　理り屈くつで考えても、仕方ない。

　──〝自分めは、この位置を意外と気に入っているのですよ〟

　信じるべきは、選び取るべきは、進んでも後こう悔かいしないほうだ。

　迷ったのは一瞬。

　胸元から小瓶を取り出すと、フェルは後ろ手にころころと生垣に向かって転がした。向こうで、かちゃりと音がする。拾い上げたものらしい。

「ははっ……」

　受け取った瓶を眺めているのか、ケイは少しくすんだ忍び笑いを洩もらした。

「ああ、だからあなたは馬鹿正直だって言われるんです。愚ぐ直ちよくとはよく言ったもの。愚おろかしいほどまっすぐで、騙だまされてもまた信じようとする」

（間違いだった？）

　しまった、とフェルは唇を嚙かんだ。

　安あん直ちよくすぎる判断だ。それでも、彼の誠意を疑えなかった。どうしても、彼が本心からクロウを傷つけるはずがないと思ってしまっているから──ならば、自分も腹をくくろう。

「……ええ、そう。これがわたしの選択です」

　断だん言げんした瞬間、気配で、彼が立ち上がったのが分かる。フェルは首だけ動かして、生垣の向こうを透すかし見た。

「あなたといい、あのかたといい、どうして世の中馬鹿ばっかりなんでしょうねえ。どいつもこいつもまったく……そんなだから」

　灰色の外套の下で。家令は、笑っていた。心底愉快そうに、でも少し困ったように。

「──嫌いじゃないですよ。そういうお馬鹿さんはね」
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（ケイさま。信じてよかったの？）

　その日、よく知った執務室に呼び出されたフェルは、長椅子に腰掛けるパールと相あい対たいした。その傍かたわらには、いつもと同じようにケイが控えている。

「ねえ奥さん。いよいよ明日、お遊戯が終わるんだけど。手は打った？」

「……さあ？」

　ぎく、と身体が強こわ張ばるが、集中力を総動員して顔を背そむけるよう努つとめる。なにせこちらは絶ぜつ望ぼう的てきに噓が下へ手たなのだ。合わせたらきっとボロが出る。

「きみが何を企んでいるのかは分からないけど、そういえば調印式にかこつけて、開戦に向けた決けつ起き会かいも開くんだって？　黒龍城の人、全員集めて」

「……」

　そのまま無視して踵きびすを返し、部屋を出ようとすると、後ろから、ゆっくりと含めるように、穏やかな声が追いかけてくる。

「たとえば、このお城の人間、みんな正気に戻してあげようなんて思ってるとして」

（げっ、読まれてる!?　でもユアンさまやミゼやキリヤさまのことは、……まだよね!?）

　足を止めたら気づかれる。フェルは全力で無視した。なおも、声は追ってくる。

「もしそんな不可能、実行に移すとしたら。その瞳、……使わないといけないね？」

　ここで動揺を見せたらおしまいだ。慎重に息をつき、乱れかける心しん拍ぱくを鎮しずめる。

「……あなたには関係ないでしょう」

「大いにあるよ。ちなみに、むしろそうだったらいいなって歓かん迎げいしてる。なぜなら、きみの瞳の力は、向こうに属ぞくするものだからね」

「え？」

　思わず振り向いてしまったフェルの瞳に映るのは、口許を歪めて笑うパールの顔だ。

「使えば使うほど、きみの魂も身体も、あわいに近づく。そうだね、お城の人間みんなの呪いを解くのに使いでもすれば、──せっかく兄上が命を懸かけて立てた神誓ゲツシユの加護も、消し飛ぶだろう」

　そうすれば、ワルプルギスを待つまでもなく、きみはおれの思いどおりになるね、と。

「……!!」

（そう、なんだ）

　あの晩味わった恐怖が、じわじわと足元を浸ひたす。

　今、パールの影はただの人の形をしている。でも、幻げん覚かくではなかった。──無数の目玉と、牙の並ぶ口が蠢うごめく、まるで悪夢のような姿を思い出すと、足が震えた。

　いいね楽しそう、と、パールは微笑んだ。

　選ぶといい。──自分か、他人か。

「人間は面白い。『パーシヴァル』の選択も面白かった。ねえ、きみはどうする？　どちらを選ぶ？」

（わたし自身か、城か）

　逃げ出す選択肢はない。退たい路ろは、ここに来る時絶たってきた。

　──負けられない。

（片一方しか選べない？　誰が決めたのよ。どっちも守るに、決まってるでしょ！）

「……そうですわね。好きに、させていただきます」

　優ゆう雅がに微笑んだフェルに、パールは「？」と首を傾げた。
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「……あのね、何回訊いたか分かりませんけど、ミゼ。ほんっとーにやりますのね!?」

「はい。ちなみに十九回目です」

　四階の貴き賓ひん室しつに向かう回かい廊ろうを歩きながら、フェルは、しつこいほどミゼに確認した。

「あら、じゃあもう一回でキリがい……じゃなくて！　例の『計画』、わたくしが発案しといてどうかと思いますけれど、いくらなんでもド外げ道どうすぎではないかしら。お義に兄いさまに」

（何より、もし解かい呪じゆに失敗したら、ミゼの命だって……！）

　実行の可か否ひについてうんうん悩み続けて真剣にハゲるかと思った。故こ郷きようの夜間市で、同じ値段の豚ぶた肉にくと羊ひつじ肉にくのどちらを買ったほうがお得か迷った時の比ではない。

「いえ、まったく問題ございません」

　対するミゼの方はけろっとしたものだ。思わずフェルは呆れた。

「あっさりすぎますわ。ミゼ、……自分の命が懸かかっているのに」

「……シレイネさま。実は私は、ある一時期の記き憶おくが飛んでいます」

　唐とう突とつな話題の転てん換かんに、フェルは「？」と首を傾かしげる。だが、次の一言に息を吞のんだ。

「立りつ春しゆんの頃、第三妃の離り宮きゆうに偵てい察さつに行ったはずなのですが、それを覚えていないのです」

「えええ!?　よ、よりによってリグレインさまのところ……!?」

「はい。しかも、聞けばジルフォード殿でん下かも後からいらしていたとか。とはいえ何も無かったということでしたし、ご様子もお変わりなく。私もすっかり油ゆ断だんしておりました」

　ミゼは唇くちびるを嚙かむ。純白の離宮で、具体的に何があったかは、分からない。でも、と。

「最近になって、随ずい行こうしたという白龍師団兵なかまから、……あの方が離宮に行ったのは私を助けるためだったと、聞いたのです。それについて、殿下から口止めをされていた、とも」

「ミゼ。あなた」

「私は……国を守るために戦う、あの方の背を守っていくはずだった」

　顔の前で拳こぶしを握りしめ、ゆっくり開き。掲かかげた手のひらに、ミゼはじっと視線を落としている。

「それなのに、私こそが足あし枷かせになったのなら。けじめは、この手でつけねばなりません」

『知らずの理ことわり』という呪毒に冒おかされても、理性は保たもたれたままだという。にもかかわらず今のジルフォードは笑顔を消し、心と記憶を閉ざしてしまった。それがもし、道を踏み違えた後こう悔かいに囚とらわれてのことならば──今度こそ、悔くいの残らない選択をすればいい、と。

「だから、シレイネさまの策は渡りに船なんですよ。私は、何が起こっても受け止める覚かく悟ごがあります。それより、あなたの方がよほど危険なはず。どうか……ご武ぶ運うんを」

（ミゼ。あなた……万一の時は、生きて戻れなくてもいいと……思っているの？）

　強い意思の宿る瞳ひとみを見上げ、フェルはため息をつく。覚悟は、きっと覆くつがえせない──ならば。

「わたくしの眼めは、呪毒だそう。だから、あなたにもひとつ、呪まじないをかけますわ。ミゼ」

「シレイネさま？」

「必ず生きて会いましょうね。ジルフォードさまもご一緒に」

　ミゼは少し瞠どう目もくし、それからほのかに微笑ほほえんだ。フェルも頷うなずき、苦笑する。

　戦いに臨のぞみ、香こう油ゆをひとすくい塗ぬった首くび筋すじをなぞる。クロウに贈られた、鈴すず蘭らんの香りだ。肌をなぞる右手の薬指には、いつも身につけている結婚指輪。

（きっと、守るべきものを無事に取り戻せる。……あなたも、わたしも）
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　──あれは、もう七年近く前だろうか。

『俺とパールに関わらないでください。どうせ、あなたも父上と同じだ』

『……クロウ。私は』

『信じろ、と？　信じようにも、兄上の考えていることは俺にはまったく分かりません。何もかも上うわっ面つらにしか思えない。国のためなら、顔色ひとつ変えずに弟など見捨てる癖くせに！』

　あんなに声を荒あららげる異母弟おとうとを見たのは初めてだ。だがそれ以上に、その言葉が深く胸を抉えぐりこんだ。




「ジルフォード殿でん下か。クロヴィス殿下に、こっぴどく振られてしまいましたね」

「……見ていたのか。ミゼ。それで、……現状はどうなっている？」

　離り宮きゆうの自室で長なが椅い子すに腰かけ、近衛このえの少女の、年ねん齢れいに似合わない平へい淡たんな声を聞きながら、彼は額を押さえた。

　冷れい徹てつで理り詰づめの『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』。凍こおりついた仮面をかぶれば、おべっかを使って群がる羽虫をふるいおとせ、感情に振り回されて道を誤ることもない。だが彼は今、そのせいで大きな壁にぶつかっていた。

「このままでは、やはり弟ぎみは単身で領地に封ほうぜられそうです」

　予想通りの回答に、「そうか」と眉をひそめる。

（クロウを辺境クルヴアツハに行かせるのはいい。以前からあの子の希望だ。だが、パールはリグレイン妃の嘆たん願がんで皇こう宮ぐうに留とどめ置く……？　馬ば鹿かな。それではクロウが僻へき地ちに行く意味が無い）

　あの聡さとい二番目の弟が、毒どく母ぼからパールを守るためにこそ遠方の領を望んでいるのは知っていた。しかし、当然のようにその母が邪じや魔まをしてきたのだという。息子むすこたちに無関心な父が、その希望を叶えてしまうのも分かり切っていた。──だが。

「陛へい下かに対抗できるとしたら、皇こう太たい子しであるあなただけです。だからこそ弟ぎみの窮きゆう状じようを見かねて声をかけたはずなのに、すごすご引き下がってこられたのですか」

「援助は必要なさそうだったうえに、途中で頭が冷えたからだ。たしかに……たとえ弟だろうと、必要以上に肩入れすれば、皇宮内の均きん衡こうを崩す」

　そう。──自分は国を統すべる者として、何者にも平等であらねばならない。

「だから、彼に干かん渉しようしすぎるのは好ましくないのだ。ああ。それで、正しい……」

　──本当に？

　では、この舌の上に広がる苦みはなんだ。やり場のない思いが、肋ろつ骨こつの下で暴れる。

　口とは裏うら腹はらに、眉み間けんに深い皺しわを寄せる彼に、ミゼはしばらく黙っていたが。

「噓うそ、ですね」

　やがて、ぽつりと呟つぶやいた。

「噓、だと？　……何を、根こん拠きよに」

「そんなにあっさり諦められるなら……先頃、弟ぎみが毒どく蜘ぐ蛛もで倒れた時、男嫌いで有名な妃殿下の離宮に日に三十回も見舞いの打だ診しんをしたり、徹てつ夜やで解げ毒どくの研究書を集めたりしません。弟ぎみを慰なぐさめるため、『くもはともだち』なんて冗じよう談だんめかした絵本まで混ぜて」

　この護衛は、言葉を選ばない上に、彼の心の機き微びに聡さとすぎるところがある。

　ずばずばと指摘されて言葉に詰まったが、やがて彼は、ため息をついて前髪を搔かき回す。

「……たしかに、ミゼ。おまえにまで隠しても仕方ない、か」

　そう。異母弟の言うとおりなのだ。まず、彼自身が己おのれを理解できていないのだから。

「臆おく病びよう、なのかもしれない」

「臆病、ですか」

「そうだ。……私は、この通り、剣も弓も組み手も乗馬もからきしだ。力という意味では、自分で身を守るすべはない」

　だからこそ氷で鎧よろいをまとい、表情という思考のかけらを相手に渡さないよう努つとめてきた。

「第一皇子に付け入る隙すきを、よくない者たちが淡たん々たんと狙っているのが分かる。しかし、彼らがいよいよ武力で押してきた時に非力な私ではどうしようもないのだ。ならばせめて、弱さを見せないようにしなければ。感情的に動くなど格かつ好こうの隙すきになる……だから」

　そのうちに、迷い始めた。自分はどうしたいのか。『正しい』とは、何か。

　心に無理やり蓋ふたをして、気持ちに噓をついて、自分を裏切る言動を繰り返してきたつけが、今さら回ってきたらしい。けれど、だからといってどうしようもない。

（たしかに、自分で自分が信じられない。……もう、何が本音なのかも分からなくなりそうなんだ）

「？　殿下に隙などできません」

　心底不思議そうに、彼女は言った。何を根こん拠きよに──思わず、柄にもなく反はん駁ばくしかけたが。

「だって、御おん身みが軟なん弱じやくでも、私がおります」

「なんじゃく……もうちょっと言葉を選べ」

　呆気にとられる彼を気にせず、彼女は続けた。空色の彼の瞳を、まっすぐに見て。

「私があなたの剣で盾です。御身の不足分は私をお役立てください」

「……お前を？」

「はい。あなたが足りない力は、私が持っています。あなたも私に足りない物をお持ちでしょう。私は本来表情が乏とぼしいものですが、あなたの場合はもっと、豊かだと、思うのです」

　改めてミゼを見ると、彼女の硬い表情には、常のくせだけではなく、相当な緊張が入っているようだ。

　彼女は続けた。国を想うジルフォードの心は、間違いなく兄弟一いちだから、と。

「ですから、その。無理やりご自身のお気持ちに、蓋をされることは、ない……のではと」

　不意に、あたたかいものが胸を満たした。してやられたような、不思議なくすぐったさ。

（この様子だと、ずっと、言いたかったのだな。本音を隠すことはない、……と）

「はは、っ。あはは……」

　気づけば、ぎこちなくも、笑い声が咽の喉どから転がっていて。

　声を出して笑うことが、こんなにも愉たのしいことを知った。

「そうだな……違いない。自分で作った仮面に、自分で囚とらわれていたのかもしれない」

「ジルフォード殿下」

「好きに、過ごしてみようか。笑いたいだけ笑って、したかったことをして、言いたかったことを言って。たとえばミゼ、お前は前から髪を伸ばしたがっていたが、邪魔になるから躊躇ためらっていたんだろう？　似合うだろうからやってみたらどうだ」

　慌てて、ぱっと灰色の髪を触って顔を真っ赤に染める護衛の少女の反応が楽しくて、さらに笑いがこみ上げる。ダメだ、止まらない。

「……氷は必要ないのだろう。私の剣となり、盾となるお前が、そばにいてくれれば」

　自分はきっと、心のままに。正しいと思った道を選べる。

　最後にぽつりと付け加えた彼に、護衛の少女は「はい」と顎あごを引いて微笑んだ。

「おそばに、おります。あなたが前を向いて、信じた道を進めるよう、いつでも」

　──翌日、仮面以外にももろもろ脱ぎ去った彼は、異母弟に突とつ撃げきをかけて半ば無理くり協力し、見事、封土へのパールの同行をもぎりとってやった。

「ドュルフフフ！　薄ら人間不信な迷える愚ぐ弟ていよ聞くがいい！　優しく偉い大だいなお兄さまが導いてやったからせいぜい感かん涙るいにむせぶがいい！　ちなみに異論は認めない!!」

「……ちょ……あ、兄上!?　誰か来てくれ！　ジルフォード兄上が乱らん心しんした！」

　だが、なぜかその弟には感謝以上にドン引かれてしまったのは、何とも解げせない話だ。




（……夢、か？）

　黒こく龍りゆう城じようの一室で、窓の外に目を向けて。書を手にしてまどろんでいたジルフォードは、ゆっくりと瞼まぶたを上げた。妙な夢だ。知らない光景、知らない〝弟〟。

（いまいち頭が働かんな……いったい、なんだこの状況は）

　あの、基本的に消しよう極きよく的てきで控ひかえめな皇子ユアンが、自分の元護衛を即そく座ざに搔っさらって雇やとったことも驚いたが、さらに布袋詰めでこの城に拉ら致ちされた時はもっと驚いた。

（何を考えているんだ。ただでさえ戦いくさの準備で慌あわただしいのに……）

　ユアン。なぜ邪じや魔まをするのだろうか、あの異母弟おとうとは。

　ミゼのことは、早く、遠ざけてしまわなければいけないのに。そうだ、皇宮も自分のそばもいけない。

（だが、この場所に──クルヴァッハにいるのは、なおのこと危険だ。いや……なぜそう思う？）

　ずきり、と頭の芯しんが鈍にぶい痛みを発する。記き憶おくが混こん濁だくし、朦もう朧ろうとした。

　ただの夢なのに。夢の続きが気になって仕方ない。あれは──？

　一切何も話さなかったユアンには、「訳を説明すっから。今日、必ずこの部屋にいてほしい」と告つげられた。待ち続けてそろそろ一刻になる。

（遅いな。……それに、外が騒さわがしい。何かあるのか？　ぐ、っ）

　考えようとした瞬間、頭痛がいよいよ強まって、吐はき気までしてきた。

　思わずうずくまり、額を覆おおったところで、こんこんと控えめに扉を叩かれる。

「ユアン、遅いぞ。何をして……」

　立ち上がって扉を開いた彼は、扉の向こうからするりと即座に滑すべり込んできた二人を見て、言葉を失うしなった。

　そこに立っていたのは、まずは、緋ひ銀ぎんの長い髪を垂たらした少女。そして、ひどく張り詰めた顔をした──先日、任を解いたはずの幼おさな馴な染じみの女護衛だったのだ。

「シレイネ殿どの。……それに、ミゼ……？」

「突然の無ぶ礼れいをお許しください。ジルフォードお義に兄いさまにたってのお願いがございますの」

　姫君は、そこで少しだけ微笑んだ。まるで花が綻ほころぶように。

　初めて見た時から、美しい娘だとは思っていた。滑なめらかな白はく磁じの肌、常じよう人じん離ばなれした、その身を彩いろどる夕暮れ色。なんだか少し空そら恐ろしいほどで──そこで、はっと気づく。

（……目が、まったく笑っていない？）

　途と端たん、その茜あかね色いろの瞳が、ぼんやりと淡あわく輝いた気がした。




「どうぞ、ここにいる『ミゼルカ＝ティアシェを殺してくださいな』」




　金の鈴を転がすような可か憐れんな声で。彼女は、まるでそぐわない『お願い』をジルフォードに囁ささやいた。

「は……？」

（何を、言って……？）

「では、ごきげんよう」

　彼が呆あつ気けに取られた瞬間、俯うつむいてシレイネ姫は踵きびすを返す。軽い足音が去ったのち、ぱち、と。ジルフォードの目の前で、元護衛の少女は音を立てて詰つめ襟えりの釦ボタンを外はずす。白い喉のど首くびが露あらわになり、それを飾る鈴すず蘭らんのような白い石の連なりがこぼれた。

「失われた時を、巻き戻しに参りました」

「時を……？」

「はい。──あなたが氷の仮面をかぶりなおしたのは、昔と同じ迷いの中にあるせいだと分かったから。私はそれを、断ち切りたいのです」

　その瞬間、彼女は、腿ももに差した短刀を引き抜くと、呆然とするジルフォードの手を摑んで無理やり握らせる。そのまま彼の手ごと引き寄せて、自分の首に突きつけた。

「ミゼ、何を……!?」

　自分の身体に異変が起きたのは、そこからだ。

（!?　……腕が。身体からだが、言うことを聞かない……なんだこれは！）

　四し肢しの筋肉が、まるで、自分のものではないように引きつる。

　そして、身体は勝手に命令を遂すい行こうしようとする。すなわち──シレイネの言葉どおり、ミゼを殺そうと動きだしたのだ。

「く、っ……！」

　全身全ぜん霊れいで、勝手に動こうとする腕を防ぐ。

「……逃げろ！」

「逃げません」

「違う！　このままでいると、お前が危ないのだ。本当に！」

「殺せばいい！」

　腕に力を込め、紫し暗あんの双そう眸ぼうが睨にらみ上げてくる。彼女の首に食い込んだ刃やいばが、ぷつりとわずかに肌に沈む手て応ごたえがある。

「不要ならば切り捨てればいい。助けたことを後悔しておいでなら……私のせいであなたが迷いに囚われてしまうくらいなら、こんな命など惜おしくはありません……！」

　だから、今ここで。一度は選び損ねた、真に正しいと思える『理想の皇太子』を、やり遂とげてほしい。

　そう告げる彼女の首に、より深く刃がもぐる。かろうじてまだ、脈みやくに達たつしてはいない。

　肌を伝う鮮やかな赤が、鈴蘭に似た白い石の首飾りを濡らすのを見た、その瞬間だ。

（なんだ。何かが……頭に流れ込んでくる）

　──〝この毒。飲んでくれたら、きっと素敵なことがあるわ〟

　緋ひ色いろの唇くちびるが囁ささやいた、あれはいつのことだった……？

　命令に従したがい搔き裂さこうとする力、止めようとする力。両者が激げき突とつし、ジルフォードは歯を食いしばる。汗で手が滑すべった。

　実際にはきっと、ものの数秒ほど。だが、永遠にも等しく感じられる時間。

　──やがて。

「……でき、ない」

　抗あらがいながら、歯を食いしばり。上がった息、震える声で、ジルフォードは告げた。閉じられた記き憶おくが、わずかに閃ひらめく。

「正しい道は、ある。だが、選べなかったのだ。私は皇太子、なのに！」

　頭の中が、真っ白になる。何を言っているのか、分からないままに彼は続けた。

　この身は国のしもべ。この魂たましいは、民の糧かて。いずれは賢けん帝ていとして、エルラントを導く未来を信じて、ミゼは忠ちゆう誠せいを誓ってくれたのに──その覚悟に報むくいるどころか、自分は。

「何百何千、何万回！　同じ時間を繰り返しても、私は選べないまま選ぶだろう」

　たとえそれが彼女の誇りを損そこなう最低の背はい信しん行為だとしても。必ず誤り、裏切り続ける。

「もはや、お前にとって信頼に足るあるじではない。命を賭として守ったところで、きっと愚ぐ帝ていになる」

　何を選べば正しいのか、見えていたはずのものが見えない。分からない。

　だから、氷をまとい直した。不足を補ってくれる彼女を、そばに置く資格がないから。

「いいえ、殿下。たとえ何億回、間違ったって──」

　ゆっくりと、唇を動かし。ジルフォードに向けて、ミゼは微笑んだ。

　この身はすべて、御おん身みの剣にして盾。この命ある限り、変わらぬ心をもって仕え続ける。

　完璧な皇太子でなど、なくていい。その弱さも、よく知っているから。足りなければ補い、弱ければ支え。いつ、いかなる時であろうと、さだめをともに。

「ずっと、おそばにおります。私はもう、とうにあなたの一部ですから」

　その言葉を聞いた瞬間、奔ほん流りゆうが脳のう髄ずいを駆け抜けた。瞬またたく間に全てを思い出す。

（あの時、──もし、ミゼを見捨てて国を選んでいたとして。それが、私の理想なのか？）

　否いな。──これから何千、何億と、同じ選択を迫られたところで、自分はきっと毒を飲む。それは皇太子として、ありえないこと。それでも彼女はジルフォードにとって、絶対に切り離せない一部なのだ。見捨てて心を殺す自分など、もはや自分ではない。

（やっと、分かった）

　一万の誤りは、一億で取り戻す。これからも迷い、ぶつかり、周囲の手を借り続けるかもしれない。そんな頼りない前ぜん代だい未み聞もんの主君でも、あがくことをやめたくない。

「そのためなら私は、何度でも毒杯を干す。たとえそれが過ちだとしても、大切なものはこの手で守り続ける。民も、お前も……！」

　ばきん、と。

　強く願った瞬間、音を立てて、頭の奥底にへばりついていた膜まくが剝はがれ落ちる。急に、意識が明めい澄ちようになった。身体の制せい動どうが──戻る。

　額から汗が噴ふき出すのも構わず、無む我が夢む中ちゆうで、彼は幼馴染の首に押し当てられた刃を摑んだ。たちまち溢あふれる血に、ミゼが息を吞のむ。

「なんてことを!?　指が落ちたらどうなさるんです！」

　慌てて手から短剣を叩き落とされる。硬い音を立てて転がっていくそれを視界の端はしに納め、ジルフォードは苦笑した。

　安あん堵どした瞬間、身体から力が抜ける。思わずよろめいたジルフォードを、「大丈夫ですか!?」と抱き留めるようにミゼが支えた。

「……少し、このままで構わないか」

「はい」

　ジルフォードは荒れた呼吸を整える。白い肩口に額を当てると、改めてその細さに驚いた。ずっと一緒にいたのに、こんなに近い距離を意識するのは初めてだ。

　ぽつりと、顔を伏せたまま呟く。

「勝手なことを言うぞ。やはり私には、お前が必要だ。愚おろかな私を、これからも傍そばで止めてくれないか。こんな頼み、任せられるのはお前だけだ」

　やがて、白衣に包まれた長身から力が抜ける。ぐったりと意識を失い、重くなったジルフォードを抱えたまま、ミゼはずるずると座り込んだ。

　固く閉じられていたあるじの口許が、わずかに緩やかな弧こを描いていることで、彼が笑顔を取り戻したのだと悟さとり、思わずといった風に彼女は頰ほおを緩めた。

「……元よりこの身はあなたのものです。ジルフォード殿下」
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（ミゼ、どうだろう。ジルフォード殿下の解かい呪じゆに成功しているといいけど……）

　黒龍城の広い前庭で、フェルはジルフォードを救うため残ったミゼの身を案じていた。

　──瞳の力で、ジルフォードが『絶対にやりたくないだろうこと』を呪毒に上書きして、自力で打うち克かたせる。荒あら療りよう治じにも程があるが、成功を祈いのるしかない。

　とはいえ、こちらも正しよう念ねん場ばだ。

　現在フェルが身を包んでいるのは、薄うす桃もも色いろのシフォンドレス。腰に結んだ大きなリボン飾りが、まるで妖よう精せいの翅はねのように揺らめいて見える。

　本来であれば、このドレスは冬のはじめの装いで、今は少し季節外れ。だが、今日はどうしてもこれを着ようと決めていた。連れん想そうの鍵かぎになるかもしれないからだ。

「刻限となりました。これより、城内の皆の立ち会いの下もと、藍らん龍りゆう公こう領りようクルヴァッハを紫し龍りゆう公こう領ヴァゼタに統とう合ごうする旨むねを定める調ちよう印いん式しきを行います」

　黒龍城の女主人であるフェルの宣言で、式は始まった。前庭には樫かしの机が出され、上にインク壺つぼと小ぶりのナイフ、烏からすの羽根のペンが置かれていた。すぐそばにはユアンが、二頭の獅し子しを足元に侍はべらせて控ひかえている。

　さらに、低木の生いけ垣がきを挟んだ向こう側に、遠巻きに使用人や城内勤めの黒こく龍りゆう兵へいがずらりと並び、こちらの様子を窺うかがっていた。使用人たちの筆ひつ頭とうに、無表情のまま佇たたずむケイや、他の侍女たちに交じってフェルのほうを見つめるラナの姿もある。

（ケイさまはともかく。みんな不安そうだ。当たり前よね。……いきなり、名めい目もくだけでも明日から領主が変わります！　ってことなんだもの。事情だってハッキリしてないし）

　ジルフォードは臨りん席せきせずとも立会はただの形式なので、さしたる不都合もなかった。

　微笑んだパールは羽根ペンを手に取る。羊よう皮ひ紙しには、あらかじめ、彩さい色しよくを施ほどこしたふたつの徽き章しようの焼印が捺おされている。剣に寄り添う藍龍の紋、剣を銜くわえる紫龍の紋。

（止めたい、けど。もうすぐ。もうちょっとだけ、待てば……）

　騒ぐ胸を鎮しずめつつ、フェルは固かた唾ずを吞んでそのさまを見守った。

　藍龍公の紋章の前に自らの名を記したのち、パールは小刀を手に取って、左手の人差し指に小さな傷をつけた。そして、滴る血を署名のあとに押しつけて捺なつ印いんする。

「はい。次はユアンだよ」

　ペンと小刀を手渡され、「……おう」とユアンがためらいがちに受け取った時だ。

　──午後を知らせる鐘かねが鳴る。

　それを聞いたパールが、無む邪じや気きに鐘しよう楼ろうのほうに首を振り向けた。

「ああ、もう正午かあ。最近時間が経たつのが早いね？」

「早い？」

（……きた。きっかけ）

　前庭は、あとを曳ひく鐘の余よ韻いんも消え、水を打ったように静かだ。おかげで、どんな声もよく通る──。

　フェルは微笑んで首を傾げた。そして、彼の発言を、慎しん重ちように抉えぐり込む。

「あら、どうして？」

「どうしてって……春しゆん分ぶんを迎えて、日が長くなったからかな。ほかに理由はない、けど」

「理由は、ない？　馬ば鹿かな」

　大きく息を吸い、フェルは声を張り上げた。

「時間が早い理由はあります。春分節オースターラを越えたら、時告げの鐘を、一刻ぶんずつ早めて鳴らすこと。このお城の方ほう針しんを、そう定めたではありませんか。どうしてご存じないの？　城主であるあなたが、決めたことなのに」

（そう。わたしも戻るまでうっかり忘れてた。けど、旦那さまと決めた、経けい費ひ削さく減げん策あんだ）

　──最初にユアンを連れてジルフォードがこの地を訪れる直前のことだ。フェルはクロウと、離り婚こんを賭かけて予算節約の闘たたかいをした。

　その流れで、フェルの出した案のひとつが、『夏時間の導入』だ。

（どうせ蔑ないがしろにする領だからと、旦那さまの経営をこの人は一いつ顧こだにしなかった。だからこれは、春分よりも前にこの城にいた人間でなければ知らないこと）

「あなたは、誰ですか？　わたくしの夫ならば、当然ご自身の城のことをよくご存じのはず。いいえ、もっとはっきり申し上げましょうか」

　フェルは、茜あかね色いろの瞳に力を込め、『パール』を名乗る男を睨にらみ据すえる。

「あなたは、わたくしの本当の夫ではない。この城のあるじでも、クルヴァッハ領主でもない。あなたは偽者、そうでしょう！」

　どよっと、一斉に皆がざわめく。

　戸と惑まどったように、「どういうことだ」「奥方さまは何をおっしゃってるんだ？」と囁き交わす声が聞こえてきた。

「お静かになさって」

　フェルのひと声で、周囲はぴたりと口を閉ざす。

　一方で、パールは。

「ふうん……？」

　目を眇すがめ、フェルの視線を受け止める。

「そっか。はは」

　──なるほどね、選んだのか、と。唇が動くのが見えた。

　彼は、このお遊びに興味を持ったらしい。そうだ、そのまま乗ってこい、と。フェルは目に力を込める。

「そんなの、たまたま忘れていただけだよ。春分は皇宮に呼び出しを受けて忙しかったし」

「偶然、忘れていただけ？　では、このお城について、忘れようがない事こ実とを忘れていたら、あなたを偽者だと断だん言げんできますわね」

　いったい何事かと、周囲はなりゆきを見守っている。

　フェルは、彼らをぐるりと見回すと、「よろしくて？」と確認を取った。

「このお城の毒草や毒どく樹じゆ……すべて、あなたのご趣味で植え替えをされたんですわね。旦那さま？」

「そうだね」

「では、毒樹の種類を正確に判ずることができるかしら」

　いったん言葉を切り、フェルは袖そで口ぐちに隠していた若葉を取り出す。

　先せん端たんが尖とがった平たい緑の葉は、陽光を受けてわずかに光沢を放つ。まるで、ジャスミンの葉のように。

「……『シュア・ノーツァ』、だね」

　食べると死ぬシユア・ノーツア、という、そのものずばりな名のとおりの、世界最強の毒葉だ。

　以前、ラナが大嫌いなユナイア王女の『シレイネ姫』に盛もろうとしたもの。ちなみにフェルの今日の衣装は、彼女らに処しよ断だんを下そうとしたクロウを止めた時のそれである。

「聖堂の、目につきやすいところに植えてある樹から、さっき採とってきましたの」

「……それが何か？」

「時に、ユアンさま。お願いしていたもの、お持ちでらっしゃる？」

「ああ。ほら、糖蜜酒ラム」

　声をかけられ、背後でじっと会話に耳を傾けていたユアンが、なんでもないようにグラスと酒の瓶びんを取り出した。瓶の中身をなみなみと注そそいで手渡されたグラスを受け取り、フェルは礼を言う。

「なんなの二人とも。それ、どうするつもり？　……まさか、おれに飲めとか言わないよね？」

　苦笑してこめかみを押さえるパールに、フェルはにっこり笑んだ。

「ええそう。酒しゆ精せいの強い酒と一緒に飲むと、毒性が増します。わたくし、偽者の夫に仕つかえ続けるなんて、正直、今こん生じように嫌いや気けが差しましたから」

　言うが早いか、フェルはグラスを口許に近づける。

「これでこの世を儚はかなみますわ。さようなら、皆さま」

　ドレスの端を優ゆう雅がに摘つまみ、一礼して。

　そのまま──シュア・ノーツァの若葉を、一気に口に含んだ。

「!?」

　周囲から悲鳴が上がる。

「よせ……!!」

　さらに、糖蜜酒をあおったフェルの腕を、色を失ったパールが摑む。

「今すぐ吐き出せ！」

　腕を摑んで背を激しく叩かれるが、フェルは口許を押さえ、あえて大げさに嚥えん下げする。ごくん、と確かな音が、静かな庭に響いた。

「なんてことをするんだ。自じ死しは許していない！　くそっ、……景けい蔡さい泰たい！　いるんだろう。すぐに解毒用の木炭と羊ひつじの乳を……」

（こんな顔もするのね）

　がくがくと両肩を揺さぶられながら、フェルは片頰を上げる。

「まあ。……何を、焦っておいでなの？」

「何をって、きみが、猛もう毒どくを……」

「なんとも、ありませんわよ」

　しっかり両方の足で立ち、フェルは「ふふ」と微笑んだ。

（正直、最初に試した時は確かく証しよう取れなくて相当怖かったけどね！）

　酒は苦手なので少しだけだが、妙みような高こう揚ようには酔よいもあるかもしれない。

「聖堂も、庭も。この城にある草木は全部、現城主が植え替えたもの……でもね。ひとつだけ、使用人も知らない事実があるんですの」

　フェル自身も、皇宮でクロウから直接聞くまでは知らなかった。

　──〝知らなかったのか？　アーモンドは毒樹だ。だが、それ以前に……〟

　黒龍城でアーモンドの花を一緒に見よう、と言った時。庭木の毒性について、彼は教えてくれた。

「それは、使用人たちの手が届く場所にある毒草毒樹は、誤って誰かが触れても安全なよう、すべて毒性を弱めて栽さい培ばいされていること」

（よく考えれば、すぐ分かるはずだ。何も不自然なことはない）

　品種改良の鈴すず蘭らんといい、冬至ユールでガウェインに使った毒といい。今思えばクロウは、自分が植える毒草について、その多くは毒性を〝致ち死し性せいがないように〟調整していた。呪毒で亡くなった弟のことはもちろん、母親に盛られた毒に久しく煮え湯を飲まされてきた身なのだから。

（とくにシュア・ノーツァは、ラナでも手に届くような位置にあるものなのよ。毒草を植えることで、ご自身の守るべき人々がうっかり苦しんだり、あまつさえ亡くなったりしないように手を打っていることなんて、ちょっと考えれば分かることでしょう？）

　さあ、大手だ。

　大きく息を吸い込むと、フェルは、夕暮れ色の瞳に力を込め、周囲を見渡して宣言した。




「あなたは、どうしてそれを知らないの？　さあ、皆さま──これではっきりしたでしょう。この城のあるじは、クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント！　この男は、本当の黒龍城城主ではありませんわ！」



















　ぼうっと、目がしらが熱くなる。

　爪つめでガラスを引っ搔くような、不ふ穏おんな音がして──

　ばきん、と。

　まなうらで何かが激しく割れ砕くだける音が、響く。

「そうだ……」

　ぼそ、と誰かが呟く声が聴こえた。

「……このかたは、誰だ？」

　黒龍兵か、使用人か、果たして。その呟きを皮切りに、ざわめきは一斉に広がった。「オレたち、いったい何を……」「そうよ、どういうこと!?」「なあ、クロヴィス殿下は、どうしたんだ!?」と、悲鳴のように確認し合う彼らに、フェルの脚あしから力が抜けかけた。

　思わず群ぐん衆しゆうのほうを見る。すっかり紛まぎれてしまい、見えないが──ケイは、約束をちゃんと果たしてくれたらしい。

（呪い……解けた……!!）

　フェルの心の快かい哉さいを合図にしたように、ざわざわと顔を見合わせていた兵も、使用人も、すっと瞼まぶたを閉じる。糸の切れた操り人形のようにばたばたと地面に折り重なっていくさまに少し不安になるが、意識が落ちるのは『子』の呪いが解けた証しよう拠こだとキリヤに教えられていた。

　フェルの視線を受け、ユアンは頷いて羊皮紙を小刀で破やぶり裂さいた。

　これで、妖精王はまだ、城の者に手を出せない。

「……ふーん。ユアンも、ぐるだったわけ。暗示、解けてたんだね。……ふふ」

　やがて、くつくつと咽喉の奥を鳴らすような笑い声が響き、フェルは息を吞む。

「使っちゃったね。その瞳。その力。……おれの、お嫁さん」

　ざわざわと、足元で影がざわめく。

「忠告はしたよ。──他者か自分か。きみの選択は、他者。まるで〝パーシヴァル〟だ」

　妖精王は楽しげに続ける。彼も、同じように己おのれを捨てた。

「喰くらうなら自分を喰らえ。兄に手を出してくれるなと、……虫の息で願った。だから、人ひ間とはおもしろい」

　その心根は理解できない、と。

　けれど血を啜すすり、肉を食はめば、もしかすると味わうことはできるかもしれない。魂たましいを貪むさぼり遺い骨こつを齧かじれば、記憶は取り込める。

「パールの骨は、美お味いしかったな……」

　ぽつぽつと呟く『パール』の瞳が、海の色から真しん紅くの輝かがやきを帯おびる。フェルはじりじりと後こう退たいした。

「あは。どこに行くの。こんな、開けた、見通しのいい場所で？」

　ざりっと、砂じや利りを踏み、影を従えた妖精王がこちらに踏み出した。

　──刹せつ那な。

　すぐそばで、鋭するどい指笛の音が鳴り響く。

　呼こ応おうするかのように、小さな塊かたまりが、目にも留まらぬ速さで飛び込んでくる。それは妖よう精せい王おうを囲むように円を描き、つむじ風のように周囲の低木の茂みの表面を、ざあっと勢いよく掠かすった。

「なに……？」

　妖精王がそちらに注意を傾けた瞬間、さっとフェルは身を翻ひるがえし、一いち目もく散さんに駆ける。

　当然、彼も追いかけてくるはずだが──

　途と端たん、塊に撫なでられた茂みから、一斉に何かが舞い上がった。

「鳥……!?」

　まるで、視界を遮さえぎるように。

　土ど鳩ばと、鶸ひわ、ひばり、鴉からすまで。いったいどれだけ潜ひそんでいたのか。翼つばさで風を起こし、葉や小枝を巻き込んで飛び立つ無数の鳥たちの天てん幕まくに、さしもの妖精王も顔を手で庇かばい、とっさにたたらを踏んだ。

　視し界かいを遮さえぎる鳥たちの壁に守られ、フェルは走る。一いつ拍ぱく置いて追おうとしたパールを、今度は唸うなり声とともに、何か大きな塊が引き倒したのも視界の端に捉とらえる。

（ユアンさま、ありがとうございます……！）

　その無事を祈りながら、フェルは広い前庭を駆け抜けた。
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　計画どおりだ。シレイネは、なんとか無事に逃げられたらしい。

　鳥たちがすっかり上空に舞い上がったのち、飛びかかった獅子たちに喰くいつかれた『妖精王』を、ユアンは睨む。

「……なに。操られてくれたんじゃ、なかったの」

　ひと仕事終えたハヤブサのネヴァンが、その肩に舞い降りた。

（問題は、ここからだ）

「考えたね、ユアン。目くらましと同時に攻こう撃げきしてくるなんて。油ゆ断だん、してたよ。きみ自身は、弱いから」

「……獣けもの使つかいには獣使いの戦い方があんだよ」

「もう、勘かん弁べんしてよね。……おれ、脆もろい人の身体からだに入ってるんだから」

　影の触しよく手しゆでモリガンを振り落として立ち上がり、牙きばに抉えぐられた腕を煩わずらわしそうに撫なでて。虚うつろなまなざしでこちらを捉える『妖精王』に、ユアンはごくりと唾を吞む。

（なんで、こいつを『パール』って信じられてたんだ……？）

　こんな、化け物を。

　瞳は紅あかく輝き、亜あ麻ま色いろの髪は風もないのにざわめき。無数の目玉をまとわりつかせた影は生き物のように膨ふくれ上がり、己の身体を、地を這はい、ぱくぱくと赫あかい口を開く。

　鼻をつく生なま臭ぐさい臭においに、目を向ければ、漆しつ黒こくの巨大な蚯蚓みみずのように蠢うごめく影の群れの中央、ひと際大きくぱっくりと開いた口には、鋭い牙きばがびっしりと並んでいた。

（──無……理だろ、これは。吐き、そうだ）

　顔立ちは同じでも──もはや間違いようもなく、そこにいるのは、異い界かいの『何か』だ。

　死ぬかもしれないな、と漠ばく然ぜんと悟さとる。すぐそこに迫る危機に、みっともなく足が震えた。シレイネも、クロウも、こんなものと戦っていたのか。自分には大した取とり柄えもないのに、果たして抗あらがえるのか。

（ああ、けど）

　不意に気づいてしまい、ユアンは息を吞む。

（たとえ化け物の器にされたって、今、こいつの中には『パール』がいる）

　権けん力りよくの中心から遠い第五皇子であるユアンは、パールといちばん仲が良かった。それなのに、その死を知ったのは、彼が命を落としてからずっとあとだ。

　聖せい職しよく者しやの吟遊詩人バルドすら呼んでもらえず、遺い骸がいは辺へん境きようの地に無む残ざんに打ち棄すてられたと聞かされた時の衝しよう撃げきは忘れられない。ならばせめて、弔ちよう歌かのひとつも自分が、と飛び出したのを止めたのは、老ろう家か令れいだ。

（消された皇おう子じに関わることは身を滅ほろぼす。どうか思いとどまってくれとアンドリューは泣いた。選んだのはオレだし、間違いじゃなかったと思ってる。でも、本当はオレは……）

　口く惜やしかったのだ。三年ものあいだ、胸の中に凝こり固まった後悔。

　──〝きみの努力する姿し勢せいは才能だ。おれは、憧あこがれる〟

（落ち込むことがあるたび、いつも勇気をくれたのに。お前のために、何もしてこれなかったことが）

「……その骨は、白しろ珊さん瑚ご。その肉は紅べに珊さん瑚ご。その眼まなこは白しろ真しん珠じゆ、その瞳は黒くろ真しん珠じゆ」

　自然と声に乗せていたのは、聖せい詩し篇へんの一節。最も有名な、死者を弔とむらう歌。

　届け、と。ただ祈いのった。

「その身は土となり、血は川となり、魂は岸辺に憩いこわんことを」

　妖精は聖詩篇を苦手とする。けれど、足止めとしてではなく、もっと別の意味を込めて。

（聴こえてるか？　パール）

　ぴくりと『パール』が痙けい攣れんする。

　紅い瞳でこちらを見る、おぞましい異界の者に、それでも、ユアンは微笑んだ。




「──オレ、ずっとお前のために、聖詩篇を詠よんでやりたかったんだよ」
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　──馬車では遅い。

　だから、『迎え』から、いちばん速い馬を借りた。漆しつ黒こくの毛並みを持つ牝ひん馬ばは、疾しつ風ぷうのように駆かけるという触れ込みどおりの働きを見せてくれる。

「おい！　止まれ、ドラ義ぎ理り息子むすこ候こう補ほ！」

　石いし畳だたみを、草原を、岩場を蹄ひづめで蹴け立たてて馬を駆かるクロウを、後ろから栗くり鹿か毛げの牡ぼ馬ばに跨またがるガウェインが追いかけてくる。

　さらに背後からついてきているはずの隊列は、気づけばはるか後ろに引き離されていた。声が聴きこえていないと思ったのか、紅あかい髪を向かい風に煽あおられつつガウェインは続ける。

「だから！　様子ならおれが見に行くから、お前は大人おとなしくユナイアで寝てろ！　腹の傷きずに障さわるぞ、まじで!!」

「義は母は上うえ、素すが出ているが」

「今まで呼び渋しぶってたくせにいきなり義母上ってあつかましいわねえ!?　あーもう！」

　上空から照りつける太陽は、妖よう精せいの力を弱めるが、こうも陽ひ射ざしが強いと人の身にも堪こたえそうだ。抜けるような蒼そう穹きゆうを仰あおぎ見、速度を上げる。

（もっと急げ。早く）

「だいたい、なんでそんなに焦あせってるんだ！　あの子はしばらく大丈夫だって猊げい下かも言ってただろ!?」

「『結婚の神誓ゲツシユ』があるから、しばらくフェルは安全、……か」

　蹄の音に搔かき消されるので、二人とも自然と大声になる。

（──妖精は、確かな誓ちかいに弱い。少なくとも、二度の神誓が、あいつの身の安全だけは守ってくれるはずだと……）

　ただし、何か妖精に隙すきを見せる無茶をしなければ、と。カイズは付け加えた。

「ガウェイン殿どのこそ。どうして止める。あなたこそ、フェルに早く会いたくないのか？」

「今すぐ会いたいに決まってんだろ馬ば鹿か！　だが、テメエが無茶こいて死にでもしたらあの子が泣くんだよ！　それはそれでこっちが困る!!」

　ふと覚えた疑問だが、一瞬で怒ど鳴なり返された。クロウは思わず瞠どう目もくし、それから少し苦笑する。

（……心配は、純じゆん粋すいにありがたい）

　だが。

（各地に張った情報網もうから、クルヴァッハが近々ヴァゼタに併へい合ごうされるという話を聞いた）

　それがどんな意図を持って行われるのかは、当て推ずい量りようばかりになる。──だが、妖精王が何か企たくらんでいるとすれば、フェルはどんな手を使ってでも止めにかかるはずだ。

（そういう奴だ。フェルは）

　離れていても分かる。彼女は、責任感とド根性のなせるわざで、何をもってもあの城を守ろうとするだろう。たとえば、自身が犠ぎ牲せいになるやり方でも。

（死に物狂ぐるいで城の呪のろいを解とこうとするだろうし、化け物に襲おそわれる者がいたら守ろうとする。自身の安全を天てん秤びんに乗せる前に）

　無茶する、しないは、急がない理由にはならない。彼女のことだ。どうせ、胸を焼く焦しよう燥そうが真実になる。

（見えた）

　すり鉢ばち状じようの地形の底に、誰よりもよく知った城と街が姿を現す。クルヴァッハ領主の居きよ城じよう、黒こく龍りゆう城じよう。

「当たりだ。……中で何かあったな」

　馬首を上げて一度馬を止め、かつての居城を眺め下ろし、クロウは呟つぶやいた。門は堅く封ふう鎖さされ、全体を異い様ような空気が包つつんでいる。

（問題は、どうやって中に入るか。外からの侵しん入にゆうには異常に強く作っておいた城だが、抜け出すとすればおそらくあそこだ）

　再び先を急ぐクロウに、ガウェインが呆あきれた。

「らしくもなく、あんたの話は不確定要よう素そが多すぎるわ！　ちゃんと急ぐ理由を言いなさい」

「根こん拠きよか。それなら勘かんだ」

「勘!?」

　度ど肝ぎもを抜かれるガウェインに、首しゆ肯こうを返す。

「無茶のやり方に当たりがつけられなくても──その、どうやるか分からない無茶をやるのが俺の妻なんだ」

　鋭するどい野生の勘はどちらかというと彼女の得意分野だが、本当に似てきたのかもしれない。それならそれで喜ばしい。

　彼女のことなら、離れていようが分かる。なぜといえば、強しいていうなら夫婦だからだ。
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「はあっ、はあっ……」

　ユアンの足止めを助けに、フェルはひたすら走っていた。

　ドレスの裾すそが足に絡からむので、途と中ちゆうで脱いでアンダードレス一枚になる。絹きぬの靴くつは脱ぎ捨てて裸足はだしになった。

（ユアンさま、ミゼ、無事で。城のみんなも大丈夫のはず……だけど！）

　城の呪いを解けば、領内の安全は確保されるが、唯ゆい一いつ確保できないのが自分の身の安全だ。クロウの神誓の守りも、記き憶おくの守りも、瞳の力の使いすぎで吹き飛んでしまったようだ。

（絶対、追いかけてくる）

　──〝花嫁さま。解呪成功したら、あなたは真っ先にその場を脱だつ出しゆつすることだけ考えるください。あなたが捕まれば、結果的に僕らの全ぜん滅めつを招くです〟

　キリヤは言った。フェルを妖精王に渡せば、その力を爆ばく発はつ的てきに増ぞう大だいさせることになる。特に、守りを失うしなった今は、一度捕まればおしまいだ、と。本当は、残してきたユアンや、城のみんなが心配だ。引き返したい心を叱しつ咤たし、前を目指す。

　暫ざん定てい黒龍公夫人として領民は守れたが、こちらも進んで餌え食じきになりたいわけではないのだ。現在の最重要課題は、速すみやかな脱出である。

（でも、逃げるって、どこから）

　まず、城門から出ようと思ったら、思わぬ伏ふく兵へいがいた。城壁の影がぞろりと身をもたげ、中から無数の目玉がこちらを捉とらえたのだ。

（妖精王の影……!?）

　ぱくぱくと桃色の口が蠢うごめき、小枝のような手がいくつも伸びてくる。驚きのあまり、フェルは悲鳴も上げられず踵きびすを返した。

「どうしよう……！」

　城門を塞ふさがれてしまえば、もう外に通じる逃げ道がない。

　足がもつれる。思わず壁に縋すがったところで、前方の石階段から、ぞろぞろと黒い影が降りてきているのに気づいた。無数の口が、きゃらきゃらと不快な笑い声を立てる。

（嫌いやだぁもうどういう悪夢!?　非現実の叩き売り!?　お金貰っても買わないし!!　勘弁してよ!?）

「や、奥方さま。お急ぎで？」

　不意の声に慌あわてて背後を振り向くと、そこに立っている人物と目が合う。細い蔓つるのメガネと、淡あわい色の金きん髪ぱつ。若草色の、東方の上着。

「け、ケイさま……」

　その周囲からも、ぼこぼこと地べたから湧き出るように。首をもたげ、『影』が出現する。もはや道はケイの隣にしか残っていない。

　前門の化け物、後門のケイ。嫌いやな言葉が浮かぶ。

「ケイさま、通して！」

　彼は、クロウを裏切った。

　でも、呪毒の解呪薬を薪まきに仕込み、城中に拡かく散さんしてくれた。

（本当は敵じゃないと、信じたい……！）

　いちかばちか、彼に向かってフェルは走る。ここでフェルを捕らえて身の安全を図はかるか、しれっと見逃してくれるフェルのよく知る彼か、どちらだろうと思いつつ。

　ケイが動く気配はない。その隣となりをすれ違いざま、緋ひ銀ぎんの髪を風に流して走るフェルの耳に、ぼそりと彼は呟つぶやいた。

「フェルディア嬢。……地下牢の秘密通路を使うといいですよ」

「え？」

　言うが早いか、彼はフェルの腕を摑んで背はい後ごに引き込む。

　その、瞬間。

　彼は腕を振り上げる。すぐ上からフェルに覆おおいかぶさろうとしていた影の群むれを、無数の細い銀光が弾はじき飛ばした。

（鋼こう絲し……!!）

　思わず息を吞むフェルに、「ここは自分めにお任せを」とケイは肩を竦すくめた。

「け、ケイさま。あなた……」

　──ふと、脳のう裏りによぎることがある。

　皇こう帝ていと直じか談だん判ぱんをしに壁を伝った時、塔の下には誰もいなかった。まるであらかじめ排はい除じよされたように。城に戻ってからも何度となく情報収集しようとしてケイに妨ぼう害がいされたが、あのまま下へ手たにパールに目をつけられるより安全だったし、雑ざつ談だんにかこつけて情報も流してくれた。

（薬の件、気まぐれだったんじゃなくて……）

　クロウと別れたあの晩、聖堂奥の森で。たしかに、あのまま逃げて、逃げ切れるとは思えなかった。

（ひょっとしなくても、ここに嫁とついできた時の旦那さまと同じで。この人は──）

「そうですね。自分めの天てん秤びんも、割とポンコツだったようです。……地下牢で先にキリヤ殿が待ってますよ」

　声を失うフェルに、「第一、あなた様が捕まると自分めもヤバいんでしょう。ほら、とっとと行ってくださいよ」とケイは額に冷や汗を滲にじませた。

「──我が君には、あなた様のことをよろしく頼む、と言われましたのでね」

　藤ふじ色いろの瞳に浮かぶ苦く笑しように、フェルは息を吞む。それから、無言のまま頷いて再び走りだした。




　途中、何度も肩や腕をぶつけたが、フェルは構わず階段を駆け降りる。目指すのは、城の地下牢だ。

　──〝ねえ、花嫁さま。どこに行くの？〟〝王様は？　どうしたの……？〟

「黙って！　あと、わたくしの居場所を言いつけたら踏ふみつぶしますわよ！」

　並へい走そうしてくる、地を泳ぐ銀色の魚たちを叱りつける。

（あそこで『奥の壁にある、白い石』を押したら、秘密の抜け穴が開くはずなんだ）

　謀む反ほんを企くわだてたイグレックに誰かが囚とらわれたら逃がすため、クロウが仕掛けておいたもの。

「花嫁さま！　早く！　こっちだです」

　階段を降りきると、ランプを手にしたキリヤの姿がある。彼はフェルの姿を認めると、ぱっと表情を明るくした。

　見知った人物の姿に、フェルも思わず安あん堵どの息をつく。鉄てつ格ごう子しの戸を摑んでくぐり、奥の壁に灯あかりをかざした。ぱっくりと四角く切られた抜け穴がすぐ目に入る。

「先に、僕が行くます。……花嫁さま、気をつけて」

　キリヤが先行して、抜け道に入る。中は真っ暗で、奥から風が吹き込んでくる。伸ばした手の指先すら見えない。妖精たちの姿はないが、足元は湿しつ気けてぬかるみ、フェルは唾つばを吞んだ。

「せめて日暮れまでに、この城から出てしまうましょう」

「……はい」

　フェルは頷き、ランプを持つキリヤの顔を見た。

　灯りを頼りに暗くら闇やみを二人で歩く。地下道は意外に横幅が広く、長い。無言のままだと不安になり、ふと思いついて、雑談がてら、フェルは尋ねた。

「あの、キリヤさま。あなたが妖精についてそんなにも詳しいわけは……」

　しかし、あとを続ける前に、キリヤの背後に浮かび上がるものを見てしまい、フェルは悲鳴を上げていた。

　ぼうっとランプの灯りに浮かび上がるキリヤの影から、あの『妖精王の影』が、ぞろりと這はい出そうとしている。

「キリヤさま、後ろ……!!」

「……!?」

　地面に落ちたランプが割れ、こぼれた油が激はげしく燃える。小枝のような指を無数に伸ばして捕らえようとしてくる影の群れに立ち竦むフェルを、キリヤが背に庇った。

「シレイネ姫と違って、一回『戻る』となかなかあとを引くので、できれば避けたかったですが……仕方ない、だですね」

「き、キリヤさま？」

「風の匂においがする。この先、一本道です。走るください」

　にこっと微笑ほほえむと、彼は一歩前に出る。その姿が陽炎かげろうのように揺らめき、闇に融とけた。ばさりと、東方風の衣装が地に落ちる。

（……噓うそ）

　フェルと影の間に立ち塞がった、羆ひぐまほどもある巨大な『それ』──焰ほのおを受けて輝く蒼い毛並みの狼おおかみを、フェルは呆然と見つめた。

　唸り声を上げて、キリヤだった巨きよ狼ろうが影に喰らいつく。南なん方ぽう砂さ漠ばくの曲きよく刀とうのような巨大な爪が、影の化け物を次々と引き裂き、抉えぐり、叩きつぶす。その圧あつ倒とう的てきな力は、一度は活かつ路ろを拓ひらいたかに見えた。しかし、影が怯ひるんだのは一瞬。新しく獲物を見つけたとばかりに嬉き々きとして蒼い毛並みに取りつき、締しめ上げた。

　ばきばきと鈍い音が鳴り、狼が呻うめく。

「キリヤさま……！」

　懐ふところに忍しのばせてあるクロウの短剣を引き抜き、フェルは、巨狼に巻きつく影を斬り落とそうと試みた。しかし、逆に手足を取られ、転てん倒とうする。

「くっ……」

　身体をしたたかに打ちつけたフェルは、なんとか首をもたげ、前を見た。

　すぐ目の前に、妖精たちの灯す蒼い光が蛍ほたるのように飛んでいる。そして、その下に壁のように身をくねらせる、──おびただしい数の、影。

　まるで、夜の闇そのものだ。蠢く漆しつ黒こくの中にちりばめられた目玉が、一いつ斉せいにフェルを視て。にたりと三み日か月づき形がたに嗤わらった。

（……終わる）

　戦わなければ、逃げなければと思うのに、身体が動かない。

（なに、これ。こんなもの、戦える、はずが）

　短剣を握りしめたまま、フェルは呆然と、迫りくる影を見つめた。

　いやだ。まだ終われない。

　あの人に、会っていないのに。

　せめて一いち撃げき。歯を食いしばり、フェルが短剣を両手で構かまえた瞬間だ。




「──フェル」




　とん、と。

　肩に、手を置かれた。

　顔を上げたフェルの視界に飛び込んできたのは、広い漆黒の背中。それから、暗闇に踊る、蒼い光。その人が構える、──剣に取り付けられた宝石の色だ。

　しろがね色の光が一いつ閃せんし、フェルの前に立ち塞がる『影』が薙なぎ払われる。ねばついた泡あわが潰つぶれるような音とともに、それは地面に染み込んでいった。

「怪け我がはないか」
















「え？　あ、はい……あの」

（なに。ゆ、夢？　だって、そんな都合のいい……）

　フェルは何度も目をこすり、自分の前に立つその背を見た。

「……無茶をしていると思った」

　浄石の青い輝きが増し、闇の中を明るく照らす。光を見た瞬間、ほかの影は動きを止め、警けい戒かいするようにするすると距離を取った。

　振り向いた横顔も、群ぐん青じようの瞳も見慣れたものなのに、ひどく懐なつかしい心地ここちすらして。




「旦那さま……？」




　暗い通路の向こうで、クロウのあとに続くように、行列をなす光が踊った。
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（外に、出られた……！）

　中ちゆう天てんにある太陽を見上げ、フェルははあっと深呼吸した。

　クロウが持つ『モルドレッドの剣』を目にした途と端たん、フェルを追っていた影の群むれは、すうっと地面に染み込むように消えていった。とにかく日の光があるところにと、クロウに手を引かれて外を目指し、めでたく辿たどり着けたのだ。

「え、あの、本物……？」

　すぐそばにあるクロウの姿を、フェルはまじまじと見上げた。感動だとか、喜びだとか、そういうもの以前に、ただただ呆然としてしまう。

（旦那、さまだ）

「こんなによく似た偽物もいないと思うが。……ああ、お前にはきかない言葉だったな」

　すっかり停止してしまったフェルに、クロウは苦笑した。

（脇わき腹ばらの怪け我がは？　ほかには、どこもひどい傷はない？　手足も、大丈夫……そう？）

　鋭するどい群ぐん青じようの瞳ひとみ。その長身はなぜか聖せい職しよく者しやの祭さい服ふくを纏まとっているが、相変わらずの黒衣だ。思わず、顔かたち、立ち姿、と彼を見つめていたフェルだが、はっと途中で我に返った。

　──長く伸ばして編んでいた黒髪が、普通のエルラント人男性のように、ばっさり短く切られているのだ。フェルは叫さけんだ。

「旦だん那なさま、髪の毛が寂さびしくなっていますわ！」

「言い方！」

　即そく座ざに突っ込まれた。たしかに、パールに暖だん炉ろに放り込まれて燃もやされた髪の束は紛れもなく本物だったので、当然短くなってはいるはずだ。

「いえ、分かっていたんです。あなたの髪の毛は、あの時妖よう精せい王おうの手で、一本残らず奪われて消えてなくなってしまいましたし……」

「ものすごく心臓が軋きしむ表現なのはわざとじゃないよな」

「でも、少なくなって若返りましたわね。なんだか」

「……頼むから髪の毛から離れないか？」

　なぜだろう。彼には軽く額を押さえられた。

「まったく、相変わらずだな。……まあ、その調子だとそんなに参っているわけでもなさそうで俺も安心し──、っ！」

　呆れつつも少し愉ゆ快かいそうに、クロウが苦笑した瞬間だ。

　それは、ほとんど発ほつ作さ的てきな行動だった。

　ずっと高い位置にあるその首に、フェルは腕を回して飛びついていた。台詞せりふ半なかばで、クロウが言葉を失う。

「旦那さま。旦那さま、旦那さま」

　思いきりぎゅうぎゅうとしがみつき、何度も呼びかける。胸に額を押し当てて。髪にかかる彼の息いき遣づかいや、その広い肩で、存在を確かめるように。

　最初は驚いて動きを止めたクロウも、やがて、フェルの背に腕を回し、力強く抱きしめてくれる。身長差のせいで、爪つま先さきが少し浮くが、もう気にもならなかった。

「ご、無事、で……」

　どれだけ心配したと思ってるんですか。生きていてくれてよかった。脇わき腹ばらの傷きずは大丈夫なんですか。今までどこにいたんですか。

　彼に会ったら言いたいことも訊きたいこともたくさんあったのに。ただもう咽の喉どが詰まって、呼吸も苦しくて。

（駄だ目めだ。泣いてる場合じゃないのに！　ユアンさまの前では我が慢まんできた、じゃない……）

　声を忘れた唇くちびるの代わりに、目が潤うるみ、ぽろぽろと滴しずくが溢あふれる。

　歯を食いしばって嗚お咽えつを堪こらえるフェルの頰ほおを指の背で辿たどり、そっと顎をすくい上げると、その瞼まぶたに彼は唇を落とした。あの時、森の中で、別わかれ際ぎわにしてくれたように。

「フェル。……お前こそ、ちゃんと無事だな。何か酷ひどい目には遭あわされていないな？」

　こく、と頷うなずくと、くしゃくしゃと頭を撫なでられる。「間に合って、よかった」と囁ささやかれて、また涙がこぼれた。

　心臓の上に押し当てた耳に、どくどくと、たしかな彼の鼓こ動どうが響く。

　生きてる。ちゃんと。──ああ、彼だ。生きていた。

「おかえりなさいませ、旦那さま」

「心配かけて悪かった。……礼を言う。城を守ってくれたんだろう？」

「わたしこそ、ありがとうございます。……あなたの誓いが、わたしを守ってくれました」

　頷いて、城を見上げる。

「お前はここで待っていろ。俺は城に戻る。このまま応援に頼ることはできないから」

　傷きずを負おった蒼あおい巨きよ狼ろうのままのキリヤを連れ、一度危険を避さけて城外に出たものの、攻こう勢せいが途と切ぎれたわけではない。ユナイア派、そしてエルラント派両者の聖せい職しよく者しやたちが次々に秘密の通路から城内に突とつ入にゆうしていく。

　辺へん境きよう配はい備びの兵を集めたのだろう、背後には黒こく龍りゆう兵へいの姿もある。

（……あれ？　あんまり見ない兵隊さんの姿もある。あれが、応援？　って）

　フェルはふと、自分たちに従したがうおびただしい兵の軍ぐん装そうを見た。というより、革かわ鎧よろいの胸元に捺おされた印を確認し、度ど肝ぎもを抜かれる。

　──双そう頭とうの獅し子しと、薔ば薇らの紋。

「赤い矢や羽ば根ねの正せい規き軍ぐんの入にゆう領りようはさすがに断ったが、兵はありがたくお借りすることにした」

「旦那さま。あれ、もしかしなくても……」

　クロウは、戻ってきた。意外な援軍を引き連れて。

「ああ。ユナイアの──セタンタ陛へい下かから、預かったものだ」

「……え？　どういうことですか？　だって、エルラントはユナイアとは戦いくさを始めるはずじゃ。しかも、皇こう帝てい陛へい下かが御おん自みずから遠えん征せいされる、とか……」

　戸と惑まどうフェルに、クロウは苦笑する。

「だから、両国の戦を食い止めるんだよ。──この城でな」
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（……嫌いやなことになったなあ。モルドレッドの剣と一緒に、聖せい職しよく者しやがいっぱいだ）

　黒い影を引きずり、妖よう精せい王おうは独ひとり、城の中を歩いていた。一度、外に出たほうがよさそうだ。脱だつ出しゆつはたやすい。皇こう宮ぐうに戻り、黒龍城は捨ててしまったほうが得とく策さくだろう。せっかく得た花嫁ごと離れるのは惜おしかったが、ワルプルギスに間に合えばいいだけのこと。

（でも、……そもそもが『兄上』、どうして無事だったのかな？）

　幾いく度どか繰り返した問いを、再び思い出す。あの男は、死んだはずではなかったのか？

　間違いない。──誰かが、彼を助けた。

　そして、彼を殺したのはほかでもない自分。首を刎はねたのだと、錯さつ覚かくした。そう、たとえば、欺あざむいてくれた景けい蔡さい泰たい。『兄上』の逃亡に奴やつが何かの手を貸した。あの男と共きよう謀ぼうして、誰かが死体をすり変えてしまったのなら。さらに記き憶おくを塗ぬり替える。そんなことが可能だとすれば……。

　くす、と。彼はさざめくように噴き出した。

「ほら、やっぱり。いるんだね？」

　魂たましいの裏側で必死に身を竦すくめる『それ』に、にいっと微笑ほほえみかける。

「見ぃ、つ、け、たぁ」

　逃げないで。ねえ、遊ぼうよ。どうやってきみを壊こわしたら、彼らは悲しんでくれるかな。

　内側から、こんな風に騙だましてくれたんだから。愉たのしませてくれたっていいだろう。




　ねえ、──『パール』？


Ｆｉｎ．
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　お久しぶりですの皆さまもはじめましての皆さまも、この本をお手に取っていただき誠にありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　この物語は、旦だん那なさまの頭とう皮ひに毎日深しん刻こくな呪のろいをかけていたヒロインと、呪われてるうちに本気で髪の毛が減った（※長さ的な意味で）ヒーローの離り婚こんラブコメです。ラブコメと銘めい打うっておきながら、前巻ド外げ道どうな終わり方をして申し訳ございませんでした。

　気付けば『離婚』と不吉な単語がつくシリーズ本編も十冊めです。今まで出てきたあんな人やこんな人で大おお賑にぎわいな本巻、実はＶＩＰは常じよう識しき人じんな弟くんかもしれません。

　そういえば、担当さまはじめ身近な方々と「（仮）かつこかり花はな嫁よめの男性キャラで結婚するとしたら誰か」という話題が出たことがあります。全員口をそろえて、「一番ユアン、二番ガウェイン、他は論ろん外がい」という結果が出ました。おいヒーローもっと気き張ばれ。

　それでは恒こう例れい、お世話になった皆さまに御おん礼れいを申し上げたく。

　イラストの山やま下したナナオ様！　今回の表紙、「３巻の没ぼつ案あん好きすぎるので拾い上げてください！」というわがままをお聞き届けいただくのみならず、あまりの麗うるわしい仕上がりに魂たましいを奪われるかと思いました。中のイラストも、特にクロウの嫌いやそうな顔が大好きです。そして、今回のカバー裏が……なんというヒロイン！　清せい書しよで見られて幸せです。

　担当Ｉ様。たぶん、「夕鷺さんを、いつかぶちます」と言わせた回数、最高記き録ろく更こう新しんしました。記録と言えば、以前クロウについて仰おつしやった一言「えー？　だって現実にいたら絶対イヤじゃんあんな男」は暴ぼう言げん大賞だと思っています。おいヒーローほんとに気張れ。

　校正さまにデザイナー様と、この本が出るのに携たずさわってくださったたくさんの皆さま。

　そして、あたたかい応援のメッセージをくださる皆さま。お手紙やメールをくださった皆様はもちろん、たくさんの方々が記念小しよう冊さつ子しにご応募してくださったことが本当にありがたく、励はげみになりました。幸せな作品だと思います。

　そして、素敵なコミカライズを手掛けてくださっている兔うさぎろうと様。いつでも、期待のはるか（大たい気き圏けん外がいくらい！）上を魅みせてくださる「漫まん画が版ばん（仮）花嫁」を、一読者として楽しませていただいております。毎回十周以上は熟じゆく読どくしてます。変へん態たいですみません。

　最後に、この本を今開いてくださっている皆様に、最大級の感謝を。

　離婚できたら一いつ攫かく千せん金きん！　から始まったこの物語も、お蔭かげさまでそろそろ佳か境きようを迎えようとしています。フェルとクロウの離婚をめぐる長い半年間も春分オースターラを終え、残る季節の祝祭は、大詰めの立夏ベルテイナのみとなりました。どうか最後まで楽しんでいただけますように。

　最近、胸元にサンマの返り血浴びて８巻のフェルの気持ちがわかった　夕鷺かのう拝
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